




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真横には静かな湖面、仰あおげば広がるのは朔さくの夜だった。

　分厚い雲に隠かくれ、星々の瞬またたきも届かない。すべてを吞のみ込むかのごとき黒い空を照らすように、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが立ち上る。

「やめるんだ、こんなことは」

　膝ひざをつく私の喉のど元もとに、黄こ金がね色いろの剣けんの切っ先を突つきつけた騎き士しが、訴うつたえかけるように言う。

　得物はたかだが剣一本。空を飛行できるのでも、天候を操あやつれるのでもない。

　にもかかわらず、騎士は巨きよ軀くの僕しもべを圧あつ倒とうしたのだ。そして舞まい上あがった風ふう塵じんが視界を遮さえぎったわずかな間に、あろうことか術者の支配からも解放した。

　悪夢を見ていると錯さつ覚かくしそうになるほどに、強い騎士だ。

「君が闇やみに支配されている限り、わたしには勝てない」

「っ、黙だまれ！」

　騎士の言葉を受け入れがたく、私は大地を指で抉えぐる。

　──私はやんごとなき父に、一夜の寵ちよう愛あいを受けた愛あい妾しようの子という立場だった。

　母は物心つく前に亡なくなった。父からは見向きもされず、異母兄弟たちからはいないものとして扱あつかわれていたのだ。

　それでも己おのれには、生まれながらに非ひ凡ぼんな魔ま術じゆつの才があった。

　魔術を修めたのちは、魔まに生きる者を呼び出し使し役えきするほどの、人じん智ちを超こえた力をも手に入れることができたのだ。

　この力があれば、渇かつ望ぼうする想おもいを叶かなえられる。

　──そう、思っていたのに。

「っ、なぜ立ちはだかる……なぜ私の邪じや魔まをする！」

「わたしは神に仕え、加護を与あたえられし騎士」

　騎士の視線は、瞬しゆん刻こくたりとも私から外されない。

「祖国を踏ふみにじり、生きる人々から希望を奪うばう脅きよう威いを、棄すておくことはできない」

　信念に満ちた、一いつ切さいの迷いのない瞳ひとみだった。闇に慣れたこの目にはくらむほどの、強い輝かがやき。

　その高潔なる魂たましいは──あたかも闇を侵しん食しよくする光こう彩さいのようだ。

「勝敗はついた。……もう抵てい抗こうしないでくれ」

　宿望も果たせぬまま、ここで終わらされるくらいなら──

　黒十字を丸で囲んだ紋もん様ようが刻印された左の掌てのひらで宙を搔かき、私は呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

「闇に嘉よみされし我は訴えたり。──この生命を対価に、転生の術を我わが魂に」

　故意の転生は、理に背そむく禁きん忌きだ。禁忌を犯おかす代だい償しようは──自らの命。

　見えない何かが、心の臓を内側からむしり取るような感覚が襲おそってくる。

　だが──

　何もせず、ただただ無念を抱いだいて消えゆくくらいなら。

　今この時の命を手放すことなど、惜おしくはない。

「神の使徒に災わざわいあれ！　私は甦よみがえる。この宿望を潰つぶした罪、必ずやお前の子孫の血で贖あがなわせる！」

　ありったけの憎ぞう悪おを込めて、呪じゆ詛そを紡つむいだ刹せつ那な──

　己の命の灯火ともしびが、消えゆくのを感じた。

「──私は────」

　その先の呟つぶやきは声になったのか……それより先の記き憶おくは、ない。
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　灯あかりを落とし、漆しつ黒こくに沈しずんだ暗い部屋の中で、男は瞑めい想そうを解いた。

　あの日、あの時、あの男がいなければ……

　この世に〝もしも〟などないとわかっていても、考えは呪のろいのように堂どう々どう巡めぐりする。

　──心が渇望する想いを、叶えられたはずだったと。

「……祝典で相まみえますか……？　神の加護を受けし聖なる騎士よ」

　男は笑った。

　美しくも、どこか狂きよう気きをはらんだ瞳で。
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　春も終わりに近づきつつある、とある日の午後のこと。

「はあっ！」

　国王直属騎き士し団だん《聖なる黄金のセント・十字架クロワ》五番隊詰つめ所しよ、五番館の屋外訓練場。

　そこでは見み目め麗うるわしい少女──オフィーリア・リズ・レーヌグラン（騎士団での名前はフローラ・アシュレイ）が今日も元気に、刃やいばを交まじえていた。

「俺おれの巻き上げに対して押し込みすぎだ。それだと正面から突つかれるぞ」

　防いでいたはずのアレクの剣けんが、素す早ばやくオフィの剣の下をくぐる。

　かわそうとするオフィの速度の倍、いやそれ以上の速さで、アレクの剣が反対側に移動してしまう。

　移動するのと同時に、オフィの胴どう部ぶに触ふれる紙かみ一ひと重えのところで切っ先が止まった。

「あっ！」

「たとえ今のを防いでも、同じ攻こう撃げきを繰くり返かえされて抑おさえられる。受け流した瞬しゆん間かんにカウンターを入れろ」

　と、アレクが剣を引きつつアドバイスをくれる。

　冴さえ冴ざえとした月を思わせる青みがかった銀ぎん髪ぱつと、吊つり気味の瞳ひとみは青あお紫むらさき色いろ。二十三歳さいの若き隊長アレクシオ・ローウェルの、常に眉まゆ根ねを寄せた仏ぶつ頂ちよう面づらは美形の部類に入る。

　それだけに、鋭するどすぎる眼光とおっかない威い圧あつ感で、ご婦人はおろか騎士たちからも恐おそれられてしまっているのが残念極きわまりない。

「はいっ。隊長、もう一回お願いします！」

「今日はここまでだな。そろそろ時間だ」

「あ、もうそんな時間でしたか？　ではいってらっしゃい、隊長」

「何が『いってらっしゃい』だ！　今日はお前も連れて行くと伝えただろうが！」

（そういえばそうだったわ！）

　今日は月に一度、《セント・クロワ》の各隊長が、総隊長であるオースティンに任務の進しん捗ちよく状じよう況きようを報告する日。

　いつもなら隊長のアレクのみ赴おもむく。が、オースティンは何やら渡わたしたいものがあると、オフィも連れてくるように言ったらしく、同行することになっていたのだ。

「稽けい古こに夢中で、完全に忘れていました……」

「熱心に励はげむのは良いことだが、大事なことを忘れるなよ」

　アレクに額をこつんと小こ突づかれた。

　加減されているので痛くないが……触さわられたところの温度が、少し上がる。

「……すみません、すぐに準備しますので」

「焦あせって転ぶなよ。──いや、お前の渾名あだなは『春色のじゃじゃ馬』だったな。訂てい正せいする、焦って暴れるなよ」

「焦って暴れるとか意味不明ですから！」

　仏頂面で失礼をぬかすアレクに、オフィは声を大にして抗こう議ぎした。
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　大陸でも古い歴史と高水準の文化・経済を誇ほこる、名実相あい伴ともなう大国レーヌグラン。

　豊かで強い国に軍事力は必要不可欠。当然レーヌグラン王国には、国軍にあたる大規模な王立騎士団が存在する。しかしそれとは別に有名な騎士団がもう一つ。

《聖なる黄金のセント・十字架クロワ》。

　神話の時代、邪じや悪あくな竜りゆうを倒たおしたという伝説の聖なる騎士シギスマンドを象しよう徴ちように掲かかげた、国王直属の組織だ。

　一隊は二十名足らずと小規模ながら、隊員は選えり抜ぬきの精せい鋭えい揃ぞろいで、騎士学院卒業者の中でも優ゆう秀しゆうな者しか入れない。君主の警護及およびその手足となって指令を遂すい行こうすることを目的とするが、有事の際には王立騎士団と同様に実戦もこなす、戦せん闘とうに特化した遊ゆう撃げき部隊である。




「ふふふーん♪」

《セント・クロワ》一番館からの帰り道、オフィは鼻歌を口ずさむほどご機き嫌げんだった。

　なぜなら──今王都で大人気のお菓か子しが手に入ったから！

「ずっと食べてみたかったんですよね、このクレーム・パフ」

　クレーム・パフは、キャベツに似たフォルムが特とく徴ちようの菓子だ。

　空くう洞どうになるよう焼いた生き地じの中には濃こい黄色のクリームが詰つまっており、その触しよつ感かんは空気を食はむように軽いとか。

「何度か買いに行ったんですけど、いっつも売り切れてて」

「店は連日長ちよう蛇だの列で、販はん売ばい三十分足らずで完売するからな」

「隊長はクレーム・パフを食べたことあるんですか？」

「以前、公休日に夜明け前から並んで入手した」

（うわーすごい執しゆう念ねん。さすが自他共に認める超ちよう絶ぜつ甘あま党とうの仏頂面スイーツ将軍）

　その人気を博すお菓子を、オースティンがくれたのだ。

　なんでも昨晩、非番のため城下の酒場に繰くり出だしていたオースティンは、その帰路の途と中ちゆうで、通行人に絡からむ無ぶ頼らい漢かんを叩たたきのめしてやったらしい。

　そこで助けたのが、王都で大人気のクレーム・パフを手て掛がける菓子屋の店主だったそうだ。

　ぜひとも礼を！　と言いい募つのる店主の申し出をオースティンは丁てい重ちように断るも、義ぎ理り堅がたい店主は引かず……

『ならば、貴き殿でんの作った菓子を少し頂ちよう戴だいしようかの。儂わしの弟で子しが菓子好きなんじゃ』

　という感じに話はまとまり。

　開店前に店主がクレーム・パフを届けに来た、というわけだ。

　だからオースティンは弟子オフイを呼んだらしい。なのでお礼に肩かたを揉もんであげた。

「楽しみですねー。わたしのぶんと、隊長のぶんと……副隊長は甘あまいもの大だい丈じよう夫ぶでしたよね？」

「砂糖の凶きよう器き、もといお前の手料理と違ちがい、適量の砂糖が使われている菓子ならいける口だな」

「さり気なく落とさないでください！」

　以前自作のスープで、自隊員らを降参させた黒歴史を蒸むし返かえすアレクに嚙かみついたとき。

　すぐそこの五番館から、一人の隊員が転がる勢いで走ってきた。

「隊長！　ごっ、ご来客です！」

「来客の予定はなかったはずだが？」

「とにかく執しつ務む室しつへ行ってください！　今すぐ即そく座ざに大至急！」

　急げ、に関連する単語を並び立てる隊員に急せかされ、オフィとアレクは執務室へ。

　廊ろうと二階へ伸のびた階段の下には隊員らが集結し、皆みなが厳げん戒かい態勢のような顔つきだ。

「隊長っ、ここから先は我らが猫ねこの子一匹ぴき通しませんから！」

　などとよくわからない意気込みまで上がる。本当になんなの？

「アシュレイ、くれぐれも、くれぐれも、本ッッッ当にくれぐれもっ！」

「くれぐれもが多すぎません？　人を粗そ忽こつ者ものみたいに」

「粗忽でなくてもれっきとしたじゃじゃ馬だろ！」

　……喧けん嘩かを売ってるなら買いますけど？

「とにかく粗そ相そうのないよう、借りてきた猫のように大人しくしてろよ！」

　オフィの肩を揺ゆさぶりながら、必死の形相で念を押してくる二人の先せん輩ぱい騎士たち。

「はあ、わかりました」

　がくがくと肩を揺らされるオフィは、よくわからないままに生返事をする。

　そうしてやっと肩が解放されたのに、今度は横からお菓子の入った袋ふくろを取り上げられてしまう。心配ないとは思いながらも一応、「食べたら殴なぐります」と脅おどしておいた。

　隊員らの異様なまでの緊きん張ちよう感──その理由を、オフィは執務室の扉とびらをくぐった瞬間理解した。

「二人ともご苦労様。勝手にお邪じや魔ましているわ」

　長なが椅い子すに座すわっていたのは、波打つ長い金きん髪ぱつとコバルトブルーの瞳を持つ、絶世の美女だ。

　名前はセラフィーネ・ライザ・レーヌグラン。十九歳の若さで王代理を立派に務める、オフィが敬愛してやまない自じ慢まんの姉である。

（ああ、今日のお姉様もお美しい……って、惚ほれ惚ぼれしてる場合じゃなくて！）

《セント・クロワ》は国王直属の騎士団だが、宮きゆう殿でんの王の執務室の隣となりには待機室がある。

　そこには警備を担当する隊の者が交代で常時控ひかえているため、主君がわざわざ詰所を訪おとずれるなど、まず考えられない。

　思わぬ事態にアレクも喫きつ驚きようしたようだった。

「殿でん下かっ、なぜこのような場所に……まさかお一人で!?」

「そのまさかで～す」

　こちらに背を向けて腰こしかけていた、アレクの同期で親友兼けん右みぎ腕うでである副隊長、ハロルド・クロフォードが振ふり返かえる。

　少し癖くせのある髪かみは真っ黒で、瞳は薄うす茶ちや色だ。常に明るく天てん真しん爛らん漫まんなハロルドだが、彼かれは現国王のれっきとした甥おい。王族公こう爵しやくクロフォード家の御おん曹ぞう司しで、オフィの七つ年上の従兄いとこ、と相当高貴な身分である。

「いきなりセラフィーネが一人で突とつ撃げき、詰所訪問してきてよ～」

「わたくしはちゃんと護衛の騎士に断ってきたわ。追ってきたらどうなるか……と最後に付け加えてね」

　お姉様、それは遠回しになってない脅しです。

「アレクたちがいなかったから、ひとまずここで待ってもらってた。裏名物の特製ジュースでもてなそうと思ったのに、他の奴やつらに全力で止められてさ～」

「……なんて恐ろしいもてなしを実行しようとしてくれたんですか……」

「だってさ、飲めば疲ひ労ろう回復になるんだぜ～？」

《セント・クロワ》裏名物の特製ジュースは、疲労回復効果はまだしも、味は『苦い』『辛からい』『すっぱい』の三重苦、見た目は泥どろ水みずという不快そのものの液体だ。すでに体験済みのオフィの感想としては、『もう二度と飲みたくない』である。

　眩暈めまいを堪こらえるように、オフィは額を手で押さえた。──仕草とは裏腹に、彼女の口くち端ははゆるんでいる。

　──レーヌグラン王国第二王女のオフィは、幼少期の虚きよ弱じやく体質を建前に、公おおやけから一いつ切さい秘されてきた『秘密の姫ひめ君ぎみ』。

　しかし《セント・クロワ》の騎士を志して鍛たん錬れんに励み、総隊長の遠とお縁えんである男だん爵しやく家け令れい嬢じよう、フローラ・アシュレイと名を変え身分を隠かくして騎士団に入団（裏口入団）した。

　とある事件により、アレクとハロルドは彼女の正体が、秘された王女だと知ることになったのだが……

（二人の態度がよそよそしくならなくて何よりだわ）

　正体がバレる前と変わらぬやりとりが、オフィにとってはただ嬉うれしい。

　オフィは先ほどアレクに小突かれた額に、そっと手を添そえる。

（……本当に、よかった）

　救国の英雄シギスマンドの生まれ変わりで、その上レーヌグランの姫だと判明したからといって、態度を改める気はない。そう言ったアレクが、発言を実じつ践せんしていることに密ひそかに安あん堵どする。

　他ならないアレクに畏かしこまられるのを想像すると……なぜか寂さびしいと感じるので。

「揃ったところで、わたくしの用件を伝えるわね」

　ハロルドの横にオフィは腰を下ろし、アレクは椅子の後ろに立ってセラフィーネの話を待つ。

「ソラール帝てい国こくから、例年どおり建国記念式典への招待状が届いたわ」

　──西大陸の南の覇は者しや、ソラール帝国。

　太陽の光に恵めぐまれた国であることとは別に、大陸の南に広大すぎる領土を有す。古い昔から華はな々ばなしい芸術や文化に花を咲さかせ、栄えい華がを極めたことから『太陽の没ぼつすることなき帝国』とも称しようされる。

　そのソラール帝国とレーヌグラン王国は南で国境を接し、昔から何かにつけて争ってきた間あいだ柄がらだ。

　交易のある現在でさえ、最前線の国境では小こ競ぜり合あいが挨あい拶さつ代わりとなっている。

「もうそんな時期か～……あ。もしかしてセラフィーネ、アレクを……」

　何か勘かんづいた様子のハロルドに、セラフィーネは「ご明察よ」と返す。

「同行する護衛は《セント・クロワ》総隊長のオースティン。あとは一番隊から数名と、せっかくだから『白銀の騎士』を連れて行くわ。それから王族公爵令息のハロルドと、女性騎士であるオフィもね」

「『白銀の騎士』……？」

　聞き覚えのない異い称しようにオフィが首を傾かしげると、セラフィーネが説明してくれる。

「国境警備隊時代、アレクシオはソラール帝国陣じん営えいから畏い怖ふの念を込めてそう呼ばれていたのよ。他にも、『戦場の真昼に昇のぼる白い月』とか、『視線が刃の副隊長』とか。あら、最後はレーヌグラン陣営から呼ばれていたものだったかしら？」

「なぜ殿下は私の異名についてやけに詳くわしいのですか!?」

「交こう渉しよう相手の情報収集は基本。情報は守れば不敗の基き盤ばん、得れば勝利の切り札よ」

　女め神がみのごとき絶世の美女が、戦術の心得を当然のように口にすると妙みような凄すご味みがある。

「オレは、兄ちゃんの外交デビューにすんのかと思ったけどな～」

「それはわたくしも考えたけれど……」

　二カ月前に起こった、現オルタンシア公爵でハロルドの実じつ兄けいフェルディナント・クロフォードが、セラフィーネに凶きよう刃じんを向けた事件。

　動機だった彼の父の死の真相や、オフィの『浄じよう化かの力』を伏せるため、事件は公にされなかった。ところがしばしのちにフェルディナント（とハロルド）は、王位継けい承しよう権けんの放ほう棄きを表明した。

　そしてひと月ほど前にフェルディナントは外交官に着任し、今は宮殿に常じよう駐ちゆうしている。

　秀しゆう麗れいな顔立ちで紳しん士し的てきな物もの腰ごしのフェルディナントは、かなり優秀な人材らしい。

「フェルディナントは八カ月前のソラール帝国第一皇子妃ひの葬そう儀ぎに、わたくしの名代で参列させたばかりだし、王代理になってからはわたくしが毎年出席しているのだもの。今回もわたくしが行くわ」

「あ～、そういや前にそんなこともあったっけな～」

　思い出したように、ハロルドはうんうんとうなずいた。

「能天気が若じやつ干かん一名いることだし、ソラール帝国の内情を簡単に整理しておくわ」

「セラフィーネさん、能天気ってもしかしなくてもオレのこと？」

「現皇こう帝ていは隠いん居きよ状態で、国政を実質的に担になうのは実子である二人の皇子よ」

　ハロルドを完全無視して、セラフィーネは話を進める。

「密みつ偵ていの報告では、第一皇子の正せい妃ひは賊ぞくに殺害されたらしいわ。身み籠ごもっていた寵ちよう姫きの死により体調を崩くずした第一皇子はしばらく臥ふせり、今も全快はしていないそうよ。──よって第一皇子の前で、妻子にまつわる話題は避さけられているから」

「ならば、殿下がご出席される方が得策ですね」

　アレクの言うとおり、葬儀に参列していたフェルディナントでは避けようがないが……

「……そのような事件があったソラール帝国に、お姉様が自ら赴くのは危険では……」

　ただでさえ、良好には程遠い関係なのに。その身に何か起きはしないかと気き遣づかうオフィに、セラフィーネは「大丈夫よ」と微笑む。

「事件は終息したと聞いているわ。それにソラール帝国と今すぐどうこうなるほど、状況は切迫していない。でも手放しに楽しめるほど楽観視もできないから、警けい戒かいされない人数かつ牽けん制せい効果のある者を同行させるの」

　レーヌグラン最強のオースティン。ソラール帝国陣営に恐れられたアレク。

　対ソラール帝国においては、これ以上ない人選だ。

（ソラール帝国は……亡きお父様の祖国でもある）

　何事もなく建国記念式典が終わるよう、オフィはそっと祈いのる。

　窓の外に見えていた青い空はいつの間にか鉛なまり色いろに染まり、重たげな雲が垂たれ込めていた。
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　──空から伸びる階きざはしのような光の帯が、天上近くの高窓から差し込んでいる。

　左右に立ち並ぶ真ま白しろの列柱、同じ色の内ない陣じんの祭さい壇だん上には十字架。──片かた膝ひざをついているのは、教会のような場所だった。

「──主よ、あの──を止めたのが間ま違ちがいだったとは、今でも思っておりません」

　静せい謐ひつな空間に、惑まどいの色など感じられない言葉が反はん響きようする。

　けれど、ところどころが不ふ鮮せん明めいで、言葉の全容は判じない。

「ですが妻と出で逢あい、子を授さずかったわたしには、わかってしまう。

《──私は、──あなたに、──たかった》

　あの者が最さい期ごに──がどれほど尊いものか、それを得るためならば、何を犠ぎ牲せいにすることをも辞さない、その気持ちが」

　静かな声だった。

　それにひっそりと混ざるのは悲しみや懺ざん悔げに似た……痛み。

「些さ細さいで純じゆん粋すいなあの──を、わたしは砕くだいた。わたしを恨うらみ散った彼は──する。ならばその憎にくしみを受け止める責任が、わたしにはある」

　腰に佩はく剣をすらりと抜ぬき放はなつ。

　刃とそれを結ぶ胴部が黄こ金がね色いろに煌こう々こうと輝かがやくその剣を、胸の前でまっすぐ掲げた。

「偉い大だいなる主に乞こいます。主の忠実な信徒として、命ある限りわたしは人々を──続ける。自らの刻ときすべての信しん仰こうと献けん身しんを対価に──この命尽つきたそのときは──に邂かい逅こうさせ給え」

　差し込む光の帯が消えた途と端たん、星が爆ばく発はつしたかのような鮮せん烈れつな光の雫しずくが落ちる。

　祈りは聞き届けたと、天が応えるかのように。

「生まれ──が、──い子であるといい。──次こそわたしは────」




『……嬢、お嬢』

　耳に入ってきたのは、少年のように高い声だ。

　オフィはゆっくりと瞼まぶたを持ち上げた。

　目の前にいたのは丸っこくて、真っ白でふわふわぽよぽよの可愛かわいい小鳥。

　その中身は神話に登場する邪じや竜りゆう──ネージュだ。小さなくちばしでカーテンをくわえて、器用に開ける。

　ここは昨晩泊とまった宿の部屋だった。自分は夢を見ていたようだと、オフィは理解する。

『朝だぜ、そろそろ起きろー』

「起こしてくれてありがとう、ネージュ」

　言いながらオフィは、両手を握にぎったり開いたりの動作を繰り返す。

　──手にした剣の重量感や途と切ぎれ途と切ぎれの台詞が、妙に臨場感のある夢。

　禍まが々まがしさを帯びたネージュの魂たましいが憑ひよう依いしていた、従兄のフェルディナントを救うために、救国の英えい雄ゆうシギスマンドが神から授かったという『浄じよう化かの力』を──彼かの騎士の生まれ変わりであるオフィが、己おのれの意思で初めて行使した事件のあとから、たまに見るようになったのだ。

　だがその夢を見る間かん隔かくは、短くなっているように思う。

（最初は風景も話もぼやけてたのに……見るたびにはっきりしてきてる）

　力を使ったことに関係があるのか──因果関係は今のところ不明だ。

　よってオフィはただの夢、と割り切るようにしている。気を揉んだところでどうにもならないのだからと。

（まずわたしは、今日これからについて集中しなくちゃ）

　建国記念式典に出席するために、王都から整備された交易街かい道どうを通って国境へと南下し、そこからまた街道をひたすら進み──レーヌグランを発たつことおよそ三週間。昨日やっと、ソラール帝国皇都の一つ手前の街に到とう着ちやくしたのだ。

　式典を十日後に控え、今日、レーヌグラン一行はいよいよ宮殿入りする。

「さっ、気合いを入れないとね！」

　勢いよく寝しん台だいを下りたオフィは、慣れた手つきで騎士の身み支じ度たくを整え始めた。
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　黒くろ漆うるしで塗ぬりあげたような門をくぐると、広がるのは伝統的な褐かつ色しよくの屋根瓦がわらの街並み。中央部にある大聖堂を通り過ぎたその先が、皇帝の居城だ。

　幾いく本も備わる塔とうが印象的なソラール帝国の荘そう厳ごんな宮殿は、大帝国の権勢を具現し、難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいとしての威い容ようを誇る。

　レーヌグランの宮殿が、見る者を魅み了りようする繊せん細さいな美しさだとすれば。

　ソラール帝国のそれは、見る者を圧あつ倒とうする力強い美しさだと言えるだろう。

「レーヌグラン王国第一王女、セラフィーネ・ライザ・レーヌグラン殿下、ご来訪！」

　賓ひん客かくの到着が告げられた瞬間、宮殿内がざわつく。

　──大国レーヌグランの次代の女王。

　明めい敏びんな頭脳と、西大陸一と謳うたわれる神話的な美び貌ぼうを誇るセラフィーネに、視線という視線が集中する。

　まとわりつく視線にも、セラフィーネは微み塵じんも動じない。

　彼女は帝国を現す赤に、金糸の刺し繡しゆうが施ほどこされた絨じゆう毯たんを、ヒールもドレスの裾すそもものともせず優ゆう雅がに歩く。

（ああ、まさしく美の女神……国が変わってもお姉様の素す敵てきさは変わらないわ♡）

　お姉様大好きなオフィがうっとりしていると──

　前方から、青年が近づいてきた。

「お久しぶりです、セラフィーネ姫。黄金の薔ば薇らのごときあなたに再びお会いできましたこと、心より嬉しく思います」

　そう挨拶を述べたのは、ソラール帝国第二皇子のトリスタン・レオ・ソラールだ。

　髪は燃えるような赤毛で、明るい黄緑色の瞳は生き生きとしている印象を受けた。

　二十二歳の健康的な皇子はどこか親しみを持ってしまう、そんな気取らない雰ふん囲い気きの持ち主だ。

（上うわ背ぜいがあって、体格も良い。鍛きたえていそうだわ）

「ご無ぶ沙さ汰たしております。ご壮そう健けんそうで何よりですわ、トリスタン皇子。このたびは建国記念式典にお招きいただき、ありがとうございます」

　感謝の意を伝えたセラフィーネが微笑ほほえむと、トリスタンも表情をゆるめる。

　──『タイプで言うなら、第一皇子は知的な博士、第二皇子は潑はつ剌らつとした戦士かしらね』

　二人の皇子について、セラフィーネはそのように言い表していたが、トリスタンを見るとまさに言い得て妙だ。

　第一皇子エリーアスもきっとそうなのだろうと、オフィは想像イメージを膨ふくらませる。

「皆みな様さま、長旅でお疲つかれでしょう。まずはお部屋でごゆるりとお休みください」

　トリスタンのパンパンという拍手で現れた侍じ女じよが、「ご案内致いたします」と一礼した。




『お嬢、オイラそのへん空中散歩してくるな』

　窓からネージュを送り出したのち。

　迎げい賓ひん棟とうに運び込まれた荷物の荷解にほどきを済ませたオフィは、セラフィーネの部屋を訪ねた。

　そこにはアレクとハロルドの他に、《セント・クロワ》一番隊隊長兼総隊長のオースティン・ウィクリフが呼ばれていた。

「今回はトリスタン皇子だけだったわね」

「一年前の建国記念式典の折は両殿下揃っての出で迎むかえでしたからな。やはり体調が芳かんばしくないのやもしれません」

　セラフィーネに答えたのは、毎年護衛として同行しているオースティンだ。

　自慢の顎あご鬚ひげと、首の後ろで一つに結ゆわえた髪はほぼ灰色になっている。お爺じいさんと言われる年ねん齢れいだが、白い制服とマントを纏まとう身体からだには贅ぜい肉にくなど一切ついていない。なお、化け物と称されるその実力も衰おとろえ知らずという奇き跡せきの御仁だ。

　王国最強の座に君臨するオースティンは、虚弱だったオフィを鍛えてくれた剣の師。

　そして『王女と知られた際には即そく退団』という条件付きで、《セント・クロワ》に裏口入団させてくれた恩人である。

（まあ……隊長とクロフォード兄弟には正体バレちゃってるんだけど）

　三カ月前の事件現場にいたアレクたちは、オフィが第二王女だと知ることになった。

　その彼らが『何も見ず何も聞かなかった』ことにしてくれたので、オフィは今も退団せずに済んでいるのだ。

「それはいったん置いておいて、密偵からの最新の報告を知らせるわ」

　ここ二十年程ほどは、戦争と呼ぶ事態まで両国の関係は悪化していない。

　とはいえ戦争を繰り返してきた背景があるため、帝国内の情報を摑つかむための密偵は放たれている。それは帝国側も同じだろうが。

「事前の調査どおり、戦いくさの態勢を整える動きは見られないと」

「最前線でも、挨拶代わりの小競り合いが、ここ一年ほどは罵ば倒とうと摑み合いで済む日もあるとのことです」

　言ったのはアレクだ。

　彼は《セント・クロワ》五番隊の隊長になる前は、国境警備隊副隊長として最前線一筋で戦っていた。

　ちなみにアレクを隊長に叙じよ任にんしたのはセラフィーネだ。彼女は「断れば美女と毎週見合いさせる」と、美女嫌いのアレクを説とき伏ふせた（正しくは脅きよう迫はくした）のである。

「国境警備隊の砦とりでで、屈くつ強きようなお兄様たちにもみくちゃにされてると思いきや、ちゃっかり情報仕入れてたのな～」

「タダでむさ苦しい野や郎ろうどもにもみくちゃにされてたまるか」

「あなたの貞てい操そうと引ひき換かえに入手した情報と照らし合わせても、間違いなさそうね」

「……誤解を招く言い方はおやめください殿下」

　アレクのわずかに丸くなった背を、ハロルドがばしばし叩く。

「美女嫌いでもアレク、男が好きなわけじゃねえもんな～。何気に男にモテるけど」

「俺がいつ男にモテた！　お前まで誤解を招くことを言うな！」

「親友としてまずオレと～、あとうちの隊員も『恐こわいけど好き』的な～？」

　心外とばかりに嚙みついたアレクを、ハロルドは軽くいなす。

「儂も可愛く思っておるぞ」

「わたくしも臣下として買っていてよ」

「総隊長に殿下まで、悪ノリしないでいただきたいっ！」

　まったく、と溜ため息いきをつくアレクは、からかわれたとしか思っていないようだが……

（……本心だと思うけどなあ……）

　仏頂面で眼光鋭いアレクが、面めん倒どう見みが良く情に厚い男だと、知っている人は知っている。

　堕だ落らくしてしまった母親のせいで美女嫌いになったアレクは、初めこそオフィに嫌けん悪お感を抱いだいていたけれど。

　外見よりもきちんと中身を見て、従騎士として、人間としてオフィを認めてくれた。

　そんなアレクをオフィは尊敬しているし、信しん頼らいを寄せている。家族以外で、誰だれよりも。

（ってなんで顔が熱く……！　上官が良いい人すぎると困るわ！）

　誰に咎とがめられたわけでもないのに、オフィは自分で自分に言い訳をしてしまう。

　──ここのところ、アレクが絡むと頻ひん繁ぱんに落ち着かない気持ちがやってくる。

　発熱したように頰ほおが熱くなったり、胸がどきどきしたり。

　アレクにだけ湧わき起おこるこの現象に、どう対処すればいいのかオフィにはわからなくて、扱あつかいに困ってしまう。

「ひとまず話はこれくらいにしましょう。今日は外出するつもりはないから、護衛はフローラに任せるわ。殿との方がたは部屋に戻もどってくれて結構よ」

　長旅の疲れを考こう慮りよして、明後日あさつての夜会まで正式な予定を入れていない。

　あいた時間をセラフィーネが休息や身体の手入れにあてるのは、誰でもわかること。同性であるオフィが残されるのは自然な流れだ。

「承知しました、セラフィーネ王女殿下。扉の前に護衛を二人付けますので、何かありましたらすぐにお呼びください」

　オースティンに続いてアレクとハロルドが部屋から出ていくと、控えていた侍女が扉の鍵かぎをかけた。

「こちらにお座りなさいな」

「恐れ入ります。長旅お疲つかれ様さまでした、セラフィーネ殿下」

「わたくしは平気よ。……あなたこそ疲れていない？」

「体力はありますから。ご心配いただきありがとうございます」

　テーブルセットは扉から離はなれた場所に置かれている。大声を出さなければ、外に会話は聞こえない。

　オフィとセラフィーネは主君と臣下の関係を、姉と妹のものへ変えた。

　念のため、声量は内ない緒しよ話ばなしをする程度にしておく。

「さっそくだけれど、手をこちらに出してもらえるかしら？」

（本当にさっそくだわ……）

　国外であろうと関係なく、セラフィーネによる美の査定は断行されるらしい。

　妙な緊張感いっぱいのオフィが、両手をセラフィーネに預ける。

　姉は妹の爪つめから顔、髪の毛先に至るまで、それはもう真しん剣けんに目視、あるいは触れて確かく認にんしていく。

「旅をすればどうしても荒あれてしまうけれど、これくらいなら問題なさそうね」

「イヴが人目につかないように、こっそりお手入れしてくれたおかげです」

「恐縮です姫様」

　お茶を注いだティーカップを置いて、イヴが頭を下げる。

　彼女は離り宮きゆうで働くオフィ付きの侍女だ。烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪とアイスブルーの瞳を備え、基本的に無表情だが綺き麗れいな顔立ちをしている。二十代前半と年若いが、いつ何時も冷静沈ちん着ちやくだった。

　もう十年以上仕えてくれていて、オフィの好みをオフィ以上に把は握あくしており、とても頼たよりになる存在である。

（同行しているもう一人の侍女も、お姉様の離宮で長年従事する古株だし……）

　二人は、第二王女の顔を知るごく一部の人間だ。オフィに優やさしいこの人選は言うまでもなく、セラフィーネの配はい慮りよによるもの。お姉様、今度何かお礼しますね。

「姫様に生しよう涯がいお仕えするのが侍女である私の本ほん懐かい。それに私にとって、人目につかぬよう窓や天てん井じよう裏うらを伝って部屋に侵しん入にゆうするなど造作なきことですから」

　頼りになる侍女だが、たまに不ふ穏おんな台詞が混じるのが玉にキズだ。

「あなたはオフィが未開の地に赴くとなったら、ついて行くのでしょうね」

「無論ですセラフィーネ様。未開の地だろうと人外魔ま境きようだろうと、私は姫様について参ります」

「うん、わたしはまず未開の地に行くことはないけどね」

　というか人外魔境って……竜ネージユのお仲間とかがいるのかしら？　それならちょっと行ってみたい。

「相変わらずの忠義心ね。期待しているわ」

「恐れ入ります。滞たい在ざい中も、誠心誠意お仕えしたく存じます」

　恭うやうやしく礼をするイヴの横で、オフィも前のめりになる。

「わたしもお姉様をお守りするために、全力でがんばりますから！」

「気持ちは嬉しいけれどオフィ、そんなに神経を張りつめていなくてもいいのよ」

　ただし、とセラフィーネは場を引ひき締しめるように続けた。

「用心を忘れてはならないわね。どう転んでもおかしくはない場所なのだから」
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　あくる日の遅おそい朝。

　アレクとオフィ、そしてネージュは、ソラール帝てい国こくの宮きゆう殿でんからほど近い城下町に下りてきた。

『せっかくだもの、街の様子を偵てい察さつしてきてちょうだい』

　セラフィーネがアレクを指名したのは、ソラール帝国に比ひ較かく的てき土と地ち勘かんがあるからだ。

　オフィも一いつ緒しよというのは、「女連れの方が周囲に警けい戒かいされないわね」という理由からである。

『ちょっといいとこの若君と、お嬢じようさんのデートって感じで行ってこい☆』

　親指を立て、やけにテンションの高いハロルドに、アレクは適当に相あい槌づちを打っておいた。たとえがよくわからないと、思ったことを伝えたら面めん倒どうくさそうだったので。

　まず詰つめ襟えりの白い制服は目立つし、《セント・クロワ》所属の騎き士しだと一目でバレる。

　そこで二人とも、持参の小こ奇ぎ麗れいな私服だ。外見はハロルドの言う、育ちのいい男女に見える。

　事実、伯はく爵しやく家けの次男と、一国の姫ひめ君ぎみなのだが。

『つーかあの姉ちゃん、自分が行きたそうだったなぁ』

「でもお姉様にお忍しのびは無理だもの。変装したとしても、美の女め神がみの化け身しんたるお姉様の麗うるわしさと気品は隠かくしきれないから、すぐに高貴な身分だってわかるわ！」

　肩かたにのるネージュに答えるオフィの瞳ひとみが、異様に滾たぎっている。

（相変わらず、姉上大好きだなこいつは）

　姉も姉で、日ひ除よけの帽ぼう子しを妹に手ずからかぶせたりと、どっちもどっちだが。

　険悪よりマシか、と胸の中で片付けたアレクは、気を取り直して帝てい都との様子を見て歩く。

　舗ほ石せきを細かく敷しきつめた大通りには、燦さん々さんとした太陽の光を受けて育った、艶つやめいた果実や作物、装そう飾しよく品ひんの店までがずらっと軒のきを連ねている。

　広い路みちのはずが、商人や買い物客でごった返しているせいで、石いし畳だたみがほぼ見えない。

（いつ来てもすごいな）

　賑にぎわいを通とおり越こしてお祭まつり騒さわぎである。

　情熱的で行動力に溢あふれた民族のソラール人は、お祭りフイエスタ好きの国民性だ。彼かれらはどんなときでも楽しむことと、葡ぶ萄どう酒しゆと踊おどることを忘れない。

（活気のある空気、生き生きとした国民の表情……やはり戦いくさの気配はないな）

　戦いを前にすると、どれだけ隠したところで独特の殺さつ伐ばつとした空気や、人々の不安が多少なりとも露ろ出しゆつするものだ。

　情報によれば、宮殿に運び込まれる食しよく糧りようや備び蓄ちく品の種類も量も、戦争を意識したものというより、賓ひん客かくをもてなすためと判断できるものだった。

「そういえば隊長、ここでも眼鏡なんですね。もしや変装を兼かねて？」

「変装？　俺おれがする必要あるか？」

「だって隊長、『白銀の騎士』って呼ばれてたんじゃ……？」

　そういうことか。アレクに隣となりを歩くオフィの質問の意図が読めた。

「たしかに俺はレーヌグランより、ソラール帝国で異名が知られている。だが宮殿内はさておき、街の一いつ般ぱん人じんに異名と顔が知られるほどの有名人ではない」

「じゃあ眼鏡は従来どおり、その眼光で一いつ般ぱん市民を怯おびえさせないためですね」

　まあな、とアレクはわずかにずれた眼鏡を人差し指で持ち上げる。

「そういうお前こそ、今いま更さらだが変装しなくてよかったのか？」

「わたしですか？」

「お前は父親似なんだろう？」

　今度はオフィが納なつ得とくする番だった。

　セラフィーネの実じつ妹まいだけあり、オフィは齢よわい十六にして、アレクが吐はき気けをもよおしたほどの突つき抜ぬけた美人だ。

　しかし、姉し妹まいはあまり似ていない。

　オフィの美び貌ぼうと、元は赤毛で現在は赤みがかったストロベリー・金髪ブロンドと大きなエメラルドの瞳は、レーヌグラン現女王の夫──今は亡なき王配譲ゆずりだ。その王配はソラール帝国の第四皇子だった。

　婿むこ養よう子しなのでレーヌグランでこそほとんど顔は知られていないが、ここは出身国だ。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしはお父様似らしいですが、そっくりではないので」

「宮殿には、王配殿でん下かのご尊顔を知っている者もいるだろ」

「お父様は二十年前の婿入り後帰国していませんから、皇子たちは会ったことがありません。現皇こう帝てい陛下を含ふくめ他の兄君も宮殿を離はなれているそうですし。末の皇子だったお父様はもともと、ソラール帝国でもそれほど知られていなかったそうなので」

「妙みように詳くわしいな」

「出国前にお姉様が教えてくれました」

（なら大丈夫か……）

　セラフィーネの情報収集能力にアレクは改めて感心する。殿下が敵国の軍師だったら、正せい攻こう法ほうでは勝たせてもらえないだろうな。

「隊長はソラール帝国に、何度か来たことあるって言ってましたよね」

「国境にいた頃ころ、密みつ偵ていとの情報交こう換かんや偵察目的でな」

「わたしは異国自体初めてで。仕事でも、街を見て回れて嬉うれしいです」

「それでさっきから、遊びに行きたくて仕方ない子供みたいにそわそわしているのか」

「だって同じ城下町でも、目に入ってくる色合いが全然違ちがうんですもの！」

　灼しやく熱ねつの国、ソラール帝国の陽ひ射ざしはどぎつい。果実一つとっても鮮あざやかで、色の輪りん郭かくがはっきりしている。

　レーヌグランの、どちらかと言えば淡あわい色しき彩さいに慣れた者には、その鮮せん烈れつさは新しん鮮せんだろう。

（異国が初めてならなおさらだろうな。……ひょっとして、殿下は）

　アレクの頭をかすめたのは、セラフィーネが今回の外交に、オフィを同行させたわけ。

　フェルディナントのため、能動的に『浄じよう化かの力』を使ったオフィは生命力を消しよう耗もうして、行使直後に気絶した。

　けれど長年の鍛たん錬れんで基き礎そ体力が向上したおかげだろう。オフィは無意識下で力を行使した幼少期のように虚きよ弱じやく体質になることもなく、このとおり元気いっぱいだ。

（虚弱体質だった頃のこいつを知る殿下はきっと、そのことを誰だれよりも喜んでいる）

　虚弱になった理由を秘するために、『秘密の姫君』となったオフィ。

　そして姫君は大切な人──セラフィーネを守るために騎士を志し、そのまま秘された存在として生きることを選んだ。

（公おおやけの場であいつは、『オフィーリア』と本当の名で呼ばれることはない。──だが）

　世間では死亡説すら飛とび交かうほど好き勝手に噂うわさされていようと、秘密の存在であろうと。オフィは架か空くうの人物とは違う。

　妹の生き生きとした姿を、姉であるセラフィーネは目まの当あたりにしているのだ。

　その上昔とは違い、今のオフィは自分の足でどこへでも行ける。

　──秘密の姫君といっても閉じ込めるのではなく、少しでも外の世界を見せてやりたい。

　女性騎士という建前の裏で、セラフィーネはオフィに対して、そんなふうに思ったのかもしれない。

（推測だが、おそらく外れてはいない。……互たがいを大事に想おもい合う姉妹だからな）

「まあ俺が偵察すれば問題ない。お前は横で、買い物を楽しむお嬢さんをしてろ」

「それなら自然体でいけます！」

　……眼前を占しめる異国の喧けん騒そうに興奮しているオフィは、姉の想いに気づいてなさそうだが。

「ただし勝手にふらふらするなよ。寄りたいところがあれば必ず言え」

　目がきらっきらしているオフィに一応釘くぎを刺せば、生きのいい敬礼が返ってくる。

「はい、隊長！」

「……ここで隊長は目立つからやめろ」

「じゃあお兄様とか？」

「似てなさすぎて逆に怪あやしいだろう。アレクシオとでも呼べ、それが一番自然だ」

「な、名前で呼ぶんですかっ!?」

　突とつ如じよとしてオフィの声が裏返る。

　帽子のつばで影かげの落ちた顔に、朱しゆがさしたようにアレクには見えた。

（強い陽射しにあてられたのか？）

　どこか店に入って涼すずむべきか、と考えるアレクの上着の袖そでを、オフィが控ひかえめに引く。

「じゃ、じゃあ……ア、アレクシオさん、でもいいですか？」

「なぜ『さん』を付ける!?」

　耳慣れない敬けい称しように、アレクは脊せき髄ずい反射のごとき速さでつっこんでしまった。

「な、なぜと言われても。えーと、……なんとなく？」

（なんだそのぼやけまくった理由は！）

　──ハルや総隊長は呼び捨てのくせに。

　面おも白しろくない。頭をよぎった考えに、アレクは首を捻ひねる。面白くないってなんだ。

（こいつにとってハルは従兄いとこで、総隊長は祖父みたいなものだ）

　身内のような存在と、他人であるアレクの扱あつかいが違うのは当たり前。何を対たい抗こう心めいたものを感じているのか。

「……まあいい。お前の好きに呼べ」

　無意識に普ふ段だんより低くなった声でアレクが承しよう諾だくすると、オフィは首を上下させた。

「ありがとうございます。じゃあ、行きましょう」

　うつむいてしまって表情は窺うかがえないが、オフィの声こわ音ねはやわらかい。

　親しみの込められたその声に、アレクの背はどうにもこそばゆくなる。

（……決して、嫌いやではないが）

　むしろ初めての異国に目を輝かがやかせているオフィを眺ながめるのは、アレクも楽しい。

　──楽しんでいるのか、俺は。

　オフィとの時間を。話題を無理やり探したり、沈ちん黙もくが気まずいと感じることなく。

　美女嫌いという性質と、騎士という武骨な職業を持つアレクにとっては、奇き跡せきに近い事態だった。

（このじゃじゃ馬は……馬ば鹿かがつくほどまっすぐでひたむきな、可愛かわいい妹分だからな）

　──その妹分に、他た人にん行ぎよう儀ぎに扱われたことが水みず臭くさく感じた。

　面白くないことへの理由を探していたアレクは、納得するためのもっともらしい理由を見つけ、我知らず胸を撫なで下おろしたのだった。




（め、めちゃくちゃ緊きん張ちようしたわ……！）

　柱の上部に布を張り、陽射しを遮さえぎったその下に長テーブルや椅い子すを設置した、小さな休きゆう憩けい所じよ。

　露ろ店てんで何かを注文するアレクを待つオフィは、激しい動どう悸きと戦っていた。

（名前を呼ぶのって、こんなに心音が速まる大ごとだったかしら）

　アレクに名前で呼べと言われて、声がひっくり返るほど焦あせった。

　常に「隊長」呼びの上官を呼び捨てにするのは慣れないというのもあるが、それだけではない。

（オースティンやハロルドを呼ぶのは、なんともないのに）

　なぜか「アレクシオ」と呼ぶのは照れくさく、非常に恥はずかしかった。

　口にしたら恥ずかしさのあまりこの場から逃にげ出だしかねないと思い、オフィはぎりぎり踏ふみとどまれる「アレクシオさん」呼びを捻り出したが、それでも頰ほおは熱を帯びる。

（わけがわからない……ああもう、素す振ぶりでもして頭をからっぽにしたい……）

　王女として以前にまず女として、現実逃とう避ひの仕方を間ま違ちがえているオフィの目に、白い物体がぬっと映る。

『どしたお嬢？　顔赤くねぇか？』

「ネージュ！　えっと、ほらっ、ソラール帝国ってレーヌグランより暑いから！」

「やっぱり、陽射しにあてられていたのか」

「ぎゃあ!?」

　後ろから割り込まれた低い声に驚おどろいたオフィは、濁だく点てん混じりで叫さけんでしまった。

「……俺は幽ゆう霊れいか何かか」

「だ、だって、たい……アレ、クシオさんがいきなり現れるから」

　ああ、名前がつっかえる！　アレクシオさんアレクシオさん、よしっ次こそは。

「俺は別に気配を殺していないぞ。……お前、めまいはないか？　吐き気は？」

　アレクはどうやら、オフィが体調を崩くずしたと勘かん違ちがいしているようだ。

（……ぶっきらぼうだけど、優やさしいのよね）

　なんだかんだで良いい人のアレクに、余計な心配をさせてしまったのが申し訳ない。

　オフィは「大丈夫です！」と、元気な声と表情を作る。時を移さずに、弾はずむようなざわめきが耳に入ってきた。

〈ねえ見て。あそこにいる銀ぎん髪ぱつの人、格好いい〉

〈眼鏡の？　ほんとだ、背も高くて素す敵てき！〉

　──銀髪に眼鏡って、隊長のことよね？

　声の聞こえてきた方に顔を向けると、年頃の乙おと女め二人組がアレクに熱心な視線を送っている。ソラール語で会話しているので地元の人間だろう。

　往来を行き交う女性たちの中にも、アレクを覗のぞき見る人がちらほらいた。

（隊長は普ふ通つうにというか普通以上に、格好いいものね）

　眉み間けんに皺しわが寄っていても、アレクはれっきとした美形だ。白の詰襟の制服と、翻ひるがえるマントをさらりと着こなす長身体たい軀くは、同性でも見とれるもの。

　眼鏡によって、普段の眼光の鋭するどさと威い圧あつ感はなりを潜ひそめている。

　おまけに今日のアレクはほどよく上品な格好だ。乙女たちの目を奪うばっても不思議はない。

「──やはり痛むな」

　と、アレクがおもむろに眼鏡を外す。

　一度鼻の頭を指で揉もむと、アレクはそのまま視線を上に向けた。──睨にらむような迫はく力りよく満点の一いち瞥べつに、気もそぞろな乙女たちが一いつ斉せいに身を竦すくめたのが見て取れる。

　十を数える頃には、遠巻きに見ていた乙女たちの影は完全に消えてしまっていた。

「…………眉間にくっきりと皺が寄っておりますが」

「普段は眼鏡をかけていないからな、長い時間かけていると鼻の頭が痛む」

　そのせいで目つきがより凶きよう悪あくになったのか、とオフィはぼんやり思う。

「さっき女性たちが、アレクシオさんを格好いいって噂してましたよ」

「俺と目が合った途と端たん、身を竦めて散開したけどな」

「騎士さえ怯ひるむ眼光を直じかに受けたら、普通の神経の女性は逃げます」

　果か敢かんに挑いどんできたとしても、次に美女嫌いが立ちはだかる。乗り越えるべき障害は多い。

「──そういえば隊長って美女嫌いなのに、綺き麗れいな女性を見かけても、割と平然としてません？」

「褒ほめるようで癪しやくだが、俺の性質の元げん凶きようである母は結構な器量の持ち主だったからな」

　アレクの父親である伯爵が病死し、長男が家か督とくを継けい承しようするまでの間、伯爵代理となった母親。彼女は伯爵家当主の権限を手にすると、私利私欲に走った。

　幼いアレクの心を深く傷つけた母親の堕だ落らくの一いつ端たんに、衰おとろえ知らずの美貌で若い男性を誑たぶらかし、愛人として囲っていたというものがある。

「鳥とり肌はだはまだしも吐き気をもよおすことはそうない。たとえ反応しても美女嫌い歴十八年ともなれば、よほどの相手でなければ集中力で表立たないようにできる」

「顔が良くて地位もあるだけに、眼光と威圧感と性質の残念感が浮うき彫ぼりになりますねぇ」

「心の底から気の毒そうに溜ため息いきをつくな阿あ呆ほう」

　すげない態度を取るアレクだが、彼はそのあとぽつりと。

「……中身がお前みたいだったら、どんな容姿でも問題ないんだがな」

　────っ、なんで衒てらいなくそういうことを言うかなこの人はっ！

　勝手に上気する顔を見られたくなくて、オフィは帽子のつばをぐっと下げた。

　アレクはときおり、こちらを大いに動どう揺ようさせる台詞せりふを飛ばしてくる。本人が素のままの様子なだけに、とてもタチが悪い。

（なぜかしら、無む性しように隊長をなじりたくなったわ）

　怒いかりに似ているが微び妙みように違う、高ぶった感情がなんなのかは定さだかでなかった。

　もっとも、このままではいたたまれなくなる一方だ。本能的にそう判断したオフィは、話題を変える。

「と、ところで何を買ってきたんですか？」

『さっきからなんか甘あまい匂においしてんだよな～』

　オフィの左肩で休んでいたネージュが、卓たく上じように置かれている紙かみ袋ぶくろへと飛んでいく。

「そろそろ小腹が空いたかと思ってな。チュロという揚あげ菓が子しなんだが、食べたことは？」

「ないです！」

「ならちょうどいい。このクリームは付け合わせな。あと柑かん橘きつ水すいだ、水分補給もしっかりしておけよ」

　これぞ世話焼き女によう房ぼう的な気配り……！

　女として何か敗北した気がしながらも、オフィは貰もらった揚げ菓子をしっかり食べる。

（わ……パンに似てるけど、もっと弾だん力りよくがあるわ）

　ソラール帝国では定番だという揚げ菓子、チュロの形はまっすぐだ。ほどよい硬かたさがあり、油と、ふりかけた砂糖が相まって、なかなか食べごたえがある。

「おいしいです！　手で持って気軽に食べられるのがいいですね」

「お前の言うようにそこが便利でな。偵察の供には最適だった」

（偵察のお供にするのは、あなたくらいだと思うけど……）

　だてにレーヌグラン王都中の菓子屋すべてを把は握あくし、任務で訪おとずれた地の菓子屋チェックを怠おこたらないだけのことはある。

　呆あきれるべきなのか感心すべきなのかと、オフィはわりかし悩なやむ。

『お嬢、銀髪、それってうめえのか？』

　ネージュの指す銀髪とは、言わずもがなアレクのこと。

　アレクの名前はちゃんと教えたのだが、わかりやすいからと安直な渾あだ名なが採用されてしまったのだ。

　そのためアレクも、ネージュを「ちまいの」呼びである。

「うまいが……ちまいの、お前の見た目は小鳥なんだ。外では大声で喋しやべるなよ」

『こんなやかましい中じゃ、誰も聞いてないぜぃ』

　オフィたちがいる休憩所は、往来の傍そばにある。

　そのため威い勢せいの良い客引きの声や、買い物客らのざわめきが近く、とても賑やかだ。

『もし聞かれても、この躰からだが小鳥なら喋っててもそう不思議に思わねぇさ。鳥に人語を仕し込こむのは飼い主のサガ、ってやつだもんな』

　飼い主あるある事情を、ネージュはどこで学んだのかしら。

『あーあ、オイラもお嬢たちみたいに食えたらいいのになぁ』

「そうね。ネージュも一緒に食べられたら楽しいのに」

　ネージュによると、幻げん獣じゆうは食物を摂せつ取しゆしないらしい。物語に出てくるように、動物や人間を捕ほ食しよくする者もいたらしいが、それは突とつ然ぜん変異を起こした個体の話だという。

　幻獣は基本的に、大気中や植物、風や水などに豊富に宿る魔ま法ほう的な力を、呼吸の要領で取り込むだけで活動できたらしいのだ。

　その力が希き薄はくになったため、幻獣の大多数が数百年前にいなくなってしまったのだとか。

「ちまいのへの疑問は挙げ出すとキリがない。俺の中では全部、『そこは摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在だから』で片付けているんだが」

　お手本のような魔法の言葉だが、投げやりの感がだいぶ強い。

「この時代で、ちまいのはどうやって生きているんだ？」

『魔法的な力は完全に枯こ渇かつしたわけじゃねぇの。そりゃ昔とは比べもんになんねぇけど、躰が劇的にちっこくなった今のオイラは、ほんのちょっとの量さえあれば十分なのさ』

（たしかに竜りゆうと小鳥じゃ、体積が天と地ほども違うものね）

　付け合わせのクリームをのせて糖度を更に追加したチュロを頰ほお張ばりつつ、オフィはそうかそうかと得心する。

「フローラ、クリームついてるぞ」

「えっ、どこですか？」

　ここ、と自らの口元に指をあてがうアレクの指示に従い、オフィは自分の指を動かす。

「取れました？」

「……全然」

　ふうっと息をついたアレクが、向かいからおもむろに手を伸のばしてくる。

（──何？）

　頭が事態を整理するより先に、唇くちびるのきわどいところを硬い指がなぞった。

　それはつまり、アレクがオフィの口元に触さわったわけで──

　オフィの頭がぼんっと沸ふつ騰とうした。

「あ、あのっ、な、何を……！」

「俺が取った方が早いだろう」

　狼ろう狽ばいするオフィに反して、アレクの仏ぶつ頂ちよう面づらは小こ揺ゆるぎもしない。

　その上さらに、アレクはぬぐったクリームをぺろりと、

（舐なめたっ、流れるようにっ、この人さらっと舐めた────っ！）
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　何これ他人のいちゃつく現場を目もく撃げきした並みに恥ずかしい。そもそもなんでわたしが恥ずかしがってるの普通は逆じゃない!?

　正式入団を認められて記章を授じゆ与よされた頃から、アレクのオフィへの態度の軟なん化か──たとえば膝ひざ枕まくらとか──は顕けん著ちよだ。

　アレクの中でオフィの位置づけは、当初の「視界に入れるのも耐たえがたい天敵」から、「お転てん婆ばな妹分」くらいに昇しよう格かくしているのだと思う。

　きっと兄が妹の世話を焼くのと同じ感覚で、他意はない。

　だからこそアレクは、こんな小こ憎にくらしいまでに平然としていられるのだ。

（だからって心臓に悪いわ、こっちは花ざかりの乙女なのに。あーもー心臓うるさい！　なんでわたしがどきどきしないといけないの！）

『お嬢大丈夫か？　顔が赤むぐっ』

　皆みなまで言わせずオフィはネージュの口元を片手でふさぐ。お願いだから実じつ況きようしないで！

「な、なんでもないのよネージュ！」

　わかった？　と至近距きよ離りで言い含めると、ネージュがこくこくとうなずく。

　それを見届けてから、ようやくオフィはネージュから手をどかした。

『ぷはっ！　ならいいけどよ……ん？』

「ネージュ？　ごめんね、痛かった？」

　勢い余って力を入れすぎたかと心配するオフィを、ネージュはじぃっと見る。

『お嬢、オイラの羽引っ張ったか？』

「わたし？　引っ張ってないけど」

『銀髪は？』

「不条理なことに、俺はお前に触さわれないからな」

　竜の魂たましいが宿る、真っ白でふわふわぽよぽよの丸い躰。

　幻獣は実体のある自然のような存在だ。人が風を捉とらえることができないように、人は幻獣に触れられない。そして風が人を切れるように、幻獣は人に触れる。

　端たん的てきに言えば、ネージュはあらゆるものに干かん渉しようできるが、干渉されることはない。常人が手を伸ばしても、その肢し体たいをすり抜けてしまうのだ。

（ネージュに触れるのは、シギスマンドから受け継いだ聖なる『浄化の力』が使える、わたしくらいだものね）

『だよなぁ、なんだろ』

「どうかしたの？」

『なんかこの国に来てから、時々羽を引っ張られる感じがすんだけど……』

　やっぱ気のせいか。自己完結したらしいネージュは水から上がった鳥のように、総身をぶるりと一度震ふるわせた。
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　街での偵察を終えたオフィたちは、その日の夕方前には宮殿に戻もどった。

　制服に着き替がえてから、二人揃そろってセラフィーネに報告に行くと……

「あら、二人とも戻ったのね」

　セラフィーネは髪かみを結ゆい上あげ、袖に扇おうぎ形がたのラッフルが付いた藤ふじ色いろのドレスを着ていた。

　アクセサリーは金の細工だけ。どれも特別凝こった形ではなかったが、セラフィーネの美しさをいっそう目だたせていた。──しかし部屋でくつろぐための装よそおいではない。

　気づいたアレクが問いかける。

「殿下、何か予定が入ったのですか？」

「エリーアス皇子から先触れが届いたの」

　セラフィーネが見せた手紙には、昨日出で迎むかえができなかったお詫わびと、お茶をご一緒しませんかという内容が綴つづられていた。

「ではこの誘さそいを受けられたのですね？」

「ええ。招待客はわたくし一人の個人的なものだから、護衛はせいぜい二人まで。だから『これでも王族公こう爵しやく令息』のハロルドを同席させるつもりよ」

「これでもってひどくね？　ま、兄ちゃんと違って、らしくはないけどな～」

　壁かべにもたれかかるハロルドは否定するどころか、認めてしまっている。

　事実として、王族公爵令息らしさが欠片かけらも感じられないので、なんとも擁よう護ごしようがない。

「つーかセラフィーネ、そろそろ案内人が来る時間だぜ～」

「そうね、報告は後で聞くわ。帰って早々だけれどアレクシオ、あなたはお茶会が終わるまで、他の騎士たちと一緒に別室で待機していてちょうだい」

「御ぎよ意いにございます」

「それから、オフィも同席してもらうわ」

「えっ、わたしですか？」

　呼ばれると思っていなかったオフィは面めん喰くらった。

　一緒にお茶を飲むことはないにせよ。《セント・クロワ》の隊長格ならともかく、男だん爵しやく家け令れい嬢じよう設定の従騎士風ふ情ぜいが、その場にいていいのだろうか。

「あなたは唯ゆい一いつの女性騎士、いても不自然ではないわ。あと向こうの護衛は殿との方がたばかりでしょうから、あなたの存在でむさ苦しさを緩かん和わしたいの」

「それ後半が本音だろ～」

　にやついたハロルドに向かって、セラフィーネがにこっと微笑ほほえむ。顔に、「黙だまらっしゃい」と書いてある気がするのは、果たしてただの気のせいなのか。

「セラフィーネ様、お迎むかえの方がいらっしゃいました」

　ノックをして入ってきたイヴが告げる。

　わかったわと言って立ち上がったセラフィーネの表情はすでに、対外用の完かん璧ぺきな作り笑え顔がおに切きり替かわっていた。

「僭せん越えつながら、ご案内させていただきます」

　案内人が向かったのは、宮殿内にある応接室のうちの一つだった。

　待機を命じられたアレクや他の騎士らは入室せず、すぐ近くにある控えの間に入る。

　案内された部屋の円まる天てん井じように描えがかれているのは、古いにしえの女神や天使の図。壁や調度品の色は、落ち着いた紺こんと金で統一されていた。

　扉とびらが開くなり、中にいた青年が歩み寄ってくる。

「セラフィーネ姫、遠いところをようこそおいでくださいました」

　口火を切ったその人は、ソラール帝国第一皇子エリーアス・ルイ・ソラール。

　ブルネットの髪と赤しやく銅どう色の瞳を持つ二十四歳さいの青年は、体調が思わしくないということだが、瘦そう身しんでも弱々しい感じはしなかった。

　声も優しげだが張りがあり、柔にゆう和わな中にも威い厳げんを感じる。

「昨日は出迎えができず、申し訳ありません」

「お気になさらないでください。先にトリスタン皇子に申し上げましたが、このたびの建国記念式典にご招待いただきありがとうございます。またお会いできて嬉しいですわ」

　互いに笑えみを交わすと、エリーアスがセラフィーネの手を取り、エスコートする。

　よくよく見れば、エリーアスがはめている白手袋には、ソラール帝国の国章が刺し繡しゆうされていた。

（あれって……最礼装用のものよね？）

　そもそも個人的なお茶会に、手袋を着用しなくてもいいのに。

　招待国に対してきちんと敬意を払はらうエリーアスの姿勢を、オフィは好意的に見る。

「さあ、どうぞこちらへ」

　セラフィーネが席につくと、円えん卓たくを挟はさんでエリーアスが腰こしかける。

　タイミング良く使用人が茶器一式を載のせたワゴンを運んできて、給きゆう仕じを始める。

　オフィとハロルドはセラフィーネに近すぎず、けれど何かあればすぐに対応できる後方に控えた。

　談だん笑しようする両国の次期君主の表情は穏おだやかで、傍はた目めには友好的な雰ふん囲い気きなのだが……

（向こうの護衛も二人……いいえ、幕の後ろに別の気配がある）

　おそらく見えないように、何人かの護衛を潜ませているはず。

　それを見み越こしてセラフィーネも、アレクたちをすぐそばにある別室に待機させたのだ。

　これが緊張関係にある、ソラール帝国とレーヌグランの現実だった。

（それはまあ、そうなんだけど……）

「このお茶、素す晴ばらしい香かおりですわね」

「茶葉の一大産地である東の島国より取り寄せた、クオリティー・シーズンに収しゆう穫かくしたものなんですよ」

「包み込むような曲線的な香りと、ほどよい渋しぶみのあとにくる甘味のバランスが見事で、とてもおいしいですわ」

「気に入っていただけて何よりです」

（なんというか、……緊きん迫ぱく感を探してるのに出てこないわ）

　相手の腹を探さぐろうといった様子がエリーアスにはまるっきりなく、本当にただもてなしているかのようだ。

　護衛を配したのも、形式的に仕方なくといったふうにさえオフィには思える。

（そんなはずない。……ないわよ、ね？）

「私はレーヌグラン王国にある、巨きよ石せきの遺い跡せきに興味があります。特に大地が新緑で敷きつめられる夏場は、緑の波に漂ただよっているように見えて神秘性が増すと聞いてから、その景色をぜひ見てみたいと思っていまして」

「あそこは古の歴史と空気を感じられますの。我わが国くににいらした際にはぜひ」

「私が近々貴国を訪ねるとすれば、戴たい冠かん式でしょうね。ふふ、どちらも楽しみです」

　──自信がだんだんなくなってきた。

　知性と気品に彩いろどられたエリーアスはタイプで言うなら、それこそ知的な博士だ。

　顔立ちも整っているが、そこにありがちな冷たさはない。むしろおっとりした印象を与あたえる容よう貌ぼうをしている。

　喋り方や態度が丁てい寧ねいなことに加えて、あの人じん畜ちく無害な笑みは、毒気を抜く効果が抜ばつ群ぐんだ。

（でも腰が低すぎるということもないし、相手の顔色を窺う弱よわ腰ごしな姿勢も見えない。そのあたりはやっぱりソラール帝国の皇子だわ）

　笑顔すぎず、無愛想すぎない表情の下で評価するオフィが、視線を少し下向けると──

　──ふいに、エリーアスと目が合った。

（えっ、笑った……？）

　それもただ笑いかけるのではなく、古い知り合いに微笑むかのように。

　事実上の敵国の人間、しかも今のオフィは『フローラ』でただの臣下だ。

　空気のように扱われて然しかるべきなのだが……

（……ま、まさかわたしの正体に気づいて!?）

　オフィは一いつ瞬しゆん焦ったが、その可能性が低いことを思い出して気持ちを鎮しずめる。

（もしも正体がバレたのなら、エリーアス皇子はもっと別の反応を示すはずよね）

　驚くとか啞あ然ぜんとするとか。皇族として余よ裕ゆうのある表情を作ることが身についているにしても、予期せぬ事態に直面した瞬時の表情を繕つくろうのは難しい。

「セラフィーネ姫、後ろにいるエメラルドの瞳の騎士はお若いようですが、新しい方ですか？」

「今年入団しましたの。咲さき初そめの花のようでしょう？」

「そうですね。これほど美しい女性騎士がいるとは、さすがは聖なる騎士の国です」

　シギスマンドの竜退治物語は、周辺諸国にも知られている。正義が悪に打ち勝つ話は、いつの時代も一定の人気があるのだ。

　おそらくエリーアスも、どこかで見聞きしたことがあるのだろう。

「エリーアス皇子が、我が国の物語をご存じとは光栄ですわ」

「昔、本で読みました。……本当に懐なつかしい」

　物語に触れた当事の記き憶おくでも思い出しているのか、赤銅色の瞳が細められる。

　そのまま──エリーアスの双そう眸ぼうがオフィに向く。

（…………また？）

　しかし、見られたのはわずかな時間だった。

　エリーアスはすぐにセラフィーネに視線を戻して、再び会話を重ねる。

（なんなのかしら……レーヌグラン以上に、ソラール帝国で軍属する女性は稀まれらしいし……物もの珍めずらしいとか？）

　だとすると、あの形式ばらない笑みとは結びつかないけど。

　そのあともお茶会は続いたが、見慣れたのかエリーアスの瞳が再度オフィに向けられることはなかった。




「セラフィーネ姫、今日はお付き合いいただきありがとうございました」

「こちらこそ、楽しかったですわ。それではまた明日の夜会で」

　最後まで緊張が走るような出来事は起こらず、お茶会は陽が沈しずむ頃にお開きとなった。

　エリーアスと別れて迎げい賓ひん棟とうに戻ると、セラフィーネが言う。

「あなたは部屋に戻って休んでちょうだい」

「ですが……」

「明日は夜会で長い夜になるだろうから、休めるときに休んでおいて。心配しなくても、今日このあとはハロルドに護衛させるわ」

　ハロルドが「へ～い」と、やる気があるのかないのかわからない声で返事をする。

　少なくとも彼が職務をさぼったりしないことと、肩書きだけの副隊長でないことは確かなので、オフィはセラフィーネの言葉に甘えて下がることにした。

　与えられた部屋に戻ると、留守番をしていたネージュが出迎えてくれる。

『おかえりぃ、お嬢』

「ネージュ、ただいま」

　窓辺にいたネージュが飛んできて、オフィの左肩にのる。ここがネージュの定位置だ。

『くわぁ』

「眠ねむそうね。お昼ひる寝ねしなかったの？」

『お嬢が帰ってくるまで、起きてようと思ってよぉ……』

　扉からまっすぐ寝しん台だいに足を運んだオフィは、肩からネージュをそっと下ろしてやる。

「留守番してくれてありがとう。ゆっくり休んでね」

『ん。じゃあオイラ、ちょっと寝るわ……』

　シーツの上で丸まったネージュは、ものの一分ですやすやと眠った。

　ネージュは寝つきが良く、一度寝ると自分で目覚めない限り、揺すってもくすぐっても起きない。その寝姿は母性に訴うつたえかけるような可愛さで、目が和なごむ。

（さてと、わたしは何をしようかしら）

　セラフィーネにはハロルドがついているし、休むにはまだ早い。

　遠とお縁えんの設定を活いかして、オースティンに式典のことを色々聞いてみるのもアリか。──あ、だめだわ、オースティンは今、顔見知りの軍関係者と会ってて不在なんだった。

（となると、ここはやっぱり──）

　オフィは剣けんを引き抜き、腰に巻いていた剣帯を鞘さやごとぽいっと床ゆかに投げる。

　障害物のない部屋の中央で構えたオフィは、その場で素振りを始めた。

　旅の間も鍛錬は欠かしていないが、普段よりどうしても短縮してしまうので、この機会にじっくりしておこう。

　──コンコン。

　剣を振ふりだしてからしばらくたったとき、扉を叩たたく音がした。

（誰かしら？）

「俺だ」

　この、低いのに通る声はアレクだ。オフィは剣を手にしたまま、急いで扉の鍵かぎを開ける。

「どうしたんですか隊長!?　まさかセラフィーネ殿下に何か!?」

「殿下はハルとチェスの真っ最中だ。俺はその殿下から一つ頼たのまれてな」

　チェスをしながら頼むくらいなので、緊きん急きゆう性は低そうだ。

　入口で立ったままもなんなので、オフィはアレクに椅子をすすめる。

「セラフィーネ殿下はなんと？」

「『あの子は一人にしておくと力の限り鍛錬に励はげみかねないから、適当なところでやめさせてそのまましばらく見張っておいて』と言っておられた」

　手に持ったままだった剣を、アレクがじっと見る。

　オフィは曖あい昧まいに笑って剣を背中に隠してみたが、アレクの視線は外れてくれず……剣を鞘に戻すほかなかった。

　片付けて椅子に腰かけるまでの流れを見届けてから、アレクが溜息を一つ。

「やはり殿下のおっしゃったとおりだな」

「さすがお姉様。わたしのことをよくご存じですね」

「顔をにやつかせている場合か阿呆。前にも言ったが騎士は身体からだが資本だ。鍛錬は大事だが、お前はもう少し休むってことを覚えろ」

　呆れた様子のアレクが、卓上に伏ふせてあったカップを取り、持参していた銀製のポットを傾ける。

　ふわっと湯気の立つ白い液体──あたためたミルクのようだ。

　もう一つ小瓶を持ってきていて、中身は蜂はち蜜みつだった。

「飲め、殿下からの差し入れだ」

「ありがとうございます。いただきます」

　オフィはミルクに蜂蜜を落とし、スプーンでくるくる混ぜる。

　優しい甘さと熱が喉のどを通り過ぎると、少なからずほっとした。

「おいしい……。自分でも気づかないうちに、肩に力が入ってたみたいです」

「初めての他国、それも友好国ではないんだ、当然だろう」

「そうですね。──隊長って、両皇子に会ったことはありますか？」

「国境に視察に来たとき、遠目で見たことはあるが。顔を合わせたことはないな」

　聞きながら、オフィは別のカップにミルクを注ぎ、蜂蜜をアレクにとっての適量、つまり大量に入れて彼に渡わたした。

　監かん視し役も兼ねたアレクは話に付き合ってくれるようで、カップを受け取る。

「実はお茶会で、エリーアス皇子がわたしに笑いかけたんです」

「それは自他共に認める、綺麗な顔がもたらした成果だろう」

「いえ、よくある下げ卑びた感じじゃなくて。こう、古い知り合いでも見るような」

「──まさかエリーアス皇子に王女だと気づかれたのか？」

「わたしも一瞬考えましたけど、それならもっと別の反応をするはずなので、違うと思います。じゃあなんだと言われれば困りますけど」

　カップを口に運んだアレクが、「そういえば……」とこぼす。

「関係あるかはわからんが、国境でたまに耳にしていたエリーアス皇子の評判は高かったぞ。昔から勤勉で、人ひと柄がらは温和で優ゆう雅がだと」

「たしかにそんな感じでした」

「お前への笑みも、案外意味はなかったりしてな」

「あー……言われてみればそんな気もします」

　意味がないなら、それに越したことはないのだけれど。

「ただあれが無意識なら、エリーアス皇子は相当な人たらしのきらいがありますね」

「人たらしかは別にして……エリーアス皇子と亡くなった妃ひ殿でん下かは、相思相愛で仲睦むつまじいと有名だったそうだ。そのぶん、ショックが大きかったんだろうな」

（今日見た限りでは、気き丈じようそうだったけど……）

　第一皇子妃暗殺の下げ手しゆ人にんは、王家の威い信しんにかけて捕とらえられ、すでに処しよ刑けいされたらしい。

　だからといって奪われた、寵ちよう愛あいする妃きさきとお腹なかの子は二度と戻ってこない。

　人前では皇子らしくにこやかに振ふる舞まっているエリーアスのその心中は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで推おし量はかれるものではないだろう。

「こんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんですけど……妃殿下が少し羨うらやましいです」

「何がだ？」

「そこまで自分を強く想ってくれる人なんて、なかなかいないと思うので。きっと運命の赤い糸で結ばれてたんだろうなって……」

　言ってしまってから、オフィは猛もう烈れつに後こう悔かいした。わたし今、ものすっごく乙女チックなことを口走ってしまった気がする！

「お前もそんなふうに想われたいのか？」

（まともに返さないで────っ！）

　羞しゆう恥ちで顔から火が出そうだ。まだからかってくれた方が救われるのに。

「いえっ、あのっ、そんなに強く想われるなんて女冥みよう利りに尽つきるというか！　わたし初はつ恋こいもまだなのでよくわからないんですけど女子は想うより想われたい生き物なんだっていうとかいわないとかの、そう、一般論的なやつです！」

　頭に血が上った状態で、オフィは息いき継つぎなしで弁解する。

　途と中ちゆう、勢い余って無む垢くな恋れん愛あい経験を暴ばく露ろしてしまっていたことに、混乱と酸欠状態に陥おちいっている彼女が気づくはずもない。

「……そうか」

「って、それだけですか!?」

「？　俺は男だからな、女の思うところにとやかく言うつもりはない」

　真面目で武骨なアレクの回答に、言い訳を必死に並び立てたオフィは盛せい大だいな肩かた透すかしを食らった気分だった。この人、タチが悪いくせに朴ぼく念ねん仁じんだ。なんて厄やつ介かいなの！

「…………隊長はもう少し、女心の機き微びを感じ取れるようになってください」

「野や郎ろうだらけの世界に身を投じていて、そんなものが培つちかわれるか」

「女心に聡さとくなって目つきを直せば、目に見えて女性にモテますよきっと」

「俺は誰かれかまわずはべらせたいとは思わん。モテる相手は、惚ほれた女一人だけでいい」

　アレクの口ぶりは何の気なしだった。

　しかし彼の選んだ言葉が、オフィの鼓こ動どうを激しく乱す。

「っ、あのっ──」

　オフィが思わず口を開いた瞬間だった。

『ふわぁ、……あれ？　銀髪が増えてる』

　差し込まれたのは、寝ぼけた調子のネージュの声。

　寝台から飛んできたネージュは、アレクの銀髪の上にちょこんと座すわった。

「ちまいの、さも当然のように俺の頭にのるな」

『お嬢の左肩と、銀髪の頭の上はオイラの特等席なんだぜぃ』

「俺は許可した覚えはないが」

『さてさて、起きしなに空中散歩でもしてくっかな』

「勝手を言って勝手に話題を変えるな！」

　マイペースなネージュは喚わめくアレクに頓とん着ちやくせず、すーっと窓辺に移動する。

　何を言っても無む駄だと判断したのか、アレクは頰ほお杖づえをついて沈黙した。

『じゃ、お嬢。ちょっくら行ってくるわ』

「うん、わかった」

　ネージュは昼夜を問わず、空中散歩に出かける。そんなネージュは原点回帰か、屋外で夜を明かすことがたまにあった。

　その際は前もって野宿する旨むねをオフィに必ず申しん告こくするので、今晩は戻ってくるだろう。

「外はもう暗いから、気をつけてね」

『おぅ』

　ネージュが窓から飛び立つのに合わせて、アレクも立ち上がった。

「そろそろ俺も下がる。そういえばお前、ちまいのが起きる前に、何か言おうとしていなかったか？」

「！　いえなんでもありませんっ」

　オフィは首を左右に振りまくる。

　アレクは特に訝いぶかしむことなく、冷静に「首の筋が痛むぞ」と。たしかに力を入れすぎたようで、地味に痛い。

「俺がいなくなっても、鍛錬を再開したりするなよ」

「………………はい」

「間が長い。あと声が小さい。いいか、明日までのお前の仕事は休むことだ。命令に反したら帰国後に訓練で泣かせるぞ」

　やる。脅おどしとかじゃなく、相手が姫でもなんでも公平にこの人はやる。

「わかったら返事」

「了りよう解かいしました隊長っ！」

　大きくはっきりとした声と共に敬礼すれば、アレクの掌てのひらがオフィのストロベリーブロンドの上に置かれた。よしっと、そのままアレクは軽く叩く。

「おやすみ。また明日な」

「おやすみなさい隊長。また明日」

　部屋からアレクが出ていくと、オフィは寝台に身を沈めた。枕まくらを抱かかえ込こんで、じたばたと身み悶もだえする。

　──わたしはいったい、何を言おうとしたの？

　あそこでネージュが起きなければ──続く言葉はなんだったのか、オフィ自身も謎なぞだ。

　ただ、誠実なアレクのことだ、好きになった女性を大事にするはず。

　他の女性に目移りしたり、信しん頼らいを裏切るような真ま似ねは絶対にしない。アレクの人となりを知るからこそ──

　好かれた女性はきっと幸せだろうなと、そんな考えがオフィの頭を瞬時に巡めぐった。

（……胸のあたりがもやもやする。どうして……？）

　──あの手が、自分以外の誰かを撫でる。

　想像すると、空気が薄うすくなったような息苦しさが襲おそう。

　それがなぜなのか結局答えを見つけられないまま、オフィは眠りに落ちた。
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『夜風が気持ちいいぜぃ。……ん？』

　──もうすぐ近くにいる。

『やっぱなんかに引っ張られてる気がすんだけどなぁ。気持ち悪わりぃ』

　黒十字を丸で囲んだ紋もん様ようのある、左の掌を男は握にぎった。

　傀かい儡らいに繫つないだ糸を操あやつるよう、強く。

『な、んだぁ？　やけに強く引っ張られ……』

（見つけた）

　古の時代の僕しもべ──正確にはその魂が入った、空を舞まうずいぶんと可愛らしい器うつわを。

　一段と強く拳こぶしを握り込むと、まるで引き寄せられるように、白い塊かたまりがふらふらと地上に降りてくる。

　男は左手で、降りてきた小さな躰に触れた。

『っ!?　誰だ、おま──』

「光を奪えルス・サカル」

　間かん髪はつを容いれずに、男は朗々と呪じゆ文もんを詠よむ。

　つぶらな瞳を驚きに染めた刹せつ那なに、それは自らの手の中で意識を失っていた。

「おかえり──かつての竜の御み霊たまよ」
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　まだ夜も明けやらぬ早朝のこと。

　しっとりと落ち着いた空気の流れる庭園で、オフィはネージュを捜さがしていた。

（どこに行ったの……？）

　昨夜、空中散歩に出かけたままネージュは帰ってこなかった。

　ネージュが無断外がい泊はくをしたことなど、今まで一度もない。近くにいるかもしれないと思い、オフィはかれこれ一時間ほどネージュを捜そう索さくしているのだ。

　だがいくら呼んでも返事はない。聞こえていたら、応えるはずなのに。

「お嬢じよう様さま」

　頭上から声が降ってきた。イヴである。外なので姫ひめ様ではなくお嬢様呼びだ。

　立派な大木に上っていたイヴが飛び下りる。軽かろやかな身のこなしで、猫ねこのようにほとんど足音を立てずに着地した。

　侍じ女じよのお仕着せを手で払はらってから、イヴはオフィに向き合う。

「イヴ、ネージュはいた？」

「上から周囲を確かく認にんしてみましたが、お姿は見当たりませんでした」

「そう……」

　もしかしたら、このあたりにはいないのかもしれない。

　何せネージュの移動手段は翼つばさ。壁かべも門も関係なく、その行動範はん囲いは広いのだ。

「野宿するときは必ず前もって言ってくれるのに、どうしたのかしら」

「大型の鳥ちよう獣じゆうなどに襲おそわれていなければいいのですが」

　それについては心配ないと、オフィは断言する。

「ネージュは他の動物に襲われることはないそうなの。中身が別物だってことが動物は本能的にわかるみたいで、避さけるらしいわ」

　躰からだは小鳥でも、中に入っている魂たましいは、動物とは次元の異なる竜りゆうのもの。

　今のネージュには昔話のような、火を吐はいたり大地を抉えぐるような攻こう撃げき力はもうない。

　しかしながら時が流れても動物たちの本能には、竜に逆らってはいけないと刷すり込こまれているそうだ。

「ではやはり、どこかでお休みになっているのでしょうか」

「……そうね」

　狩しゆ猟りよう場で獲え物ものと間ま違ちがえて捕ほ獲かくされるわけもない。だからきっと、空中散歩に出かけた先で気が変わり、一泊ぱくしたのだろう。

　状じよう況きようから、オフィは自分をそう納なつ得とくさせることに決めた。

「ごめんねイヴ。こんな朝早くに手伝わせて」

「いいえ。お嬢様の頼たのみであれば、私は川に投げた一本の針でも見つけてみせます」

「たぶんそれ、世間では不可能って言うと思う」

「不可能でも無茶ぶりでもやり遂とげてみせます」

（本当にやり遂げる……というか、やり遂げるまでやめなそうよねイヴは）

　イヴはオフィの正体を含ふくめた、全部を知る人間だ。

　どんなときでもオフィの味方でいてくれる。それでついつい、甘あまえてしまう。

（お願いは吟ぎん味みしないと。思いつきをうっかり口に出したら大変なことになるものね）

「そろそろ中にお戻もどりくださいお嬢様。朝方の冷たい風はお身体からだに障さわります」

　十余年前からオフィに仕えるイヴは、今のオフィが健康そのものと理解している。

　しかしそれでも、身体を案じることをやめない。

「……イヴ、心配してくれるのはありがたいけど、さすがに心配しすぎじゃない？」

「お嬢様はご自身のこととなると、ないがしろにする傾けい向こうがありますので」

　代わりに私がご心配申し上げるのです。平へい坦たんとも取れるイヴの声はしかし、強い響ひびきを持っていた。

「それを言うならイヴこそ、もっと自分を大事にしないとだめよ」

「お嬢様にお仕えすることこそが私の存在理由。自己愛など不要です」

「イヴ」

　窘たしなめるように、オフィは少し鋭するどい声こわ色いろで名前を呼ぶ。

「あなたは心のある人間、家か畜ちくや道具じゃないの」

「お嬢様は私に甘いです」

「もう十年以上一いつ緒しよにいるのよ、多少は甘くもなるでしょ普ふ通つう」

　秘密を知っているからとか、そういうのは関係なく。

　オフィにとって肩かた肘ひじ張らずに話せるイヴは、信しん頼らいする侍女であり、年上の友人のような存在なのだ。

「イヴの変わりはいないんだから、大事にして」

「──この身に余るお言葉ですお嬢様」

「あら本当よ？　イヴの侍女としての仕事ぶりは申し分ないし、何より──」

　そこでオフィは言葉を切る。

　唐とう突とつに抜ばつ刀とうしたオフィは、イヴめがけて剣けんを閃ひらめかせた。

　みぞおちに入る手前で止めた刀身には──ナイフ。隠かくし持もっていた得物を手にしたイヴが応戦の構えを取っている。条件反射だろう。

（手心を加えたにしても、そこそこのスピードを出したのに）

　ところがイヴは後おくれることなく、オフィの奇き襲しゆうに反応したのだ。

「じゃじゃ馬の侍女ができるのは、やっぱりあなたくらいだわ」

　にっと人の悪い笑えみを浮うかべるオフィにイヴは、

「……この上ない喜びですが、いきなり仕し掛かけるのはおやめください」

　溜ため息いき交じりに言って、彼女はスカートのポケットにナイフを隠かくした。
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　夜の帳とばりが下りるのが、皇子ら主しゆ催さいの夜会が始まる合図。

　大広間には金きん箔ぱくや大理石がふんだんに使われていた。柱や壁は、隙すき間まがないほどの彫ほり込こみや装そう飾しよくで埋うめ尽つくされている。

　過か剰じようと華か麗れいが紙かみ一ひと重えの空間の天てん井じようから垂れ下がった大きなシャンデリアと、無数の蠟ろう燭そくによって生み出された光は、今が夜であることを忘れさせるほど強きよう烈れつだ。

　そんなまばゆい空間でさえ存在感を損そこなわない、美々しい装よそおいのセラフィーネに付いて、騎き士しの正装姿のオフィらも夜会に出席した。

「セラフィーネ姫、今こ宵よいは一段とお美しい。どうか存分にお楽しみください」

「ありがとうございます。……失礼ですがトリスタン皇子、エリーアス皇子はどちらに？」

　迎むかえたのはトリスタン一人だ。主催者は第一皇子と第二皇子だったはずである。

「申し訳ありません、兄は体調が優すぐれず欠席となりました」

「そうでしたの。エリーアス皇子に、お大事にとお伝えください」

　エリーアスが妻子の死から完全に立ち直っていないことを承知しているセラフィーネは、お見み舞まいの言葉を贈おくるにとどめた。

「セラフィーネ王女殿でん下か、お久しぶりです。いつお目にかかっても女め神がみのごときお麗うるわしさだ」

「あら、ご機き嫌げんよう」

　主催者と挨あい拶さつを交かわしたあとは、賓ひん客かくに声をかけたりかけられたりが続く。

　外交上で必要な挨拶をひと通り終えると、セラフィーネはオフィとハロルドを連れて、バルコニーの一つに出た。

　そこには外階段が設けられていて、下の庭園に下りていける造りだ。

「レーヌグランうち以外の人間が来たら、知らせるよう頼んできたぜ～。あと一応、アレクたちにも言こと伝づて頼んどいた」

　セラフィーネから必要な挨拶周りをしてこいと命じられた、《セント・クロワ》の顔であるオースティンは、隊長職のアレクを道連れに──訂てい正せい、伴ともなって会場に消えた。

「これでしばらくの間は気き兼がねなく過ごせるわね」

「超ちようの付く美人二人を独ひとり占じめしてるオレに、会場中の野や郎ろうどもの嫉しつ妬とが集中してるぅ～」

「両手に極ごく上じようの花よ、男おとこ冥みよう利りに尽きると思いなさい」

「アリガタキシアワセ」

　あからさまな棒読みに、オフィは小さく肩かたを震ふるわせた。

（ふー、危あやうく噴ふき出だすとこだったわ）

　バルコニーに流れる乾かわいた夜風が、肌はだと髪かみをさらりと撫なでた。

　笑いの温度を下げるために、オフィは穏おだやかだが力のある、初夏の緑の匂においのする空気を吸すい込こんだ。

　ソラール帝てい国こくは灼しやく熱ねつの国だが乾いた気候であるため、この季節の夜と朝はまだ涼すずしい。

「月見と呼ぶには、少々物足りないかしら」

「これはこれで趣おもむきはありますけどね」

　天上に昇のぼっているのは、薄うすく光る三日月だ。ほとんど欠けてしまっていて、あと数日もすれば新月になるだろう。

「月を見て思い出したわ……わたくし、昔は月が嫌きらいだったの」

「そうなんですか？　初耳です」

「オレも知らんかった」

　セラフィーネは「そう？」と夜の空を仰あおぐ。

「なら月見の肴さかなに、昔話でもするわ。──あれはわたくしが天使のように清らかで、繊せん細さいだった頃ころ」

「セラフィーネにそんなときあったっけか？」

　茶化すハロルドをセラフィーネはひと睨にらみする。

「わたくしも初めから、人間を社会的に抹まつ殺さつする術を持っていたわけではなくてよ」

　今は……と、ここでつっこんではいけない。オフィは黙だまりこくった。

　つっこんだが最後、素す敵てきすぎる笑え顔がおと肯こう定ていが返ってきて、ぞっとするはめになる。

「仲の良かったメイドが間かん諜ちようだったり、教師のように慕したっていた大臣が暗殺計画の首しゆ謀ぼう者だったり。政まつりごとの場では味方だと思っていた人が実は敵だったり──信じていた者に裏切られるたびに思ったわ。まるで人は夜空に浮かぶ月のようだと」

　──セラフィーネの想いをまるで知らなかったわけではない。

　子供の頃、虚きよ弱じやくだったオフィの見舞いに来てくれていたセラフィーネの顔に、ふと影かげがさすところを、何度か見かけたことがある。

　その理由を、セラフィーネはオフィにそっと話してくれた。

　大事なお友達が遠くに行ってしまって、悲しいのだと。

（それが裏切りを示すことだと知ったのは、もう少し大人になってからだけど……）

「手を伸のばせば届いたように見えるのに、決して触ふれることはできない。夜を幻げん想そう的に彩いろどる月が好きだったけれど、裏切られた人と関連づけてしまってからは嫌いになったわ」

　王の君臨する宮きゆう廷ていは、欲のるつぼと言いい換かえられる。

　善悪含めた人間が入り乱れ、人の業ごうが横行闊かつ歩ぽする場所なのだ。

　性別を問わず現国王の第一子は、生誕の折から王を背負い、そこで生きることを義務づけられる。

　セラフィーネにとってそれは『当然』。だが年頃の女の子には重すぎる運命だ。

　裏切りや不条理が前提の世界なんて、オフィならきっと心がちぎれる。

（家族の前ですら、お姉様は一度も泣いたことがないもの……）

　一人で声を殺して泣いた夜を、どれだけ過ごしたのだろう。

　あの頃のセラフィーネを幾いく度ども襲った絶望や、涙なみだと一緒に吞のみ込こんだ寂さびしさと悲しみは、きっとオフィでは完全に理解することはできない。

　何よりセラフィーネは、誰だれかに共感してもらおうとは思っていないだろう。

　だから自らの過去の経験を、何事もなかったかのようにオフィたちに話すのだ。

「でも──悲しみに暮れるのではなく、乗のり越こえると決めたの」

　斜ななめ上に伸ばした手で、セラフィーネは細い月を摑つかむような動きをする。

「わたくしは頂に立つ女だもの」
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（……そう、お姉様は）

　いつだって、王であろうとする。

　たとえ悲しみや孤こ独どくに苛さいなまれても、背を向けて逃にげるような真ま似ねは絶対にしない。

　セラフィーネの壮そう絶ぜつな覚かく悟ごと志を、オフィは子供ながらにすごいと感じた。

　一いち分ぶも揺ゆらがぬ芯しんの強さに惹ひかれ──《セント・クロワ》の騎士になったのだ。

　そのすべてを、守りたくて。

「とはいえわたくしは恵めぐまれていたから、年月が経たつにつれ月が嫌いではなくなったわ」

「恵まれて……？　どういう意味ですか？」

「わたくしは前だけを向いていられるのだもの、恵まれているでしょう？」

　バルコニーと会場にセラフィーネは目配せする。

　それが『後ろを任せておける信頼に足る者たち』を暗に示しているとわかったオフィは、自然とうなずいていた。

「おっほん。良いい感じに涼んだことだし、ぼちぼち会場戻るかお二人さん」

　感謝するようなセラフィーネの真意が照れくさいのだろう。ハロルドはいかにもわざとらしい咳せき払ばらいをする。ごまかし方が笑えるくらい下手だ、らしいと言えばらしいけど。

　姉妹で「男は素す直なおじゃないわね」と、目を合わせて笑ったそのとき。

　バルコニーへつながる長窓に、人ひと影かげが映った。

「申し訳ありません殿下、よろしいでしょうか？」

　伺うかがいを立てるのはアレクだ。

「かまわないわ。何かあったの？」

「実は今、エーデルシュタイン王国の第三王子殿下にご挨あい拶さつ中なのですが」

「現職の騎士である方ね。兄である国王陛下の護衛としていらしていたのかしら」

「はい。陛下のお妃きさき様はご懐かい妊にん中のため、代わりに妹君が同行していらっしゃったそうです。その妹君が、殿下とお話をしたがっているとのことで」

「そういうことね、わかったわ。会うのは外交で訪問して以来、三年ぶりになるかしら」

　先に歩き出したセラフィーネに、ハロルド、アレク、オフィが順に続く。

　────と。

　カツン、と何か金属が硬かたいものに当たるような音がする。

　床ゆかにはオフィがセラフィーネから貰もらった、『王家の薔薇ロイヤル・ローズ』を模かたどった金のネックレスが落ちていた。

　どうやら留め具がゆるんだか歪ゆがんだかして、細い鎖くさりが外れたらしい。

（訓練のときもつけてるから、負ふ荷かがかかったのかもしれないわね）

　なくさないよう、オフィはスカートのポケットにネックレスを仕し舞まった。帰国したら、いの一番に修理に出さないと。

（……ん？　今、パタパタって）

　鳥の羽ばたきが聞こえた気がして、オフィは視線を凝こらす。

　するとバルコニーの端はしにある、外階段の手すりにぼうっと白い何かが──

（ひっ!!　ゆ、ゆゆ、幽ゆう霊れい!?）

　目に見えない何かの代名詞である幽霊が大の苦手──ただし一度も見たことはない──オフィの心しん拍ぱく数は一気に跳はね上あがる。

　だがこの場には、オフィの子供じみた不得手を知らないハロルドがいた。

（これでも現げん役えきの騎士をして、『春色のじゃじゃ馬』と言わしめる身よ！）

　いつかアレクの前で犯おかした愚ぐを繰くり返かえしてなるものか。オフィは根こん性じようで悲鳴を喉のどの奥おくに引っ込める。

　落ち着け落ち着けと心の内で念じていると、心拍数が徐じよ々じよに元に戻ってきた。

（──って、あら？）

　よくよく注視してみると、白い何かは陽炎かげろうのように透すけているわけではなかった。

　灯あかりの届かない死角の暗くら闇やみでも際きわ立だつ雪の白さ──まんまるで、頰ほおずりしたくなるような見覚えのある小さな塊かたまりだ。

「？　どうかして？」

　動かないオフィに気づいたセラフィーネが振ふり返かえる。

「ネージュがそこに……先に戻っていてください、わたしは後から合流します」

「そう？　なら先に行くわ、早く戻っていらっしゃいね」

「はい」

　踵きびすを返かえしたセラフィーネと、後ろにつくハロルドがバルコニーから出ていく。

「隊長も先に戻ってください。わたしはネージュと少し話していきますから」

「わかった。灼熱の国でも夜は冷える、風か邪ぜを引く前に戻れよ」

　アレクの手が、オフィの頭をぽんぽんする。

　大きくて硬いのに優やさしい手と、さり気なく気き遣づかってくれる言葉が、オフィの胸のあたりをきゅっとさせる。

　心なしか、首から顔にかけても熱くて……

（……隊長を前に頻ひん発ぱつしてるこの動どう悸きと火ほ照てりって、もしかして何かの病気!?）

　一度ちゃんと医者に診みてもらおう、とオフィは心の隅すみっこで決める。

「了りよう解かい、です。すぐ戻りますから」

「ああ」

　離はなれていく手と背を名残なごり惜おしく思いながら、オフィはバルコニーの端へ移動した。

「よかったネージュ。帰ってこないから心配してたのよ」

『…………』

　何も答えず、ネージュはバルコニーから下の庭園に飛び去ってしまう。

　オフィはネージュを追って、慌あわてて階段を下りる。陰かげを作るため、木々が多く植えられた庭園は薄うす暗ぐらかったが、上の大広間から漏もれる灯りでなんとか視界はきく。

　その暗がりで、ネージュは芝しば生ふの張られた場所にいた。

「ネージュ？　どうしたの？」

　再び呼びかけても、ネージュはまったく反応しない。

　心ここにあらずといった様子で、つぶらな黒い瞳ひとみが見ているのもオフィではなく──見る見ない以前に、何も映っていないかのようだった。

　いつも元気なネージュの突とつ然ぜんの変へん貌ぼうに、オフィはどうしたのかと不安になる。

「ねえ、ネージュ。あなたどこか具合でも悪いの？」

　オフィはネージュの軽い躰をひょいと両手で抱だき上あげた。

　次の瞬しゆん間かん。

「──やはりあなたでしたね」

「っ!?」

　意識がネージュに向いていたオフィの反応は完全に遅れた。

　背後の闇やみから割り込んできた声にオフィが振り返るより先に、布のようなもので口と鼻を覆おおわれてしまう。

　声を上げる間もなく、鼻の奥にツンとする強烈な刺し激げき臭しゆうが到とう達たつした。

（い、まの……声……）

　答えに辿たどり着つく前に目の前が朦もう朧ろうとし始め、瞼まぶたが勝手に下がる。力が抜ぬけていく手をどうにか動かして、オフィはスカートのポケットの中身を芝生に落とす。

　意識が遠のいていき、やがてオフィの記き憶おくはぷっつり途と絶だえた。




（……遅おそくないかあいつ）

　会場の一角で、セラフィーネは外交で親交を持ったという姫君と談笑していた。オースティンは引き続き挨拶をとセラフィーネに促うながされ、一人挨拶周りを続行中だ。

　少し離れた壁際に控ひかえるアレクは目線をセラフィーネから外さずに、頭の隅でバルコニーに残ったオフィのことを思い浮かべる。

　──もうかれこれ、二十分は経つ。

　すぐに戻ると言ったオフィはまだ会場に戻っていない。何をしているんだと、アレクはバルコニーの方を一いち瞥べつする。

「な～んか苛いら立だってんなアレク？」

　隣となりに立っていたハロルドから声がかかる。

　一瞬見合って、すぐにどちらの視線もセラフィーネに戻った。

「遅い」

「オ……フローラのこと？　あのちっこい雪玉が無事に戻ってきたのが嬉うれしくて、話し込んでんじゃねえの？」

　ハロルド曰いわく「ちっこい雪玉」のネージュが、空中散歩に出かけたまま戻っていないと、今朝会ったときにオフィが言っていた。

　オフィはネージュをとても可愛かわいがっているので、心配していた気持ちはわかるが……

「だからって時間を忘れる奴やつがあるか。──殿下に断って連れ戻してくる」

「はいはいちょい待ちお父さん」

「誰がお父さんだ」

「いや今のお前、門限過ぎても帰ってこない娘むすめを玄げん関かん先で待ち構える父親そのものだぜ」

　割と失礼なことを言われた気がしないでもないが、なぜか反はん駁ばくできない。

「可愛い可愛いフローラが心配なのはわかったから。迎えはおにーさんに任せなさい」

　セラフィーネに目を向けているので隣にいるハロルドの表情は窺うかがえないが──声は完全にからかっている。顔がにやついているのは間違いない。

「──衆人環かん視しの中でなければ、顔面を殴なぐっていたぞハル」

「怒おこんなって半分冗じよう談だんだから。あと二割増しの低い声やめて」

　なら残りの半分は本気だったのか？

「でも真面目な話、アレクが一人で動くと注目されるだろ。オレがちゃちゃっと連れてくるわ」

　宮きゆう殿でんの中ともなると、かつて国境でソラール帝国に睨みをきかせていた、レーヌグランの『白銀の騎士』を知る者は多い。

　たしかにと、アレクはハロルドに迎えを任せた。

　──それから数十分ののち。

（……どういうことだ）

　オフィも、オフィを迎えに行ったはずのハロルドも、まだ会場に姿を見せなかった。

　待つ間に姫君との談笑を終えたセラフィーネは、別の相手と話をしている。──まさかバルコニーで井い戸ど端ばた会議をしてるんじゃないだろうなあいつら。

（いや、さすがにそれはないだろう。……たぶん）

　自信をいまひとつ持ちきれないアレクが、短く嘆たん息そくしたときだった。

「ローウェル隊長」

　呼んだのはハルだ。階級での呼こ称しように、アレクはハッとする。

　いつもの「アレク」とは別に、ただ単なる隊長や副隊長呼び、ファミリーネームで呼ぶことは任務中ならままある。

　だが公おおやけの場において、アレクとハロルドには一つの決め事があった。

　周りに悟さとられてはならない緊きん急きゆう事態が起こった折──『ローウェル隊長』、『クロフォード副隊長』、そう呼ぶと。

（何があった。……まさか）

　戻ってきたのはハロルド一人だけ。嫌いやな予感がアレクの脳のう裏りを一いつ閃せんする。

「少し外すわ～」

「わかった」

　互たがいにわずかな言葉だけ交わす。

　すれ違ちがいざまにハロルドが、冷たい金属をアレクに手て渡わたして人込みの中に消えた。

　渡されたものを確認したアレクは逸はやる胸中を表には出さずに、冷静な声でセラフィーネに声をかける。

「失礼、殿下」

「アレクシオ？」

「お召めし物ものから落ちましたよ。……こちらは殿下のものですよね」

　ハロルドから渡された冷たい金属──外れた細い鎖が巻きついた状態の、薔薇の形をした金のネックレスをアレクはセラフィーネに見せる。

　レーヌグラン王家の紋もん章しようである『王家の薔薇ロイヤル・ローズ』を模ったそれは、セラフィーネがオフィに贈ったもの。それをアレクが承知していることを、セラフィーネも知っていた。

「──ええ、わたくしのものだわ」

　顔色一つ変えずに、セラフィーネはアレクに話を合わせる。

「鎖が外れているわね。のちほど侍女に渡しておいてちょうだい」

「承知致いたしました」

　セラフィーネは化け粧しよう直なおしだと言って夜会を中座した。

　ゆったりした優ゆう雅がの極きわみのような足取りは会場を出て人目がなくなった途と端たん、小走りになる。

　向かった先は大広間からそう遠くない一室。夜会は長丁場となるため、休きゆう憩けいや身なりを整える目的で、あらかじめセラフィーネが用意させていた部屋だ。

　外にいた侍女が扉とびらを開けると、先にハロルドが到とう着ちやくしていた。

「状況を説明してちょうだい」

　中に入るや否いなや促すセラフィーネに、ハロルドが応じる。

「オフィーリアをバルコニーに呼びに行ったらいなくてさ。辺りを捜してみたら、下の庭園にネックレスが落ちてたんだよ」

「ネックレスはおそらく、オフィが故意に落としたのでしょうね」

「引きちぎれた感じじゃなかったし、たぶんな。会場に戻る前に一応迎げい賓ひん棟とうも確認してみたけど、案の定いなかった」

「攫さらわれたと考えるのが妥だ当とうね。まずあの子には出しゆつ奔ぽんする理由がないもの」

　オフィはレーヌグランの王女で、家族に愛情を抱き祖国に愛着がある。

　初めて訪おとずれた土地で、初めて出で逢あった男と駆かけ落おちするような軽けい薄はくな娘でもない。

「誰か男に目をつけられたとか？　宮中でもなくはないぜ、あいつ超の付く美人だし」

「その短たん絡らく的な線はないと思うぞ」

「わたくしもアレクシオに同感。あの子は《セント・クロワ》の制服を着ているのよ」

　少女でも、オフィは精せい鋭えい部隊として認にん知ちされる《セント・クロワ》の一員。従騎士といえど、かよわさとは到とう底てい結びつかない存在だ。

　おまけにオフィは帯刀していた。返かえり討うちにされる可能性が高いのに、わざわざ危険を冒おかしてまで攫おうとするとは考えにくい。

「万が一、あの子の正体を第二王女だと知り得ていたのなら、犯人はなんらかの接せつ触しよくをしてくるはず。誘ゆう拐かいの定石である身みの代しろ金きんの要求や、わたくしとの身み柄がらの交こう換かん、国境の軍備縮小や関税軽減の取引きを持ちかけるとかね」

　そうしてくれた方が色々とやりようがあるわ。セラフィーネは冷静を装っているが、胸中では怒いかり狂くるっているだろう。

　大切な妹を誘拐した犯人をどうするか……過程はどうであれ結果は考えるまでもない。

「『フローラ』を『オフィーリア』と知った上で攫ったのか、そうでないのかは今の段階では断定できないし、理由も判然としないけれど……事を公にはできないわ」

　ここは友好国ではなく、敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかといっても過言ではないソラール帝国。

　もし『フローラ』の正体を知らずに攫った犯人が、オフィーリア姫だと知ったら──

　身分は手を出しにくくするものではあるが、場合によっては危機の度合いが高まる、諸もろ刃はの剣なのだ。

「──イヴ」

　セラフィーネが扉に向かって呼びかける。

「お呼びでしょうかセラフィーネ様」

　無表情ながら美しいイヴを見て、途端にアレクの肌がざわついた。

（──鳥とり肌はだを立てている場合じゃない）

　深呼吸をして、アレクは拒きよ絶ぜつ反応を堪こらえた。

　任務にあたる際は通常なら、こうして集中力で抑よく制せいできる。規格外だったオフィには効果がなかったが。

「実はイヴは、侍女になる前は誘拐や暗殺を生業としていた闇組織の構成員だったの」

　いきなりとんでもないことを暴ばく露ろしてのけたセラフィーネは更さらに、

「そしてオフィが生まれて初めて『浄じよう化かの力』を使った、かつての間かん者じや」

　────なんだとっ!?

　アレクは衝しよう撃げきのあまり言葉を失った。

　今でこそオフィは健康に憂うれいのないじゃじゃ馬だ。けれど彼女は幼い頃に誘拐されそうになり、身を守るために無意識化で『浄化の力』を発動した。

　幼いオフィの身体はその強大な力の副作用に耐たえきれず、寝しん台だいから出ることもままならない虚弱体質になったのだ。

（まさかそのときの間者が、あいつの侍女になっていたとは……）

　とっくに処しよ刑けい台に送られたものと思っていたが、なんの思おも惑わくがあってか侍女に転身していたらしい。

「イヴ、あなたならオフィの居場所がわかるかしら」

「ちょ、セラフィーネ待った。とりあえずつっこみどころ満まん載さいの最新情報についてはさておくけど。なんでイヴに訊きくんだよ？」

「浄化された者は、行オ使フ者イの気配を感じ取ることができる。そうだったわね？」

「はい。ですが『いる』か『いないか』を漠ばく然ぜんと感知できるだけで、方角や距きよ離りなどを特定するのは困難です。近づけば気配は強くなりますが、場所を特定するとなると、扉一枚隔へだてた距離まで近づかなければなりません」

　感度についてイヴは詳しよう細さいに述べる。

「守備範囲はどの程度だ？」

「レーヌグランでは宮殿の敷しき地ち内でした。姫様がお忍しのびで城下に赴おもむかれていた際は、気配を感じられませんでしたから」

「今、気配がわかるか？」

「──感じられます」

　すなわちオフィは、宮殿の敷地内のどこかにいるということだ。

　人手が限られている現状で、捜索の範囲を絞しぼり込こめたのは大きい。

「ならばわたくしは用意された予定を消化しつつ、王族や貴族たちを探さぐるわ。あなたたちは軍人や宮殿勤めの人間から情報収集と、並へい行こうして敷地内の捜索を行って。建国記念式典が終われば滞たい在ざいの理由がなくなる。行動は隠おん密みつかつ迅じん速そくにね」

　あと、とセラフィーネは続ける。

「あなたたち二人がフローラを第二王女だと知っていることを、わたくしからオースティンに伝えるわ。この状況では、彼かれも退団については保留にするでしょうしね」

　本来なら全員で情報共有しておくのが望ましいが、それは無理な話だ。

　ならばせめて、他の者を従える立場にある三人だけでも、共通認にん識しきを持つべきだろう。そうすれば指揮系統が統一される。

「なお情報収集については、二人の隊長は除くように」

「殿下、しかしそれは……！」

「これはわたくしの決定よ、『白銀の騎士』」

　理由は言わなくてもわかるでしょう──セラフィーネの言外の言葉に、アレクは奥歯を嚙かみしめる。

　ソラール帝国でも名の知られたオースティンと、軍人の間では有名なアレクが話しかけたりすれば、まず相手は警けい戒かいする。下手をすれば、宮廷に話の内容が広まり、『レーヌグランから来た女騎士が行方ゆくえ不明』と勘かんづかれてしまうかもしれないのだ。

　暇ひまを持て余した宮廷人のこと、いなくなった女騎士は何者なのかと、素す性じようを探ろうとする輩やからが必ず出てくる。

「──ご命令、しかと承うけたまわりました」

　臣下であるアレクには、その言葉を絞り出す選せん択たくしか用意されていなかった。
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　目を覚ますと、見覚えのない部屋にいた。

（……っ、頭くらくらする。何かの薬をかがされたみたいだけど……）

　大きく息を吸って吐くことを繰り返せば、視界がはっきりしてくる。

　身体に痺しびれや痛みはなく、毒ではなかったようだとオフィは大まかに分ぶん析せきした。

（まだ外は暗い……それほど時間は経っていないようね。三日月がバルコニーで見たものより近いから、ここは高い場所かしら……？）

　改めて空間を確認すると、広くはないが狭せまくもない。

　空を臨のぞめる小さな窓の外には鉄てつ格ごう子し、石の壁に石の床。一カ所だけある出入り口の木の扉は見るからに堅けん牢ろうで、鋼はがねで補強までされている。

（……明らかに監かん禁きんしておくための部屋よね）

　そのわりに寝台の造りはしっかりしており、簡素だがテーブルと椅い子すも置かれている。

　レーヌグランにも似たような部屋があり、昔、見たことがあった。

　あそこは相応の身分の者を捕とらえておくことを想定したもので……

（──おかしいわ）

『フローラ』は、このような場所に入れられる身分ではない。

　犯人の目的はなんなのかと、オフィが懸けん命めいに思考を回していると──

　扉がギイッと音を立てて、外から開いた。

「お目覚めになりましたか」

「エリーアス皇子……！」

　首から足の先まで覆われたローブのようなものを着てたたずむのは、ソラール帝国第一皇子、エリーアスその人だ。

（そうだわ、あのとき庭園で聞いた声はたしかエリーアス皇子のもので……じゃあ彼がわたしを……!?）

　思い出した記憶を整理するオフィに、エリーアスはやおら近づいてきた。

　はめていた手て袋ぶくろを外し、掌てのひらに黒十字を丸で囲んだような紋もん様ようのある左手を、オフィの額についと当てる。

　オフィが身構えるより先に、エリーアスが何か呪じゆ文もんのようなものを唱えた。

「光を奪えルス・サカル」

　瞬間。

　オフィの左胸に刻まれた金十字の紋様が、燃えるような熱を発する。

　太陽で直接焦こがされているようなかつてない反応に、オフィはいったいどういうことだと瞠どう目もくした。
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　────この感じ!!

　フェルディナントのときとは比べ物にならない──呼吸ができないほど、筋肉が萎い縮しゆくしてしまうほどではあるが。このぞっとするような禍まが々まがしさは、あのときと同じだ。

　ぼやっとした、蠕ぜん動どうする黒い何かが、自分の中に入り込むような気配がした。

　しかしそれはすぐに、何かに弾はじかれたように消えてしまう。

「──やはり今はまだ力が足りませんね。仮にもシギスマンドの生まれ変わりだけはある」

「!?」

　オフィが救国の英えい雄ゆうシギスマンドの生まれ変わりと知る人間は、レーヌグランでもごくわずかだ。それなのになぜ、このソラール帝国の皇子が知っているのか。

　困こん惑わくするオフィを、エリーアスは容よう赦しやなく追い立てる。

「あなたは、秘密とされている第二王女ですね」

「…………わたくしは、《セント・クロワ》五番隊所属の従騎士フローラ・アシュレイです。第二王女殿下ではございません」

「いいえ、違います」

　第二王女であることを否定するオフィを、エリーアスが明確に否定した。

「転生は当人と関わりのある系けい譜ふで行われるもの。まったくの赤の他人が、転生者になることはありません。そして現存するシギスマンドの血筋の中で、あなたくらいの年ねん齢れいに該がい当とうするのはセラフィーネ姫を除けば、十六歳さいのオフィーリア姫だけです」

　──脳のう髄ずいに、鈍どん器きを振り下ろされたような気分だった。

　いろんなことがめまぐるしすぎて、オフィの中で感情と思考の処理が追いつかない。

　ただ、ごまかしたりすっとぼけたりしても、無む駄だだということはわかった。

「──このような形と場所で挨拶するとは夢にも思いませんでしたわ。はじめまして、レーヌグラン王国第二王女、オフィーリア・リズ・レーヌグランと申します」

　自分でも信じられないくらい、すんなりと挨拶がすべり落ちた。

　平時であれば、これまで頑かたくなに守り抜いてきた『秘密の姫君』であると明かすことに、もっと躊躇ためらいや葛かつ藤とうがあったに違いない。

　ましてやそれが宿敵であるソラール帝国の人間相手となれば、何がなんでも〝オフィーリア〟であることを認めなかっただろう。

　だがしかしエリーアスは、オフィに否ひ認にんを続ける余地を与あたえなかったのだ。

　彼はカマをかけているのでも、推測でものを言っているのでもない。

　──この皇子は、いったい何を知っているの？

　なぜかオフィがシギスマンドの生まれ変わりであることに、確信を持っている。ゆえに情報を取しゆ捨しや選せん択たくして、フローラが秘された王女であることまで導き出したのだ。

「虚弱と聞いていましたが、健康どころか騎士になるほどのじゃじゃ馬だったとは。彼かの騎士に倣ならってのことでしょうか？」

「己が望み決めたことです」

「ご立派な心がけですね」

　優しげだったエリーアスの赤しやく銅どう色の瞳に、仄ほの暗ぐらい光が灯ともったのをオフィは捉とらえた。

　眼光で人を震しん撼かんさせると言われるアレクとは全然違う。……濁にごった沼ぬまのような、どこか狂きよう気きを秘めた瞳だ。

　無害そうな笑顔を浮かべているだけに違い和わ感かんが甚はなはだしく、身の毛がよだつ。

「エリーアス皇子……あなたはいったい何者ですか？」

「私はかつて魔まの手を取りし者。神に祝福されし騎士の対極に立つ者です」

　詩の一節めいた台詞せりふを残して、エリーアスは足音なく去る。

（……っ、声を、震わせないようにするだけで、精せい一いつ杯ぱいだった……！）

　相手がこの大帝国の第一皇子で、武術の心得があるにしても。

　オフィもだてに毎日、仏ぶつ頂ちよう面づらの隊長をはじめとした猛も者さを相手に訓練を積んでいない。

　それなのに、逃げる余よ裕ゆうなど毛ほどもなかった。

　手足は凍こおり、熱湯のような汗あせが額に噴き出て、呼吸さえろくにできなかったのだ。

（隊長の静かで、青白い炎ほのおのような威い圧あつ感とはまた別の……どこか暗い、絡からみつくような重圧だった）

　まるで、喉を蛇へびにじわじわと締しめ上あげられるような。

　お茶会で見た優雅さはそのままだが、その中に何か正体不明の不気味で、粘ねん着ちやく質なものが混ざっているように感じた。

（──なぜ手足を拘こう束そくしていかなかったのかしら）

　王族のオフィに配はい慮りよしてのことなのか、別のわけがあるのか。

　オフィは扉に耳を当ててみる。向こう側にかすかに人の気配があった。一人ではない、複数だ。

（逃がさない自信がある、か。当たり前だけど剣は没収されてるし……化け物クラスの隊長たちならともかく、わたしじゃ突とつ破ぱは無理だろうけど……）

　力量まで見み透すかされているようで、気味が悪い。

　オフィは深呼吸をして、なんとか身み震ぶるいを止めた。

（ひとまず……わたしを誘拐したのはエリーアスで決定なわけで……）

　どうにかしてこの状況を味方に伝えたいが、オフィには手段がなかった。

　手紙を届けてとお願いして聞いてくれる親切な敵はいないし、まず書く道具がない。

　この部屋で唯ゆい一いつ、外界と接するのは小さな窓だけ。誘拐を示し唆さするために、金のネックレスは庭園に落としてきてしまったので、投げて痕こん跡せきを……も無理だ。

　その小さな窓も、人間では絶対に通れない大きさである。

（ここにネージュがいれば……。ネージュ、あのあとどうなったのかしら……）

　人形のように生気がない瞳を思い出したオフィの胸には、得も言われぬ不安が渦うず巻まく。

　不安に触しよく発はつされたように、オフィの脳内には王家に伝わる秘密が思い起こされる。




『大いなる闇が甦よみがえる刻とき、聖なる騎士の血筋に、黄金の十字の紋様を心の上に刻みし者が生まれ出いでる。

　是これすなわち、天福ありしシギスマンドの生まれ変わりの証あかし。万ばん物ぶつの心の闇や穢けがれを清きよめし『浄化の力』を受うけ継つぐその者、彼の騎士の意志を胸に、大いなる闇と再び相あいまみえん』




　──継けい承しようされてきた言い伝え。

　──突とつ如じよとして様子がおかしくなった竜ネージユ。

　──これまでにない反応を示した、シギスマンドの転生者の証である黄金の十字の紋様。

　まさか、という思いと、でも、という思いが、互い違いにオフィの脳裏を奔はしる。

（これはまだ推測……確証を得るには、わからないことが多すぎる）

　すべてにおいて、圧あつ倒とう的てきにオフィが負けている。

　対してエリーアスは何か、オフィ自身さえ知らないオフィの情報を持っているようだった。

　それがどういったものなのかは知る由よしもないが、一つだけ確実なことがある。

　エリーアスは敵だ──それも得体の知れない、とても強大な。

　背筋から全身に不快な悪お寒かんが走り、オフィは膝ひざをぎゅっと抱かかえた。

（あの大きな手で撫でられたら……きっとこの不安も消えるのに）

「…………隊長」

　自然と口をついて出たのは、ここにはいないアレクのことだった。
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　窓の外で、熟したオレンジのような色をした夕ゆう陽ひが傾かたむいている。

（……お前は今、どこにいる）

　アレクは胸の内で、ここにはいないオフィに問いかける。

　昨日、捜索は夜を徹てつして行われたが、発見には至らずじまいだった。

　セラフィーネは騎士たちに、決して周囲に悟られないようにとの条件付きで、『フローラ』の捜索を引き続き命じている。

（昼間はこうして、大人しくしていないといけないのがもどかしいな……）

　セラフィーネが下した決定は至し極ごくもっともなのだが。

　陽の高いうちは単独で動けないアレクは、オフィのためにできることを実行している。

　それは、これまで何度もソラール帝国の宮殿を訪れ、そのつど書き溜ためていたというオースティン作の見取り図の写しへの加筆である。来訪初日から調べていたが、警備の配置、新たに知り得た部屋の位置その他もろもろの情報は、この三日でずいぶん増えた。

　アレクはひたすらにペンを動かす。夜には闇に乗じて、オフィを捜しに行くために、情報は多く正確なほどいい。

「ローウェル様、失礼致します」

　扉の向こうから声がかかる。声の主はイヴだったのだが──

「……その声でその姿だと、脳が一瞬混乱するな」

　入ってきたイヴは侍女のお仕着せ姿ではなかった。落ち着いた瑠る璃り色のコートと黒のブーツ──頭には男物の茶ちや髪ぱつのカツラをかぶっている。

　女性特有の丸みを潰つぶして、肩には詰つめ物ものを入れているようだ。身長も女子の平均より高いので、その外見は線が細めの美男子にしか見えない。

「なんでしたら声も変えます。──これでいかかでしょう？」

　イヴの声が、若じやつ干かん高めでもれっきとした男のそれにがらりと変わる。

「地声で喋しやべってくれていい。しかしその変装技術はたいしたものだな」

「裏の仕事に変装は必ひつ須すでしたから」

　仮にも騎士であるアレクとしては、習得した高い技術がかつての物ぶつ騒そうなあれこれのためかと思うと、多少微び妙みような気持ちになる。

「おかげで姫様がパーティなどで姿を変えられる際、お役に立つことができます」

「完成度の高さが容易に想像できる。──で、首しゆ尾びはどうだった？」

「残念ながら収しゆう穫かくはありませんでした。今度は別区画のメイドに話を聞いて参ります。しかしながら見目の良い男相手だと、若いメイドの口はずいぶん軽くなりますね」

「俺が言うのもなんだが、その無表情でよく聞き出せたな」

「状況に応じて、必要な表情を作れるよう教え込まれておりますので」

　様々な人物を演じる役者のようだ。当時、人々に与えていたのは感動とは真逆のものだろうが。

「愛想でも涙でも武力でも、姫様を見つけるためならなんでも使います」

「……お前はなぜ、それほどまでにあいつに尽くす？」

　出し抜けに、アレクはイヴにふとした疑問を呈ていする。

（一晩中あいつを捜した挙句、朝から情報集めに勤いそしんでいたが……）

　主君に尽くすのは当然でも、イヴのオフィへの忠義は侍女の域を逸いつしている。

『浄化の力』の効力なのかとも考えたが、同じく浄化されたフェルディナントはこんなふうではないように思う。

「ただ命じられるままに罪を重ねていた私の心を姫様は救い清め、光の下に導いてくださった……私を浄化したせいで、姫様は虚弱になったのです」

　ふっと、アイスブルーの瞳に、悲しげな影が落ちる。

「姫様は一度も私を責めたことはありません。それどころか、優しくしてくださる。恨うらみ言ごとも弱音も吐かず、ひたすらに努力なさる姫様を私は心から尊敬しています。──ご恩に報むくいたい、私にできることはなんでもして差し上げたいのです」

　はっきりと言いきる彼女の中には憧どう憬けいと恩義、それに贖しよく罪ざいのような感情があるのだろう。

　イヴにとってオフィは、主君の枠わくに収まらない存在。その想いがアレクにも伝わってくる。

「立ち入ったことを聞いて悪かった」

「いいえ、ローウェル様でしたら、何を聞かれようともお答え致します」

「なぜだ？」

「姫様がご家族を除いて、最も信頼しておられる方ですから」

　オフィが抱く信頼を、第三者からこうきっぱり言いきられると、どうにもむずがゆい。

　傍はたから見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだと、言われているようで。

「それでは失礼致します。引き続き、吉きつ報ぽうをお持ちできるよう努めさせていただきます」

　礼れい儀ぎ正ただしく腰こしを折って、イヴが部屋から出ていく。

　すると。

「あれ、アレクがいる。じいさんと一緒にセラフィーネについていかなかったん？」

　入れ違いに入ってきたのは、同室のハロルドだ。

「昼ちゆう餐さん会かいに、仰ぎよう々ぎようしい面メン子ツは一人で十分と殿下がおっしゃってな」

「まあたしかに～。そんでうちの最強とある意味最さい恐きようの二人はまだ、皇子たちによる華か麗れいなる昼餐会か？」

「ああ。『皇子たち』から『トリスタン皇子』だけに変へん更こうになったけどな」

　昼餐会は両皇子共に出席予定だったが、エリーアスは夜会当日から体調不良が続いているようで、昼餐会も欠席することになった。

　聞くところによれば、調子を崩くずすと数十日姿を見せないこともままあるそうだ。

　お茶会の別れ際にちらっと目にしたときは、顔色は悪くなく、健康に不安があるようには思えなかったのだが。

「で、ハルはソラール帝国の軍人と打ち解けたのか？」

「一応な～。『酒場でも花街でも誘さそわれてらっしゃい』ってセラフィーネの指示どおり、酒場に無事誘われたから今夜行ってくるわ。あとメイドにも話聞いたけど、情報の幅はばがまあ広くてさ、オレ感心したわ」

　人の警戒心を解くのはハロルドの得意分野。

　情報収集でも、持ち前の明るさと人ひと懐なつっこさをいかんなく発揮しているようだ。

「そうか、さすがだな」

「ん～、なんつーかアレク冷静だよな。日頃の過保護な父親ぶりが噓うそみたいに」

「緊急時に冷静さを欠いたら話にならないだろう」

「そりゃそうだけどさ。手塩にかけて育ててる可愛い部下がいなくなったんだぜ？」

「心配は当然しているが、絶望はしていない」

　しなやかな細い腕うでに剣を掲かかげたオフィは、お飾かざりの従騎士などではない。

　精鋭たらしめる厳しい訓練に耐えて正式入団を果たした、《セント・クロワ》の一員だ。

「騎士が危険と隣となり合あわせにあることを、あいつは自覚している。その上で危険を退けるために俺や他の隊員たちに揉もまれているんだ、そうすんなり手た折おられはしない」

「信頼が半はん端ぱじゃねえな～」

「それでも、すぐにでも捜しに行きたいのが本音だけどな」

　アレクは、預かっているオフィの金のネックレスを摑む。

　──いまだに戻らないということは、少なくとも脱だつ出しゆつ困難ということ。

　自衛ができて、強気で勝気なじゃじゃ馬でも。オフィはまだ従騎士として駆け出しの、十六歳の少女だ。

「敵陣にたった一人の状況を、心細く感じないわけがないからな。一分一秒でも早く迎えに行って、あいつを安心させてやりたい」

「……アレク、お前まだ無自覚なわけ？」

「何がだ？」

「あーうん、まだっぽいな。……色いろ恋こい方面どんだけ鈍にぶいんだよ」

　最後はごにょごにょとしか聞こえなかったが、なんとなく貶けなされたような気がする。

「ま、アレクらしいっちゃらしいけど。ここは親友として、とっかかりを与えとくべき？」

「ハル、さっきから何を言っているんだ？」

「お前にとってオフィーリアはどんな存在か、とっとと自覚しろってな」

　ハロルドの台詞が、アレクの心臓を真っ向から突つく。──どくっ、と、脈が一つ大きく跳はねたのが自分でもわかった。痛いところを貫つらぬかれたような感覚に似ている。

「まあ、オレのお仲間はいつでも大だい歓かん迎げいだからさ。つってもアレクはすんなり成じよう就じゆしそうだけど」

「……意味不明だ、はっきり言ってくれ」

「無自覚な奴にこれ以上のヒントはあげませ～ん」

　あとは自力でがんばれと言い放ち、ハロルドは話を一方的に畳たたむ。

「そういやちっこい雪玉は？　戻ってきた？」

　目を転てん瞬しゆんさせるばかりだったアレクは、ハロルドの問いかけで頭の働きが正常に戻る。

「いや、戻っていない」

　──空中散歩に出かけたままだったネージュと話をするために残ったオフィは、その後行方不明に。

　時を同じくして、ネージュも再び忽こつ然ぜんと姿を消した。

　そのことがアレクの頭の片かた隅すみに、小さな棘とげのように引っかかっている。

（これは……ただの偶ぐう然ぜんなのか？）

　ちまいのが流りゆう暢ちように喋るだけの鳥なら、偶然と一いつ蹴しゆうできただろうが。

　ネージュの魂は、レーヌグランの神話に登場する、巨きよ軀くと炎で国を滅ほろぼそうとした元邪じや竜りゆう、というぶっ飛んだ存在だ。

　大昔に件くだんの邪竜をぶちのめし、『浄化の力』で改心させた、神の加護を受けし騎士シギスマンド。オフィはその救国の英雄の生まれ変わりと、こちらもぶっ飛んでいる。

「仮にあいつらが一緒に攫われたのだとすれば、犯人もただの人間ではないかもな」

「まっさか～……って言いてえところなのに、伝説の騎士と竜が実在すると知った今は、黒幕的な存在を笑い飛ばせねえ……」

　レーヌグラン王家でも限られた者に継承されてきた、神話にまつわる言い伝え。

　本来なら死ぬまで、アレクとハロルドは知ることはなかっただろう。

　だがしかし、オフィの正体と異能の発現を目にしたことで、墓場まで持って行くことを条件に、言い伝えについてアレクたちは姉し妹まいから教えられた。

　その中で『大いなる闇』なる、いかにもな存在が仄ほのめかされていたのだ。

「聖なる騎士、竜、とくれば、黒幕は魔ま王おうか悪の魔ま法ほう使つかいと相場は決まっているが」

「だったらこっちも、白い魔法使いだとか聖職者を用意すべき？」

「大昔はまだしも、現世に本物は砂さ漠ばくに落ちている金の粒つぶほどもいないだろう」

「ならオフィーリアは囚とらわれの美び姫き兼けん、金の粒兼、切り札ってこったな。犯人はどれ目的かね？」

　──あいつは、どう転んでも価値がある。

　この先ますます花を開かせる、見み目め麗うるわしい乙おと女めとして。

　大国レーヌグラン王家の正統な血を引く姫君として。

　神より賜たまわったという、聖なる『浄化の力』を持つ異能者として。

　どれかなのか、全部なのか。それは犯人に聞いてみないとわからないだろう。

　状況は五ご里り霧む中ちゆうだ。

（だからどうした）

「──どんなに手がかりが少なくても、犯人は捕とらえる。それから洗いざらい吐いてもらうさ。無断でうちの者を攫った落とし前をつけさせたあとでな」

「あー、アレクの仏頂面じゃない不敵な顔、オフィーリアに見せてやりたいわ」

　白い歯を覗のぞかせて笑うハロルドがアレクの隣に腰かけるなり、アレクの肩に腕を回す。同じようにアレクもハロルドに腕を回し、肩を組んだ。

　そのままアレクとハロルドはどちらからともなく、拳こぶしを合わせた。
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「じゃじゃ馬が無茶をしでかす前に、迎えに行ってやろうぜ」

「ああ。あいつを必ず取り返す。必ずな」

　アレクは改めて誓ちかいを心に刻みつけた。同時に、ハロルドの投げてよこした言葉が、意思を持ったようにアレクの中で反はん芻すうされる。

　──『お前にとって、オフィーリアはどんな存在か』

　何事にも一生懸命で、見ているとつい手を伸ばしてやりたくなる。自分が守ると決めた部下。

　それだけでは済まないことは、アレクもさすがにわかっていた。
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　監禁されてからオフィは、ひたすら脱出方法を模も索さくしていた。

　しかし。

　──地じ震しんとか竜たつ巻まきとかの災害で、建物が壊こわれでもしないと無理。

　という結論に至り、煮に詰つまるを繰り返していた。

　そうなるたびに、腹筋や腕立てなどで身体を動かし、頭をすっきりさせてまた初めから、をオフィは延々続けている。

（隙は逃のがせないから、準備は怠おこたらないようにしておかないと）

　いざ逃とう走そうとなった際、筋力は必要不可欠。

　鍛きたえることは維い持じにも気分転てん換かんにもなる。武器がないので、素す振ぶりができないのがつらいところだ。

「四十七、四十八、よんじゅうきゅ……」

「……監禁されて泣き濡れるのではなく、腕立て伏ふせに励はげむ姫君を見たのは初めてです」

　五十回を目前にしたところで、ローブ姿のエリーアスが気配なく入ってくる。

　今回は、左胸にある紋様は反応しなかった。

（……わざわざ中断してやる義理はないわね）

　オフィはキリ良く腕立てを五十回やっつけてから、エリーアスと正対した。

　胸の中に漂ただよう不安を見透かされぬよう、余裕があるかのように笑ってみせる。

「エリーアス皇子、こんな昼下がりに油を売っていてよろしいの？」

「私には体調不良という万能の名目がありますから」

「とんだ仮け病びよう皇子ですこと。ところで何かご用でも？　──わたし、自分を監禁してる奴と顔を突き合わせたくないんですけど」

　ストロベリーブロンドをぴんと弾はじいて、オフィは意図して言葉から敬いを取り払う。

「おや、口調がずいぶんと様変わりされましたね」

「これでも礼節はわきまえてるわ。けど誘拐犯に使う敬語は持ち合わせてないの」

「勇ましいことです」

　横おう柄へいともいえるオフィの態度に、エリーアスは怒るどころか口角を上げる。

　誰に対しても丁てい寧ねいな口調と笑顔を絶やさないエリーアスに、オフィも好感を持っていたのだが……

　常じよう軌きを逸した中身を垣かい間ま見みた今のオフィには、不気味としか思えない。

「戦いの最中の彼も、勇ましい男でしたが。そうですよね？」

　エリーアスに答えるように、彼の首の後ろあたりからひょこっと現れたのは──

　なんと、ネージュだった。

「なんでそんなところに……!?」

「あなたが光ならば、私は相反する闇です。光が闇を照らすように、闇もまた、光を吞み込む。──再び私の僕しもべに戻しただけのことですよ」

（言い回しがいちいち詩的でまどろっこしい！　こんな状況で風流はいらないから！）

「ネージュ、しっかりして！　ネージュ！」

　オフィが声をかけても、ネージュの反応はやはりない。

　まるで操あやつり人形のように、黒い双そう眸ぼうからは光が失われたままだ。

「『ネージュ』？　ああ、もしかして竜の名前でしょうか」

　肩にのせたネージュに、エリーアスの手が伸びる。

　普通の人間ならば、幻げん獣じゆうである竜の魂の入った白い肢し体たいをすり抜ぬけてしまう。

　──なのにエリーアスは事もなげに触れているではないか！

（どういうことなの……!?）

　これはいよいよ雲行きが怪あやしくなってきたと、オフィはごくっと喉を鳴らす。

「……一つ聞くわ。わたしがシギスマンドの生まれ変わりだと、いつ知ったの？」

「お茶会でお会いしたときです。あなたの魂はまるで闇を侵しん食しよくする光こう彩さい、シギスマンドのそれと同じでしたから」

　初めて目が合ったとき、古い知り合いに見せるような顔をした理由。話の流れからして、どうやら追つい憶おくの類たぐいであったらしい。

（ここまできたら眉まゆ唾つば物ものの話も疑わないわ）

　世界は割となんでもありであることを身をもって知るオフィは、魂でわかったという説明を受け入れる。

「エリーアス皇子、……あなたはいったい何者なの？」

　この期ごに及およんで、駆かけ引ひきだとか小難しいことを考えても意味などない。

　オフィはもう一度、直ちよく截さいに訊く。

「──あなたには前世の記憶はないようですし、古いにしえの話をして差し上げましょうか」

　腰を据すえてという空気でもないため、オフィとエリーアスは両者共に立ったままだ。

　オフィは背筋を槍やりのように伸ばす。

「私の前世は、大昔のソラール帝国の第十三皇子。皇こう帝ていである父に一夜の寵ちよう愛あいを与えられた愛あい妾しようの子。──何をしても咎とがめられない立場にありました」

　愛妾の子で十三番目の皇子となれば、王位とはほぼ無関係の位置になる。

　咎められないというのは、誰も咎めることのできない存在という意味合いではない。

　咎める必要のない、『どうでもいい存在』ということだ。

「ですから生まれ持っていた非ひ凡ぼんな魔ま術じゆつの才を磨みがき、魔術師になったのです。かつて竜だったコレを降魔術で召しよう喚かんし、意のままに使し役えきした張本人が私ですよ」

　聖なる騎士シギスマンド、邪竜、それを操っていた──『大いなる闇』。

　神話級の三者が、こんな殺風景な監禁部屋の中で邂かい逅こうした。

　もう少しそれらしい場面はなかったのかと、オフィは現実から目を背そむけるように神に文句をたれる。

「なんで、ネージュを使って暴れさせるような真似を？」

「望みがありましたから」

「望み？　世界征せい服ふくでもしたかったの？」

「私はそこまで横暴な大志を抱いてはいませんでしたよ」

　エリーアスは曖あい昧まいに笑ってはぐらかす。

　竜を送り込んでかつてのレーヌグランを火の海にした時点で十分に横暴だと、オフィはつっこみたい気持ちをなんとか堪える。

（言い方からして、核かく心しんを話す気はないんでしょうね……）

「その竜をシギスマンドは剣一本で薙なぎ倒たおし、神の御み業わざで何かをして術者の支配から解き放った。私自身も彼との戦いに敗れ──禁きん忌きとされる、故意の転生術を自らにかけました」

　エリーアスがふっと笑む。──優しさをまるごと取り払ったような冷れい笑しようだ。

　急所に、凍いてつく鋭えい利りな氷をあてがわれたようだった。

　怯ひるんだら負けと、オフィは全身から気合いをかき集めてエリーアスを睨み据える。

「あなたは、生まれながらに前世の記憶があったの？」

「いいえ。私は第一皇子として帝国の繁はん栄えいのために邁まい進しんし、愛する妃との間に子を授さずかることのできた、幸福な皇子でした。──愛する者の命を奪われた、あのときまでは」

　エリーアスがはめていた手袋を取り去った瞬間、オフィの全身が総毛立ち、金十字の紋様がまたも反応するように熱を滾たぎらせる。

　彼の左の掌にある、黒十字を丸で囲んだ紋様は痣あざでも刺青いれずみでもなく──

　──わたしと同じ転生者の証。

　それを隠すため、エリーアスは常に手袋を着用していたようだ。

（何……この息苦しさ）

　灼熱の煙けむりが肺に充じゆう満まんしたみたいだ。思わずオフィは眉まゆをしかめた。

　視界が刹せつ那な的に漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされる錯さつ覚かくに陥おちいるほどの、禍々しくて邪じや悪あくな気配がする。

　────この人、まさか。

　力を思いのままに、発現させたり消失させたりできるのか。

　そうでなければオフィはエリーアスに初めて出逢ったとき、彼になんらかの不ふ穏おんなものを覚えたはずだ。ならば彼は己の能力を自在に操れるのだろう。

　フェルディナントのときのように、靄もやのようなものは視し認にんできない。

　それはおそらく、エリーアス自身が力の発生源だからだ。

「絶望が引き金になったのか、前世の記憶と力がこの身に戻りました。覚かく醒せいの折にあなたの──正確にはシギスマンドの気配も感じましたよ。だから我らに因いん縁ねんのある竜の魂を死し霊りよう術で呼び戻したのです。術者には行動を縛しばる強制力がありますからね」

（降魔術に死霊術……黒魔術の書とかの冒ぼう頭とうに載のっていそうだわ……）

　遥はるか昔は、その道の人間が魔法を発生させることができたらしいが。

　魔法的な力はとっくに希き薄はくになり、それを活力源にしていたネージュたち幻獣さえ、数百年も前に自然界から淘とう汰たされた状態だ。

「あなたの前世が魔術師でも、昔と今では世界が違う。なぜそんなことができるの？」

「おっしゃるとおり、時代と共に自然界に溢あふれていた魔ま力りよく源は微び々びたるものとなりました」

　しかし、とエリーアスは否定を意味する接続詞を続ける。

「私の力の大源は、地の底に在る闇に嘉よみされし力──悪あく魔まから授かったと言うのが近いでしょうか。自然を操るのでなく、魔の者や死霊を喚よび、使役するものなのです。前世の記憶どおりに手順を踏ふめば、使うことはさして難しくないのですよ」

　あなたには無理でしょう──口にはしないが、赤銅色の瞳にあるのは侮あなどりだ。

（これが高こう慢まんちきでも腹が立つけど、紳しん士し風なだけに落差がすごくてよけい腹が立つわ！）

　徹てつ頭とう徹てつ尾び丁寧な言こと葉ば遣づかいに対してのみ、かろうじて残っていた好感も跡あと形かたなく吹ふっ飛とぶ。

（猫かぶりなんて生なま温ぬるい、どれだけ演技力高いのよ！）

　温和と聞いていた性格とは結びつかない。これが本ほん性しようなのか、妻子の死で気が触れるなり、前世の記憶が戻るなりで激変したのか……そんなもの知ったことではない。

　胸がむかむかする。いっそ気持ち悪いと思い始めたエリーアスの整った顔を、オフィは殴りつけてやりたくなった。

「──まさかネージュの魂を、フェルディナントに憑ひよう依いさせたのはあなた？」

「ええ。オルタンシア公こう爵しやくに私の妃の葬そう儀ぎでお目にかかった折、あなたの存在は遠い場所にありましたから、確かめるために利用させていただきました。三カ月前を境に竜の魂から私の気配が消えて、実在する確証を得られましたよ」

　オフィは眉を限界まで吊つり上あげた。

「どうして無関係な人間を巻き込むのよ！　あなたの狙ねらいはわたしなんでしょう!?」

「決まっています──彼もシギスマンドの血を引くレーヌグランの王統だからですよ」

　音を立てて、オフィの血の気が引いた。

　心音がどくんどくんと、耳をつんざく。

「それは、どういう……」

「故意の転生は理ことわりに背く禁忌の術。その対価は己の命です。私はシギスマンドに敗れ、止とどめをさされる前に禁忌を発動した」

　赤銅色の目は今を見ていない。どこか遠い、過去にある。

「私がすべてと引き換えにしてでも転生した理由──それはかつての私の宿望を打うち砕くだいたシギスマンドへの復ふく讐しゆうです」

　エリーアスがオフィに向けているのは、敵意なんて生易しいものではない。

　捕ほ食しよく者が獲物の喉元に食いつく寸前のような──邪じや念ねんの入る余地のない純じゆん粋すいな殺意だ。

（…………っ！）

　凄すさまじい殺気にあてられたのか、喉の奥から嗚お咽えつが漏れそうになる。

　殺気立った盗とう賊ぞくを相手取ったことはあるが、こんな事態にはならなかった。

　自分が今このときに感じているのが〝恐きよう怖ふ〟なのだと、オフィは屈くつ辱じよくにまみれながら認める。

「──生まれ変わりでも、あなたと、前世の自分は別の人間でしょう。なぜそこまで」

「たしかに生きる時代も、歩んできた道も違います」

　でも、とエリーアスは言を継ぐ。

「私は前世の自分の気持ちが痛いほどわかる。──大事なものを失ってしまった私は今や、魂に焼きつけられた復讐という悲願を成就するためだけに生きています」

（だったらどうして、すぐにわたしを殺さない？）

　オフィは武器を持っておらず、味方もいない。

　命を奪うというなら、これほどの好機はないはずだ。

「殺さないことが不思議そうですね。……もちろん、監禁してすぐに、私はあなたを殺そうとしましたよ」

　すでに暗殺が実行されていたことに、オフィは愕がく然ぜんとする。

　が、実際こうして生きているし、エリーアスにオフィを屠ほふる素振りなどなかったはずだ。

「けれどまだ無理でした。神の加護を受けたシギスマンドの生まれ変わりであるあなたに、切れ端程度の力は無効でした」

（エリーアスがわたしの額に掌を当てたのは、そういうことだったのね）

　あのとき彼が口にした『光を奪えルス・サカル』というのが、能力を解放する呪文なのだろう。

　異能の力を持つオフィにはおおよその見当はつく。

（それならそれでなぜ、物理的な手段を取らないのかしら）

　人間なんて心臓を貫くか首を締め上げれば簡単に死ぬのに。オフィは武術を心得る手前、物騒なことをうっかり考えてしまう。

「ゆえに力が完全に満ちた刻、コレのようにあなたを私の意のままに動く僕にする。特別に意識を残し──その手で血族たちを葬ほうむらせたのちに、あなたを屠って差し上げます」

「なっ！」

　オフィの心を読んだかのようなエリーアスの言いぐさは、ただ殺すよりずっと残ざん忍にんだ。

　意識を保ったまま、己の意に反して血族を手にかける──想像するだけで吐きそうになる。

「一瞬で楽になどさせるなどもったいないですよね。やはり。あなたには永く絶望していただかないと」

「あなたは戦争を起こすつもり!?」

「シギスマンドへの復讐と、彼の騎士の子孫に報復を果たすためなら、致し方ないと思っています」

「自分がどれだけ身勝手なことを言っているのかわかってるの!?　私し怨えんでどれだけ犠ぎ牲せいと悲劇を生むつもりよっ、あなたこの国を導く立場にある人でしょう！」

「自分の立場も発言内容も、ちゃんと理解できていますよ」

　悪びれもせずにのたまうエリーアスが、酷こく薄はくな面つらつきになる。

「──あなたには間違いなく力がある。だがその力を使いこなせない。おそらく高いリスクや負担があるのでしょう。そうでなければ、すでに私に使っているはずです。……あはははっ！」

　抑よく圧あつしていた感情が決けつ壊かいしたように、急にエリーアスが大声で笑い出した。

　異様な姿に、オフィは驚くよりも気味の悪さで鳥肌が立つ。

「千年前、神に愛され忌いま々いましいほどに強かった彼かの騎士を、かような弱き者に生まれ変わらせるとは。天上の神のお考えは無辺すぎて、私ごときでは推察することはかないません」

　勝かち誇ほこったかのような哄こう笑しようを上げながら、エリーアスが部屋からいなくなる。

　やがて消えてしまったそれは、オフィの鼓こ膜まくにしつこく鳴なり響ひびいていた。
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　窓の外は、真しん紅くや赤あか紫むらさきの色しき彩さいが帯状となって流れる、黄たそ昏がれ時どきの空をしていた。

　天はまだ光を奢おごっているが、辺りはそのうち藍あい色いろに変わり、夜がやってくるだろう。

　──あれから二日経たつが、エリーアスは姿を見せていない。

　嵐あらしの前の静けさのようで不気味ではあった。

　けれども時間があいたことにより、オフィは精神的疲ひ労ろうのせいで指の一本を動かすのもしんどいくらい疲ひ弊へいしていた状態は脱だつした。

　頭と心にも少しの平静さが戻もどる。

　そうすると、いろんなことが思考できる余よ裕ゆうが生まれた。

（わたしをほっといているのは、勝つ自信がそれだけあるからよね）

　オフィの力に関するエリーアスの推論も図星だった。

　彼かれはその気になれば、すぐにでもオフィの命を奪うばえる。そうしないのはエリーアスが、オフィを苦しめたいからに他ならない。

（でも掌てのひらをかざしたとき……エリーアスは、『今はまだ力が足りない』と言っていた）

　話から推測するに、エリーアスの力もいつでも全開で使えるほど万ばん能のうではないのだろう。

　条件か何かあるのだろうが、切きれ端はし程度で、ネージュを従えることができるのだ。

　少なくとも一度行使するだけで、意識不明に陥おちいるほど生命力が消しよう耗もうするオフィの力よりは、よほど使い勝手が良いい。

（……なんだったかしら、昔、オースティンに教えてもらった戦術の基本……）

『勝敗は勝因ではなく、敗因の有う無むで決まるものですぞ』

　敵の態勢を崩くずし、敗因を作らせる。

　敵がこちらに勝てなかったとしたら、それはこちらの態勢が万ばん全ぜんだったということ。

　必要なのは、己おのれから敗因となる芽を摘つみ取ることだと、オースティンは言っていた。

　ところが今は、状じよう況きよう的てきにも能力的にも、エリーアスに分がある。

　絶望的に、オフィが不利だ。

（敗因しかないとき、どうしたらいいのか聞いておくべきだったわ）

　オースティンなら、「最後は原始的に殴なぐる蹴けるの力ちから技わざですな」とでも言いかねないが。

　力技なる自力で切きり抜ぬけるのは、化け物のオースティンやアレクたち超ちよう一級クラスの腕うで前まえがないと不可能な芸当だ。並みの騎き士し程度のオフィでは突とつ破ぱできない。

　これではエリーアスの言葉そのままだと、オフィは先日の記き憶おくを脳のう裏りに呼び覚ます。

『忌いま々いましいほどに強かった彼かの騎士を、かような弱き者に生まれ変わらせるとは』

　──本当に、どうしてわたしだったの？

　エリーアスの前世の人物は、自分の生命を犠ぎ牲せいにしてでも、『宿望』を潰つぶした仇かたきに復ふく讐しゆうするべく、転生するための術を己の魂たましいに施ほどこした。

（そこまでする『宿望』がなんなのか、わたしには思いつかないけど）

　シギスマンドが知っていたかも不明だ。

　ただ彼はなんらかの方法で、自分の魂を意図的に転生させた。

　そして『大いなる闇やみと再び相まみえん』と、言い伝えに遺のこした。

　そう考えると、シギスマンドは宿望が何か知っていた可能性が色いろ濃こくなるが、内容は皆かい目もく見当もつかなかった。

（でも……ここまで何もかも都合よく引き合うものなの？）

　オフィには、見えない力が働いているような気がしてならない。

（ハロルドやフェルディナントも、れっきとした聖なる騎士の血筋。彼らなら力があり、しかも男。……なのに女であるわたしが選ばれた）

　なぜかなんて知る由よしもない。

　もしもこれがただの神の気まぐれなら正直恨うらむと、オフィは石の天てん井じようを睨ねめつける。

（だけど……運命をいくら嘆なげいてもだめね）

　オフィが、シギスマンドの生まれ変わりという事実は変えられない。

　神の気まぐれでも手て違ちがいでもなんでも、オフィは事実を投げ出すわけにはいかないのだ。

　なぜなら──

（……自分が殺されるより、嫌いやだもの……）

　姉や従兄いとこたちをこの手にかけるくらいなら、いっそ自害した方がましだ。

　だからといってオフィがみすみす命を絶てば、エリーアスの魔ま手しゆは次に、シギスマンドの血を持つ他の王族、セラフィーネたちに向けられるだろう。

　大切な人たちが成す術すべなく蹂じゆう躙りんされる。そんなのは耐たえられない。

　対たい抗こうしうる唯ゆい一いつの『浄じよう化かの力』を持つオフィが阻そ止ししなければならないのだ。

「……わたしは、またレーヌグランの地を踏ふむことができるのかしら……」

　押おし殺ころしていた不安が、か細く溢あふれた。

　諦あきらめの悪さには自信のあるオフィだが、結果がどうなるかはまるきりわからない。まさしく神のみぞ知る、というやつなのだ。

（エリーアスが「神の御み業わざで何かをして」と口にしていたもの。……きっとシギスマンドの『浄化の力』がどういったもので、どんなふうに行使されたのか仔し細さいには知らないはず）

　どこで戦ったのか知らないが、エリーアスの言う千年前に、巨きよ軀くの竜りゆうが暴れられる広い屋内施し設せつなど存在していない。

　おそらく砂すな煙けむりや夜の帳とばりなど、自然の目め隠かくしが邪じや魔ましてくれたのだろう。

（あるのは不確定な、あまりに細い光明……）

　自分と対極の、そして強大な力を使いこなすエリーアスに、果たして勝てるのか。

（できるかできないかじゃないわね）

　──やらなきゃ大切なものを失うんだもの。

　勝算は未知数だ。成功してもしなくても、オフィに明日を迎むかえられる保証はない。

　大切な人たちに、もう会えないかもしれないという考えがオフィの頭をよぎる。

　まっさきに思おもい浮うかんだのは──銀色と青あお紫むらさきの、冷たい色彩だった。

（…………隊長に、会いたい）

　いつだって、ありのままのオフィを受け止めてくれる人。

　ほんの少し前まで、明日も当然のように会えると思っていた。

　それなのに……もう会えないかもしれないのだ。

　不ふ機き嫌げんそうな顔が見たい。低い声を聞きたい。一いつ緒しよにごはんを食べたい。

　もう一度、あの大きくて硬かたい手で、触ふれて欲ほしかった。

　身体からだの内側を突つき破やぶらんばかりに大きくなっていた、名前を知らない感情がなんなのか。

　アレクにだけ、らしくもなくどきどきして、熱くなって、ふと涙なみだが出そうになる。

（ああ、そっか……）




　────わたしは、隊長のことが好きなんだ。




　胸にすとんと落ちる気持ち。

　追って後こう悔かいの念がオフィに押し寄せる。

　望まぬ離はなれ離ばなれでやっと自覚した。アレクが、オフィにとって特別な唯一の男性と。

　初はつ恋こいもまだだったから『恋』だと気づかなかっただけで、きっともっと前から、そうだった。

　この間アレクが何の気なしに言った言葉に反応したのも、彼に好きな女ひとがいるかもしれないと不安になったから。

　それがどうにも知りたくて、咄とつ嗟さに口に出そうとしてしまったのだ。

　ようやく、気持ちの正体がわかったのに──

（『好き』も『ありがとう』も、……伝えられるの？）

　ふいに思ってしまうと、夜の海に静かに沈しずんでいくような、孤こ独どくと虚きよ無む感が絡からみつく。

　悲しみで張はり裂さけそうになる胸を押さえつけ、オフィは声を殺して泣いた。
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　夕刻が迫せまった、宮きゆう殿でんの迎げい賓ひん棟とう。

　部屋に戻ったアレクは制服から黒の動きやすい軽装に着き替がえた。庭園での茶会に付いていたが、このあとセラフィーネに予定はなく、夜の警備は別の騎士が行う。

　よってアレクは自由に動けるのだ。

　──コンコン。

　夜に向けて着々と忍しのぶ準備をしていたアレクの元へ、訪ねてくる人が。

　扉とびらの鍵かぎを開けて廊ろうへ出ようとしたアレクは、思わずぎょっとした。

「殿でん下かっ！」

　先ほど部屋に送り届けたはずのセラフィーネが、ドレス姿のままで立っている。

　主君が臣下の部屋に出向くなど火急の用件でもなければあり得ない。

「何かあったのですか!?」

「少し話があるから、わたくしの部屋に来てもらえるかしら」

　その格好のままでかまわないわ。制服に改めようとしていたアレクは、セラフィーネの言葉に従い、そのまま後ろをついていく。

　いつもと歩く速度が変わらない様子から、何か急ぎの用というわけでもなさそうだ。

（なら話ってのはなんだ？）

　わざわざ呼びに来たということは、オフィに関することだと見当はつくのだが。

　部屋の前で警護にあたっている騎士が、二人を認めて敬礼する。

「入りなさい」

「はい、失礼致いたします」

　セラフィーネが腰こしを落とした椅い子すの前にあるテーブル上には、何枚もの紙が綺き麗れいに積み重ねて置かれてあった。

　それはアレクが加筆した、宮殿各所の施設の見取り図だ。捜そう索さく済みの場所にはバツ印が付けられ、アレクが渡わたしたのちに得た情報なども細かく書き込まれているようだった。

「犯人はあの子をどこに隠してくれたのかしらね」

　オフィが行方ゆくえ不明になってから今日まで、犯人からはなんの音おと沙さ汰たもない。

　おまけにソラール帝てい国こくの宮殿は巨きよ大だいで、敷しき地ち内には多くの施設がある。公にできないこともあって、捜索は困難を極めていた。

　かといって、泣き言を吐はいている暇ひまはない。

　建国記念式典まで、もうあまり時間がないのだ。

「地下牢ろうや人通りの少ない宮殿の外れにある部屋や塔とうなど、それらしい場所に誰だれかを隠している様子は見受けられませんでした」

　監かん禁きんするとはいえ、相手は人間だ。ただ閉じ込めておけばいいわけではない。

　そこにはなんらかの痕こん跡せき──人目を憚はばかるようにこそこそと動く影かげや、怪あやしげな見張りなどがちらつくものだ。

　騎士はそういった『不ふ審しん』に敏びん感かんな職業。近づけば必ず気がつく。

「宮殿内で目もく撃げきした者がいれば、噂うわさ話ばなしの宝庫である宮きゆう廷てい筋からわたくしの耳に情報がおのずと入ってくるはず。入ってこないということは、宮殿から独立している施設に監禁されている可能性が高いでしょうね」

　ソファに身を沈めるセラフィーネが、深い息を吐く。少し疲つかれているようだ。

　無理もない。予定されている催もよおしの他に、個人的な誘さそいなどにもセラフィーネはすべて顔を出して、情報を探さぐっているのだ。

　ハロルドたちもアレクと同様に、不ふ眠みん不休状態で情報収集と捜索にあたっていた。

　それぞれがオフィ奪だつ還かんのために全力で動いている。手がかりは手た繰ぐり寄よせられていると信じて行動するしかない。

「私や他の者も、現在手分けして別の施設を探っておりますので」

「任せるとしか言えないのが嫌になるわ。わたくしがいっそ男だったら、自らの足で妹を捜さがしに行けるのに」

　この絶世の美び貌ぼうと胆たん力りよくを備えた王子──想像すると冷ひや汗あせが出るのはなぜだ。

　大陸統一の文字がやけにくっきり脳内に浮かんだアレクは、浮かんだ余計なものを頭の隅へ強ごう引いんに追いやる。

「殿下の手足となるのが我ら《セント・クロワ》です。自由に動かせる手足、殿下の思うままにお使いください」

「そうね、使えるものは惜おしみなく使わせてもらうわ」

「はい、存分に」

　胸に手を当ててアレクは頭こうべを垂れる。

「──ときに殿下、私に話というのは」

「いえね、あなたに聞いておきたいことがあったの」

　セラフィーネは一呼吸置いて、コバルトブルーの強い瞳ひとみでアレクを射い抜ぬく。心の奥おく底そこまですべて見られているような、そんなまっすぐな視線だ。

「あなたにとって、オフィはどういう存在？」

　思ってもみないことをセラフィーネは問うてくる。

　ハロルドから出された同じ言の答えを探っていたアレクは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「──妹君はひたむきで、まっすぐな心を持つお方です。部下としても信しん頼らいしています」

「あなたは噓うそをついていないでしょう。──でもわたくしはあなたの本心を聞きたいの。『セラフィーネ』としてね」

　次期女王でも、主君でもなく。ただの個人として、セラフィーネはアレクに命令ではなくお願いをしている。

（俺おれにとって、あいつは……）

　ここのところ、アレクはずっと自問自答し続けていた。

　──他た人にん行ぎよう儀ぎなオフィを水みず臭くさく感じたり、他の男を妬ねたむような黒い気持ちを持ったり。

　月日が経つごとに、不思議で、誰にも抱いだいたことのなかった感情が膨ふくれ上あがることを自覚していた。

　しかしそれがなんなのか、ずっとアレクにはわからなかったのだ。

　──放っておけない。あいつは妹分だから。

　そうやって理由を作って自分を納なつ得とくさせてきた。何かをごまかすかのように。

　だがハロルドに核かく心しんを突かれたことで、大事な部下で妹分ではあるが、『それだけ』ではないことを悟さとってしまった。無意識に避さけていた感情から、もはや目を背そむけることができなくなったのだ。

　がんばっているときは応おう援えんしてやりたい。

　悲しんでいるときは励はげましてやりたい。

　徐じよ々じよに大きくなっていた想おもいが、部下に対するものから逸いつ脱だつしたのはいつなのか。はっきりとはアレクにも言えないが、きっと以前から、心のどこかに湧わいていた。

　──他の誰にも渡したくない。

　それは明白な独どく占せん欲で、傍そばにいたいといういじらしい願いであった。

　ここまで理解しておきながら、この想いがなんなのかと混乱するほど、アレクも愚おろかではない。

（……俺が応えるべきは、臣下としての分を犯おかさない返事だけだ）

　頭ではそれが正解だとわかっているが──気持ちをごまかすような真ま似ねはしたくないと思った。わざわざ『セラフィーネ』として、彼女は訊たずねてきたのだから。

　建前を貫つらぬくのはそれこそ失礼にあたる。アレクは意を決した。

「──ただ一人の特別な女性として、畏おそれ多おおくもお慕したい申し上げております」

　アレクは己の胸中で導き出されていた気持ちを、繕つくろわずに吐と露ろする。

　セラフィーネの真意はわからなかった。

　臣下としての分をわきまえろ身みの程ほど知しらずと、謗そしられるかもしれない。覚かく悟ごの上で、アレクは黙もくして言葉を待つ。

　臣下らしからぬアレクの気持ちを確かめたセラフィーネだったが、彼女の反応は意外なものだった。

「そう」

「……それだけですか？」

「聞いておきたいと言ったでしょう。それ以上の意味はないわ」

　ゆるやかに肘ひじをついたセラフィーネが、どこか感かん慨がい深ぶかげな様子でアレクを見る。

「アレクシオ、あなたはオフィのどこに惹ひかれたの？」

「正直に申し上げますと、具体的に答えられません。人となりを知るうちに嫌けん悪お感が失うせ、一人の人間として好感を持っていました。そして皮肉にも今回距きよ離りができたことと親友からのきっかけで、己の気持ちにようやく気づきましたので」

「ふふ、本当に正直に答えてくれてありがとう」

　──ありがとう？

　セラフィーネは微笑ほほえんでいた。アレクを罵ののしるでもなく責めるでもなく、礼を言って。

「……殿下、聞いてもよろしいでしょうか？」

「何かしら？」

「なぜ殿下は、私の気持ちを確かめるようなことを？」

「責任感だけで助けようとしているのではない、……その言葉を聞きたかったからかもしれないわね」

　そう口にするセラフィーネの顔は次期女王のものではない。少しだけ寂さびしそうで、羨うらやんでいるような、どこか人間臭くささを含ふくんだものだ。

「取り戻せた暁あかつきにはオフィに気持ちを伝えることを許してあげるから、あなたの全ぜん身しん全ぜん霊れいを注いであの子を見つけて」

　が、それも一いつ拍ぱくののちには堂々たる華はなやかな面おもてに変わっていた。さっきのは幻げん覚かくだったのかと、アレクは目を白黒させる。

（よくわからないが、とりあえずこれは……）

　応援と、受け取っていいのだろうか。

　セラフィーネが冗じよう談だんで言っているのか本気で言っているのかは、判断することが難しい。

　ならば疑うより言葉のまま解かい釈しやくしてしまえと、アレクは己に言い聞かせる。

「光栄の至りです。微び力りよくながら力を尽つくさせていただきます」

「あと、ここからはオフィのすべての正体を知るあなたの意見を聞きたいの。……犯人像をどう見る？」

　質問の内容を変えたセラフィーネは、おそらくアレクと同じことを予想している。

（犯人があいつを第二王女と知って攫さらったのなら……）

　今までなんの要求もしてこないのは不自然だ。そして欲に駆かられた短たん絡らく的犯行の可能性もないとなると──

　残るはとてつもなく噓くさいのに、噓ではない選せん択たく肢しだけ。

「ちまい──ネージュもまだ見つかっていません。十中八九、勘かんのようなものですが、私には犯人が『言い伝え』と無関係ではない気がしています」

「非現実的とは百も承知でわたくしもよ。でもそれなら腑ふに落ちることがあるわ」

「と言いますと？」

「ネージュが三カ月前に言っていたでしょう。フェルディナントに半年ほど憑ひよう依いしていたと。そのフェルディナントは今から九カ月前に、ソラール帝国を訪問している」

「第一皇子妃ひの葬そう儀ぎ……」

　うなずいて、セラフィーネは肯こう定ていを暗に示す。

「時期が重なるわ。ネージュの魂がソラール帝国で、意図的にフェルディナントに憑依させられたのだとしたら。そんなことを意図してできる人物は──考えると、どうしても非現実的な可能性に行きついてしまうの」

　──『大いなる闇』。

　シギスマンドの生まれ変わりであるオフィも口にしていた。

　自分がこうして存在するなら、『大いなる闇』もまた然しかりだと。

「妹君が初訪問のソラール帝国で攫われたことといい、関連性は黒に近そうですね」

「だとしたら、黒幕が剣けんの通じる人間であることを祈いのるばかりね」

　ネージュの魂が憑依していたフェルディナントに剣が効かなかったことを思い出し、アレクの呼吸は細くなる。

　シギスマンドが神より賜たまわった『浄化の力』。

　物語のように、呪じゆ文もん一つだけで自由に使えるものであればよかった。

　しかし実際は絶対の効力と引ひき換かえに、行使者の生命力を著いちじるしく消耗させてしまうものなのだ。

（次にまた使えば、あいつは……）

　幼い身体で無意識に行使したときは、強大すぎる力の副作用で虚きよ弱じやくになった。

　二度目は意識を失いながらも、無事だった。だからといって、三度目も無事だという保証はどこにもない。

「ふと思うときがあるわ。どうして転生者がオフィだったのかと」

「何か理由があるのでしょうか」

「偶ぐう然ぜんではないとしたら、それはきっとシギスマンドか神のご意向というやつね」

　オフィは他者を労いたわる気持ちの強い、優やさしい娘むすめだ。

　その気質に幼いときの虚弱の負い目が相まって、他の誰かを優先し、自らを顧かえりみないところがある。

　だからフェルディナントの事件でも、己の身に何が起こってもおかしくないと知りながら、再び力を使うことを辞さなかった。

　殺さずに救えるから、自分にしかできないなら無茶でもやるのだと。息も絶え絶えにそう口にして。

　──彼かの騎士は、彼女にいったい何を望む？

（……頼たのむから、力を使ってくれるなよ）

　アレクが心の中でそっと祈ったとき、ノックと共に扉が開く。

「失礼致します」

　誰かと思えば侍じ女じよ姿のイヴだ。珍めずらしく息が乱れている、相当急いで来たようだ。

「セラフィーネ様、ローウェル様──お耳に入れたい情報がございます」
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　やけに瞳の上が眩まぶしかった。

　いったいこの明るさはなんなのかとオフィは上を見上げ──

　見覚えのある、天から伸のびる階きざはしのような光の帯が、自分を照らしていると気づく。

「──主よ、あの者の暴走を止めたのが間ま違ちがいだったとは、今でも思っておりません」

　どこかで聞いた台詞せりふ。片かた膝ひざをつく、白い教会のような静せい謐ひつな場所。

　あの夢だと、オフィは合が点てんがいった。

「ですが妻と出で逢あい、子を授さずかったわたしには、わかってしまう。

《──私は──父上あなたに、家族に認められ、愛されたかった》

　あの者が最さい期ごに遺した、家族の愛がどれほど尊いものか、それを得るためならば、何を犠牲にすることをも辞さない、その気持ちが」

　不ふ鮮せん明めいさの消えたその静かな言葉が、己が発しているかのごとく直じかに胸に迫りくる。

「些さ細さいで純じゆん粋すいなあの者の想いを、わたしは砕くだいた。わたしを恨み散った彼は遠い未来に、必ず再来する。ならばその憎にくしみを受け止める責任が、わたしにはある」

　腰に佩はく剣をすらりと抜き放つのは──オフィの手。

　刃やいばとそれを結ぶ胴どう部が、黄こ金がね色いろに煌こう々こうと輝かがやくその剣を、オフィは胸の前でまっすぐ掲かかげたのだ。

「偉い大だいなる主に乞こいます。主の忠実な信徒として、命ある限りわたしは人々を救い続ける。自らの刻すべての信しん仰こうと献けん身しんを対価に──この命尽きたそのときは、天より下か賜しされし『浄化の力』を継つぐ我わが魂を、『大いなる闇』に邂かい逅こうさせ給え」

　落ちてくる、星が爆ばく発はつしたかのような鮮せん烈れつな光の雫しずく。

　舞まい散ちる、温度のないそれは掌の上で六花のように儚はかなく消えるが、触れたところから温かさが生まれるようだった。

　願いは届いたのだと、オフィは声なき天の意思を感得する。

「生まれ変わりが、優しい子であるといい。■■■、次こそわたしは────」




「────う、よ」

　うわ言を呟つぶやいて、オフィは覚かく醒せいした。

　エメラルドの瞳の先には無機質な石の天井。オフィは腕で顔を覆おおって深く呼吸する。

（今は……夜？）

　部屋の中は暗かった。夕ゆう陽ひが傾かたむく頃ころにうとうとして、オフィはそのまま眠ねむってしまったようだ。

　今夜は新月らしく、夜ごと空から届いていた月の光がない。

（まだ、手に感かん触しよくが残ってる。……あれは、わたしだったのね）

『浄化の力』を能動的に行使してから、見るようになったあの夢。

　もともと、剣の重量感や台詞に妙みような臨場感があるとは思っていた。

　ぼやけていた風景や、途と切ぎれ途と切ぎれだった言葉が日増しにはっきりしていく夢──

　それも断続的だったが、オフィがエリーアスに囚とらわれてからというもの、眠るたびに見るようになったのだ。

　夢は回数を重ねるごとに鮮明になっていき、オフィは理解せざるを得なくなった。

　夢がただの夢ではなく、シギスマンドだったときの記憶だと。

（……シギスマンドが神に愛された、っていうのは誇こ大だい表現でもなんでもないわね）

　生まれ持っての才なのか、行ってきた善の産物なのか知らないが。

　夢で見る前世の記憶の全容を見せるタイミングが、ここぞという頃合いを見計らっていたかのようだ。

　──シギスマンドと、『大いなる闇』の戦いがそもそもの始まりである、この不ふ穏おんな事態。

　未来を生きる者に、過去の遺い恨こんを押しつけるなと、オフィは心の中で憤いきどおっていた。

　前世でも、前の自分と今の自分は違う。

　過去の己をなぞる必要がどこにあるのだと、エリーアスに対して、ふざけるな頭を冷やせと怒いかりを覚えた。

　それなのに、日が経つごとに少しずつ、オフィの心に変化が生じた。

　夢の内容が明らかになっていくことで──怒りでも、諦めでもない、別のものへ。

（二人が未来に賭かけた想いが、わたしにもわかってしまった……）

（どうして生まれ変わりがわたしだったのかも）

　強くありたいと願いながら、尊敬する人たちの背中に庇かばわれてばかり。

　目標だけは一人前で、独りになった途と端たん、不安の渦うずに足を取られてしまう。

　そんな弱い自分が、救国の英えい雄ゆうであるシギスマンドの生まれ変わりに選ばれた理由。

（〝他人の窮きゆう地ちに昂こう然ぜんと立ち向かい救済する〟、か）

　シギスマンドを象しよう徴ちように掲げた《セント・クロワ》の精神は、まさに彼の性質を表しているとオフィは静思する。

（これが世界征せい服ふくとか、野望と私欲にまみれたものだったら……）

　やらなければならないという、受け身な義務感で終わったかもしれない。

　しかしもはや、オフィの中でやらなければならないことではなく、己がやるべきことに変わったのだ。

（──でもいざとなると、色々欲が出ちゃうわね）

　たとえば五番隊のみんなに、正体を隠したままでいること。

　仮入団当初は色眼鏡で見ていた彼らは、努力を重ねるオフィをいつしか同隊の後こう輩はいとして認めてくれた。

　いじられることもあるけれど、仲間として隔へだてなく接してくれる。

『秘密の姫ひめ君ぎみ』として生きてきたオフィには、曝さらけ出だした本当の自分を受け入れてもらえたことが、本当に嬉うれしかったのだ。

　──きっと彼らなら。

『フローラ』が『オフィーリア』だと告げたとして。驚おどろきはするだろうが、異色の姫がいたものだと、明るく笑い飛ばすかもしれないとさえ思える。

（……まあ、もう腹は括くくっちゃったんだけど）

　ここにイヴがいれば、「括らないでください」と、オフィを嗜たしなめたことだろう。

　当時はまだ子供だったとはいえ、オフィを誘ゆう拐かいしようとしたイヴは、本来なら極きよつ刑けいとなって然しかるべき。しかし現女王に、『オフィーリアの秘密を守るために生きて死になさい』と命じられ、オフィ付きの侍女になったのだ。

　イヴは王家に恩がある。そして暗くら闇やみから救い出したオフィに感謝し、健すこやかな身体を奪った負い目を感じている。

　だからこそオフィ以上にオフィのことを気き遣づかい、献身的に支えてくれるのだ。

（ごめんねイヴ。……無事に終えたら、二度とあなたを心配させなくていいように、がんばるから）

　他にも、言い伝えどおりに生まれてきた娘を、ひた隠しにしてでも守ってくれた母への感謝の想い。騎士になりたいと望む虚弱体質のオフィを、剣の振ふれる身体に鍛きたえてくれたオースティンへの謝意。いつもオフィを気にかけて、優しく見守ってくれている姉に対するありがたい気持ち。

　そして──

（──隊長は、無茶はやめろって言うかな。良い人だもの）

　厳しくも、そこはかとなく包むような優しさを併あわせ持もつアレクへの、面おも映はゆい熱情。

　自分がいかに人に恵めぐまれていたのかを、今になって実感する。

　たくさんの想いが濁だく流りゆうのようにオフィに押し寄せた。

　言いたいことが、やりたいことが、うずたかく積もっていく。

（……それでもわたしは、エリーアスと対たい峙じしないといけない）

　だから今は。

　迷いも、恐おそれも、思し慕ぼの情も、全部まるごと胸にしまう。

　シギスマンドの魂を持つオフィが、彼の騎士の意志を継いでみせる。

　そう決めてしまったのだ。他ならぬ、自分自身が。

「──主君の命だ、我らにご同行いただこう」

　がちゃり、と錠じようが外される音に続いて、エリーアスの部下とおぼしき二人の兵士が扉を開ける。




　風雲急を告げる運命の歯車が勢いを増したように、オフィには感じられた。
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　アレクたちは外が暗くなるのを待って、警備の目をかいくぐりながら、宮殿の西側に建つ離れの棟にやって来た。

（縦に長い円柱形の古びた棟……あれだな）

　前方に視し認にんできる石造りのそれは、罪を犯したやんごとなき身分の者を監禁しておくための建造物らしく、普ふ段だんは人の出入りがないという。

　その人気のないはずの棟に、ここ数日の間、食事を運んでいるメイドがいるという、待ち望んでいた情報をイヴが入手したのだ。

　重点的にこの辺り一帯に関する情報を集めるうちに、

『夜会のあった夜、フードを被かぶった人物が、大きな荷物を抱かかえて建物の方に歩いていった』

　という目撃情報を得た。

　明日は建国記念式典の当日。刻限が迫る中で、行動を起こさない理由はない。

「こーんな人気のない場所に兵士が。オレ良い仕事したんじゃね？」

　がんばったしな～と、ハロルドが小声で自画自賛する。

　この建物の情報は軍人から、フードの人物の目撃情報はメイドから。どちらもハロルドが手に入れたのだ。

「さすがですクロフォード様」

「イヴの情報があったおかげだぜ～」

　滅めつ相そうもありませんと、イヴは控えめに徹てつする。

「ハロルドの人の警けい戒かい心を解く才は使えるわね。もしも騎士をクビになったら、わたくし付きの諜ちよう報ほう員にしてあげるわ」

「そりゃどうも」

「ほう、ならばセラフィーネ王女殿下、儂わしも万が一の折には再雇こ用ようの斡あつ旋せんをお願い申し上げます」

「お望みならふさわしい席を用意するけれど。あなたにはまだまだ若わか僧ぞうたちを鍛えてもらわないと困るから、クビにならないようにがんばってちょうだい」

　緊きん張ちよう感の欠片かけらもないやりとりを行うハロルド、セラフィーネ、オースティンのお三方。

　樹きの幹に身を隠していなければ、どこかの茶の間で話していると勘かん違ちがいしそうである。

「…………殿下、総隊長、ハル。もう少し緊張感を持ってくれますか」

　突とつ撃げき前は和なごやかではなく、緊きん迫ぱくした空気であるべきだろう。

　先日はあれほど妹を真しん剣けんに心配していたセラフィーネまで。アレクは指で眉み間けんを揉もんだ。

「わたくしは持っているわ。けれどこの二人のせいでかき消されるのよ」

「突撃すんのが総隊長とアレクなんだぜ？　緊張感持つ意味ねーじゃん」

「ふぉっふぉっふぉっ、ハロルドの言うとおりじゃ。老人の星を侮あなどるでない」

　顔ぶれがやたら豪ごう華かなこの編成、失敗だったのではないかとアレクは思い始めた。二歩三歩引いたイヴにつっこみは期待できないので、つっこみ役が俺しかいない。

「そもそも斥せつ候こうは俺とハルの予定だったのに、総隊長となぜ殿下まで……」

「こちらに来てから大人しくしとったからのう。儂もそろそろ派手に動きたくてな」

　独り言のつもりだったが、うっかり口に出していたらしい。オースティンからなんともお気楽な返事が返ってきた。

　しかしその胸の内で、愛弟子まなでしであるオフィを心底案じていたと、アレクも心得ている。

「わたくしはオフィを攫った不ふ逞ていの輩やからを、足あし蹴げにしたくて」

「さらっと何をおっしゃいました殿下!?」

「今はヒールではなくブーツだから、威い力りよくが半減してしまうのが残念だわ」

　冗談はさておきとセラフィーネは前置きするが、アレクには冗談に聞こえない。

「人気のないここは、監禁場所としては適していたでしょう。でも自由に使えるのは相当高貴な身分と権力を持つ人間だけよ」

　オフィが監禁されているかもしれない場所を知り得たときから、犯人の輪りん郭かくがアレクにも見えていた。

　現場に兵士が配置されていることを踏まえると、さらに輪郭が二つの形に定まった。

「今の宮殿でそれが可能な容疑者は、エリーアスとトリスタンの両皇子」

「ま、情報だけだとトリスタン皇子に、誘拐にかまけてる暇はなさそうだったけどな～。その点エリーアス皇子は、体調不良とやらでずっといねえし？」

　ハロルドの言うように、これまでに用意されていた催しはすべて、トリスタンが取り仕切っていたのだ。

　賓ひん客かくたちの接待や、明日の建国記念式典への準備に追われていた第二皇子に時間的余裕はなく、いつも賓客の誰かが傍にいた。

　もちろん誰かに指示すれば自らが動かなくても可能かもしれないが、怪しいのは断然、あの夜会から姿を見せなくなったエリーアスだと意見が一致した。

「どちらにせよ、皇子が権力を振りかざしてきた場合に備えて、わたくしはここに控ひかえているから。──あなたたちは雑音を気にせず、オフィを救いなさい」

　相手が外交問題などを引き合いに出してきたとしても、臣下だからと躊ちゆう躇ちよしないよう。

　責任はこの場にいる自分が負ってやるから、剣を下ろさなくていい。セラフィーネはそう言っている。

（殿下には、本当に恐れ入るな）

　下の者に責任をなすりつけることしか考えていない権力者が多い中で、セラフィーネの姿勢は、上に立つ者の規き範はんとなるべきものだとアレクは敬服する。

　忠誠を捧ささげてよかったと思える主君に仕えられるのは、臣下として至上の喜びだ。

「はい、必ずや」

「仰おおせのままに」

　アレクとオースティンは揃そろって、セラフィーネと、その護衛に残るハロルドに背を向けた。

「して、イヴよ。本当についてくるんじゃな？」

　背後に立つイヴに、オースティンは最終確かく認にんを入れる。

「己の身は己で守ります。ですからどうか、この目で姫様の無事を確認させてください」

「ならばよかろう」

　オフィの離り宮きゆうで剣を教えていたオースティンは、イヴが間者だった過去を知っていた。

　ゆえに、自らを守る術を持つイヴの同行を止めはしない。

「では俺が先行します。総隊長は出入り口周辺の制圧をお願いします」

「承うけたまわった。いつでもよいぞ」

「────行きます」

　頭を戦せん闘とう用に切り換えたアレクは、姿勢を低くして走り出す。

　闇に紛まぎれる足音に気づいた見張りが鞘さやから剣を抜くより先に、アレクは拳こぶしをその腹に入れた。威力を分散させないよう肩かたの力を抜いておき、当たる瞬間に拳を強く握にぎる。

　腹をしたたかに殴られた相手は、うめき声さえ上げずに地面に突つっ伏ぷした。

　黒幕の手下には武力が有効とわかり、アレクはとりあえずほっとする。

「ほう、以前より打だ撃げき技わざの使い方が巧たくみになったのうアレクシオよ」

（あんたはいつの話をしてるんだ！）

　オースティンから見れば元教え子で、孫ほども歳としが離れているだろうが。

　アレクは剣技も打撃技もそれなりでは務まらない、《セント・クロワ》の現職の隊長だ。

　学院時代ならまた別だが、隊長を張る今、しみじみとした声で褒ほめられてもあまり嬉しくない。

「じゃが、最強の座はまだまだくれてやらんぞ！」

　本当に老人かと疑いたくなる敏びん捷しよう性せいで駆けたオースティンは、重量のある長ちよう剣けんをまるで自らの腕の一部かのように操あやつる。

　風さえ真っ二つにするような鋭するどい横への一いつ閃せんで、数人を一度に斬きり伏ふせた。

（……あと十年は現げん役えき安あん泰たいだな）

　精密で強力無比な剣さばきを目まの当あたりにすると、悔くやしいがまだ及およばないと痛感する。

　死神が迎えに来たとしても、この化け者ならばあっさり倒たおしてしまいそうだ。

「さあ行け、アレクシオ！」

「御意にっ！」

　入口扉を蹴り開くのと同時に、アレクは右腰に吊つるしていたダガーを握る。

　ダガーはれっきとした戦闘用の武器だが、刃の長さは持ったときに切っ先が肘ひじに届く程度。すなわち長剣を使うには狭せまい場所での戦闘に都合が良い。

「侵しん入にゆう者しやだ！　上には行かせ……」

　数的に不利な状況において尊ばれるのは拙せつ速そくだ。
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　アレクは兵士の武器を打ち、矢や継つぎ早ばやに利きき腕を捻ひねり上げて躊躇せずそのまま折る。声にはならない悲鳴を上げて昏こん倒とうする兵士を、アレクは床ゆかに無造作に転がした。

「悪いな、こっちは急いでるんだ」

　にべなく言い捨てる。

　アレクはイヴが追ってきているのを視界の端で確認しつつ、灯あかりが点在する階段を駆け上がった。

　兵士らを次々に斬ざん撃げきや殴おう打だ、たまに足蹴りと、騎士としては荒あら々あらしい部類の戦い方──うっぷん晴らしも多少ある──で無力化していくうちに、踊おどり場ばに出た。

「……違う……近いですが、ここに姫様は……」

　追走してきたイヴが、呆ぼう然ぜんとしたように呟いた。

　踊り場の先には部屋が一つだけあり、分厚い木の扉は開け放たれている。この距離ならイヴも正確にオフィの気配を感じ取れるようだ。

「──一応確かめてくる。ここにいろ」

　室内にアレクは足を踏ふみ入いれた。

　石の壁かべと石の床であることを除けば、殺風景な普ふ通つうの部屋だ。でも中にアレクの欲ほつする姿はない。

　────が。

　視線をあちこちに運んでいたアレクの目が、寝しん台だいでぴたりと止まった。

　近づいてみると、シーツの上に数本の髪かみの毛け──長く、癖くせのないストロベリーブロンドが落ちていた。

（これは間違いなく、あいつのだ）

　触れたシーツは冷たかった。

　おそらくアレクたちがここへ到とう着ちやくするより前に、オフィは別の場所に移動させられたのだろう。

「──一足遅おそかったな『白銀の騎士』！」

　息を殺して潜ひそんでいた兵士が、後ろからアレクの不意を突く。

　……殺しきれてないぞ、気配。

　ゆったりと振り向いたアレクに、逆に不意を突かれた兵士の筋肉の動きが止まる。

　アレクは、兵士の剣をダガーで払はらいのけ、その手首を摑つかむ。相手の腕をまっすぐ伸ばし、まっすぐのまま腕を捻りつつ押し下げて床に叩たたきつけた。

　兵士の背中に片膝をのせて動きを完全に封ふうじ、命じる。

「主あるじの名と人ひと質じちの居場所を言え」

「っ、誰が……！」

「そうか」

　ダガーを首筋にあてがうと、兵士は「ひっ」と恐きよう怖ふに震ふるえる声を上げた。

「お、おれを殺せば情報は手に入らないぞっ！」

「そうならないよう、全員残した」

　手っ取り早く片付けるなら、力任せに白はく刃じんをふるった方が効率的だ。

　アレクが兵士らの生命維い持じを止めず、それでいながら動けないよう無効化したのは情報を吐かせるため。

　他の理由は……何一つない。

「俺には悠ゆう長ちように尋じん問もんする気も手段を選んでやる気もないんだ。──大事な女の命が懸かかってる、吐かない奴やつに容よう赦しやはしない」

　おっかないと言われる威い圧あつ感に殺気を纏まとわせて、アレクは低めた声で宣言する。

　死の香かおりのする空気がただのはったりでないことを、ソラール帝国の兵士ならばわかるはずだ。

　相手が国境の陣じん頭とうでソラール帝国相手に戦い続け、『白銀の騎士』と呼ばれたアレクなのだから。

「…………話し、ます」

　──一方、兵士が陥かん落らくするのを聞き届けたイヴは、部屋の外でひとりごちる。

「姫様、どうか無茶をしないでください。……あなたをこんなにも求めている方のためにも」

　嘆たん願がんにも似たその独白に返ってくる声はない。それでもとイヴは強く想った。
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　人気のない道を通って連れてこられたのは、宮殿の外れにある建造物。そこはゆるやかに起き伏ふくする場所と一体になって建てられていた。

　うっすらと見える中を支える石柱は、起伏点から天井にかけて放射線状に伸びている。

　横断アーチの曲線は、高木のしなやかな流れを表しているようだ。

　壁には大きな花窓が穿うがたれている。花弁の枠わくの中にはめ込まれた色ガラスから、普段であれば濾ろ過かされた自然の光が祈りの空間を優しく包むのだろうが、今は月の隠れた夜。

　燭しよく台だいがぽつぽつと置かれた薄うす暗ぐらい空間は、祈りの空間から、何かの儀ぎ式しきを行う気味の悪い場所に様変わりしていた。

「ご機嫌麗うるわしく」

「この顔がご機嫌麗しく見えるようなら目が危ないわよ」

　清すが々すがしいほどの笑えみを浮かべたエリーアスに、オフィは冷たい視線を投げる。

　女性を縄なわで拘こう束そくするのは主義に反するのか、余裕だからか。

　エリーアスは、オフィの行動を縛いましめてはいなかった。

　周囲を彼の私兵らしき男たちが取り囲む中で両膝をつかされているオフィに、どのみち身動きは取れないのだが。

（ネージュ……）

　エリーアスの肩にのったネージュは、相も変わらずオフィになんの反応も示さない。

　虚こ空くうをぼんやりと眺ながめる人形のようなネージュは見るも痛々しく、オフィは唇くちびるを嚙かむ。

「ここは……聖堂？」

「はい。明日の建国記念式典の最後、お集まりいただいた賓客の皆みな様さまに、聖歌隊より祝福と栄光の歌を贈おくる場所です」

　言われてみれば、明日の式典用に、壁の高所に各国の旗バナーが掲げられている。

「そんな神聖な場所にわざわざ移動させたのはなぜ？」

　エリーアスが、無害にしか見えない表情で笑う。

「喜劇の幕開けとなる舞ぶ台たいを、お見せしたかったもので」

「詩的な言い回しがあなたは好きね。……ここは管かん弦げん楽がく団の調べを興じる宮廷じゃないわ。はっきり言って」

　ぴしゃりと突き放すオフィに、エリーアスはやれやれと息をつく。

「私はあらゆるものを穢けがし、己の意に従わせることができる。──操られているとは露つゆ知らず、行方不明の妹と再会した矢先に、その妹に聴ちよう衆しゆうの面前で刃を突き立てられるセラフィーネ姫の驚きよう愕がくと絶望を想像すると、胸が高鳴るようです」

「何が喜劇よ、惨さん劇げきの間違いじゃないっ」

「私にとってはこの身が打ち震えるほどの喜劇ですよ」

　どうしてこうも、残ざん酷こくなことを流れるように言えるのか。

　人を殺したいほど憎んだことのないオフィには、エリーアスの気持ちはわからない。

（でもそれだけ、この人にとっては……）

　彼がただ、心を病やんだ狂くるった人なら。

　こんな怒りと憐れん憫びんの入り混じった、複雑な気持ちにならなくていいのに。

　オフィは湧わき立たつ感情を沈めるように、黙だまって目を伏せた。

「神に祈っても無む駄だですよ。──今度は私の勝ちです」

　そう結んだエリーアスが、踵かかとを鳴らしてオフィに近づいてくる。

『今はまだ力が足りない』と言っていたエリーアスが行動を起こしたからには、力が足りた状態になったのだろう。

　オフィは瞼まぶたを上げてただじっと、エリーアスの赤しやく銅どう色の瞳を見つめる。

　一挙一動を見み逃のがさないように。

「──その瞳、そっくりですよ彼の騎士と」

　血を吐くように言うエリーアスが、左の掌をすっと持ち上げた。

　途端、オフィの左胸が灼やけるように熱を発する。オフィは心臓をかきむしりたいのを堪こらえ、下からエリーアスを睨にらみ続ける。

（エリーアスは触れたものを穢し操れる。……それはわたしも同じ）

　仕し掛かけられるのは一度だけ。

　二度目は──オフィにはない。

　もし行使が上う手まくいかなければ、オフィは使い物にならなくなる。最悪の場合、オフィは神の御み許もとに行くが、今の最悪はそうではない。

　命を繫つなぎとめた状態で意識を失い、気づけばエリーアスの傀かい儡らいにされていることだ。

（せめて介かい錯しやくしてくれる人がいればよかったけど……）

　騎士としてなら潔いさぎよしと称しよう賛さんされ、王女としては愚ぐの骨頂と揶や揄ゆされる思考をオフィは巡めぐらす。

　と、オフィの頭の片かた隅すみにふいに甦よみがえったのは、初めて己の意志で力を使ったときのこと。

『ならば責任は俺が取る。最後まで見届けてやるから、お前は思うようにやれ』

　自分の視界を占しめる、躊躇ためらいなど微み塵じんもない大きな背中。

　信頼の証あかしである、凜りんとした力強い言葉。

（……隊長にわたしは勇気づけられた）

　何が起こってもあの人が──アレクがいるから、大だい丈じよう夫ぶだと信じられたのだ。

　だめだ、ここには自分しかいないのに。こんなときにもオフィの心は、彼の背中を求めてしまう。

　────決めたのは自分でしょう!!

　強く自分を叱しつ咤たし、オフィは年とし頃ごろの女の子なら誰でも抱く甘あまい念を振り払った。

　ややあって、黒十字の刻まれたエリーアスの掌がオフィの眼前まで迫る。

（エリーアスが勝利を確信し、気をゆるめたその一瞬に、『隙すき』を作る。そこしかわたしに勝機はないっ……）

　覚悟を持ったオフィは生なま唾つばを吞のみ込こむ。

　そのときだった。

「────そいつに、勝手に触れるな」

　吹き飛ばされる勢いで扉が開け放たれるなり、血も凍こごえるような低い声が響ひびく。

　刹せつ那な、ほとばしる火花が散るかのごとき剣けん戟げき音。

　だがしかし切り結ぶ音は一度で消える。乱入者が見張りを神速の太た刀ちで斬り伏せたのだ。

　オフィは信じられないと目を剝むいた。

「……た、いちょう……？」

　わたしは夢を見ているの？　オフィが独り言のように漏もらした声は届いたらしく、長剣を引っ下げたアレクと視線が交わった。

「遅くなって悪い、迎えに来た」

　いつも眉間に皺しわを寄せている仏ぶつ頂ちよう面づらが、オフィを安心させるようにわずかに綻ほころぶ。

　どうやら自分に都合の良い夢を見ているのでも、妄もう想そうでもないらしい。

　──本当に隊長が、来てくれた。もう会えないかと思ったのに。

　ここがどこなのかも忘れて、オフィは泣き出したい衝しよう動どうに駆られた。

　そんな場合じゃない。頭では理解しているのに、心はどうしようもなく歓かん喜きに震えてしまう。

「少し待ってろ──すぐに終わらせる」

　アレクが短く言の葉を下ろす。

　それが開戦の合図だったかのように、居合わせた兵士たちは抜き身の刃を手にアレクへと殺さつ到とうする。

　ところが、乱入者はアレクだけではなかったのだ。

「なんじゃ、腰が入っとらんのう。一から鍛たん錬れんのやり直しじゃな」

　オースティンが、目にもとまらぬ速さで兵士を斬りつけていく。

「ご無事ですか姫様!?」

　イヴが、向かい来る白刃をかわして兵士の懐ふところをナイフで薙なぐ。

「ほいっと。女王様、オレから離れんなよ～」

　ハロルドが、剣を斜ななめ下から勢いよく振り上げて兵士を倒す。

「離れるわけないでしょう、これで捕つかまったらわたくしはただの愚か者よ」

　乱戦の中でも臆おくさず、背筋を伸ばして泰たい然ぜんとたたずむのはセラフィーネだった。

（みんなまで……どうして……？）

　急転した事態が吞み込めずぽかんとなるオフィに、セラフィーネは美しく微笑む。

　コバルトブルーの瞳はオフィを飛とび越こえて、エリーアスを見た。

「ご機嫌ようエリーアス皇子。そのお支度は、式典前に余興でもなさるのかしら？」

　……お姉様、かなり怒おこっていらっしゃる。

　ローブを着たエリーアスをわかりやすくなじるセラフィーネの声には棘とげがあった。

　天使顔負けの優しそうな微び笑しようを貼はり付つけたままだけに、恐こわい。おまけに瞳が全然笑っていないから、なおさら恐い。

　オフィは味方相手に、蛇へびに睨まれた蛙かえるよろしく硬こう直ちよくした。

「これはセラフィーネ姫。失礼ながら、あなたをお呼びした覚えはありませんが」

　この場にそぐわぬ優ゆう雅がさでエリーアスが腰を折った。

　兵士が軒のき並なみ昏倒させられていく中でも、取り乱した様子を見せないエリーアスはしかし、目の奥に獣けもののようなぎらつきを宿している。

　今にも敵の喉のど笛ぶえに食らいつかんばかりだ。

「事情はのちほどゆっくり聞かせてもらうとして」

　エリーアス皇子、とセラフィーネが語気をきつくする。

「誘拐した我が国の者をこちらに引き渡しなさい」

　セラフィーネがエリーアスに降こう伏ふくを促うながす。

　アレクらにより兵士は制圧されつつある。形勢はエリーアス不利に傾いていた。

「おわかりでしょうけれど、これはお願いではなく命令です」

「さすがのあなたでも、やはり妹君が心配ですか？」

　エリーアスの一言が、オフィを第二王女だと認めていることを知らしめた。

「……質問事じ項こうが増えたわね」

　男性陣じんの顔つきが一様に変わる中でも、セラフィーネの表情はぴくりとも動かなかった。

「どういった経けい緯いにせよ、知っているなら話は早いわ。エリーアス皇子、わたくしの妹を解放なさい。今ならまだ外交問題にせず示談金だけで済ませてあげましょう」

「姫もなかなかに剛ごう胆たんな方ですね。しかしこの場に自ら出向くなど、いささか軽けい率そつではありませんか？」

　自らの行動は棚たなに上げて正論を説くエリーアスから、セラフィーネは視線を逸そらさない。

「たしかに、わたくしは次の王となる者。でも軽率かどうかはこの状況を見て言いなさい」

　兵士たちはすでに全員が昏倒し、エリーアスを守る者は残っていない。

　数で勝まさる敵と戦いながら、圧あつ倒とう的てきな力で薙なぎ払ったアレクやオースティン、ハロルドはほぼ無傷だ。イヴも無事のようである。

「勝敗を時の運に委ねる不確実な戦いはしない主義なの。彼らなら勝って当然と判断したから、わたくしは来たのよ」

　文字どおり『強い』だけの人間が守るなら、セラフィーネは次期女王という大事な身を危険に晒さらす真似はしないだろう。

（お姉様がここへ来たのは……三人の騎士たちを、信じているから）

　武力という目に見えるものだけではない。

　家族や友人とは別でも、確かで固い絆きずなを彼らに感じているからこそ、自らが赴おもむくことに危険はないと判断を下したのだ。

　少しの間をあけて、セラフィーネは続ける。

「それに、王も人の子よ。家族を心配しない薄はく情じよう者ものがどこにいるというの？」

「……家族、ですか」

　蚊かの鳴くようなエリーアスの囁ささやきは、セラフィーネの耳には届かない。

　けれど、傍にいるオフィは聞き逃さなかった。

（…………やっぱり、この人……）

「どのみち末路は決まっているのですから。──外野もろとも、まずは私に屈くつ服ぷくさせて差し上げます」

　獲え物ものを狩かろうとする獣のように、エリーアスの双そう眸ぼうがカッと開かれる。

　標的がオフィだけではなくなったことを、肌はだに刺ささるどす黒い気で察知した。

（外野もろともって、この場にいる全員に力を使えるの!?）

　身を守る兵士がいなくなっても、やけに落ち着き払っているとは思っていたが。

　もしも本当にそれができるなら、反則にも程がある。

　エリーアスに触さわられ呪文を唱えられればその瞬間、〝穢れ〟によってネージュのように、彼の操り人形と化してしまう。

　特に三人の騎士たちは、誰か一人でも操られたら双そう方ほう無事では済まない。

　やるなら、今。

（エリーアスの気が逸れたこのときしかないっ！）

　オフィはエリーアスにとって唯一の『隙』を叫さけぶ。

　夢の中でシギスマンドが■■■と呼んでいた──『大いなる闇』の名前を。

「やめなさい『ダビド』！」

　前世の記憶がないオフィが、かつての自らの名を知るはずがない。

　そう思っているエリーアスにとって、必ずその予想外は隙になる。

「…………なぜ、その名を……」

　オフィは虚きよを突かれて呆あつ気けにとられるエリーアスの足を払う。

　体勢を崩したエリーアスをオフィは力ずくで床に倒し、すかさず飛び乗った。両肘に足をのせて封じる。

（ごめんねネージュ、手荒くするわ！）

　肩にのっていたネージュの躰からだも、オフィは右手に捕まえる。

「あなたのためよ！」

　もがこうとするエリーアスに、オフィは脈みやく絡らくのない台詞をぶん投げた。

　行動と理解がエリーアスの中でせめぎ合っているらしく、その動きが止まる。

　かまわずオフィはまくしたてた。

「言ったわよね、どうして弱いわたしがシギスマンドの生まれ変わりなのかって。答えてあげるわ。あなたのためよ、何もかも！」

「────っ!?」

　エリーアスが、引っぱたかれたように目を見開く。

　シギスマンドの目的が息の根を止めることなら、転生者は男であるハロルドかフェルディナントが選ばれたはず。

　同じ女でも、セラフィーネならば躊ちゆう躇ちよなく、抹まつ殺さつがてら利益をもぎとるくらいのことまでしてのけたはずだ。

「シギスマンドはダビドの心を救いたかったから！　殺してしまえる強い者ではなく、惑まどう、弱いわたしが選ばれたの！」

　まさかという表情で絶句するエリーアスに、オフィは全身全霊で訴うつたえる。

「わたしにはね、夢として見るシギスマンドの記憶が一つだけあるの。──シギスマンドは己のすべての信仰と献身を対価に、神にダビドとの邂逅を求めた。彼の言う宿望が、父親をはじめとした家族に愛されたいという、切なるものだったから」

　命を犠牲にしてまで果たそうとしたダビドの『宿望』。

　愛あい妾しようの子として、どうでもいいと冷れい遇ぐうされていたダビドが渇かつ望ぼうしてやまなかったのは、家族に認められたい、愛されたいという些細で純粋な想い。

　ダビドの遺ゆい言ごんを胸に抱いたシギスマンドが果たさんとした責任は──自らへ向く憎ぞう悪おを、剣で切り捨てることとは違う。

『生まれ変わりが、優しい子であるといい。ダビド、次こそわたしは──君の心を救うよ』

　──夢の中でシギスマンドが最後に残した、誓ちかいの言葉。

　きっと彼は千年前も、事を起こしたダビドを止めはしても、終わりにする気はなかった。

（彼の騎士が望んだのは──心の闇や穢れを清きよめし『浄化の力』による救済）

　過去の自分が抱いた意志を、現在のオフィも同じくしてしまった。

　幼い頃、守ってくれているとは知らず、自分を籠かごの鳥にする母に、嫌きらわれているとオフィも思っていたから。

　実の親に愛されないつらさに、胸が痛んだ。

　そしてどうか自分のことを愛して欲しいと、心の底から願った。

　渇望したものを得られず、仇に注いだダビドの憎悪も。人々のために打ち砕いたのちに彼の想いの丈たけを知ったシギスマンドの痛みも、オフィは推おし量はかることができる。

　だからわたしは──

「あなたを救う。その心を常とこ闇やみから、光が注ぐ場所に変えてあげたいから」

　言いつつオフィは視線をつっと横にすべらせる。

　瞳の隅すみでアレクを捉とらえると──糸が絡まるように、目と目が合わさった。

　──『あなたに出逢えてよかった』

　オフィは声に乗せず、唇だけを動かす。

　音なく紡つむいだ言葉に、これから何をしようとしているのか──彼は正確に読み取ったようだった。

「やめろオフィーリア！　力を使うな!!」
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　地を蹴ったアレクが、懇こん願がんの色を滲にじませた声を張り上げる。

　ふいに本名を呼ばれ、オフィは場違いにも胸が高鳴った。くすぐったさと切なさに、心が揺ゆらぎそうになるのを懸けん命めいに堪える。

（……感謝の言葉とは別に、伝えたい想いがあるけど）

　オフィは唇を引き結ぶ。

　喉からこぼれ落ちそうになる言葉を飲み下し、右手にネージュを捕とらえたまま、残りの左手でエリーアスに触れる。

　届けと強く祈り、讃さん美び歌かを詠うたうように、オフィは救いの言こと霊だまを解き放った。




「闇をオブスキユリテ・照らせエクレ!!」




　オフィの掌から生まれる、清らかで美しい、淡あわい金色の光の洪こう水ずい。

　何もかも赦ゆるすような、そっと寄より添そうかのような優しい光が、エリーアスとネージュを包つつみ込こむ。

　神こう々ごうしい光が晴れたときには両者共に瞼を落とし、眠っていた。

　安らかな表情を浮かべた彼らに、禍まが々まがしい気配はもう感じられない。

（よかっ……）

　エリーアスの身体から退いた途端、オフィの視界がぐらりと揺れた。

　強きよう烈れつな倦けん怠たい感と脱だつ力りよく感に襲おそわれ、自分の身体が思うように動かせない。

　生命力を著しく消耗させる、『浄化の力』を行使した副作用なのだとオフィは悟る。

（二人を、いっぺんには……ちょっと……）

　副作用がフェルディナント一人のときよりも即そつ効こうで甚じん大だいだ。体勢を維持する力さえ失って、オフィは床へと吸い寄せられた。

　その瞬間、床ではない硬い何かにぶつかる。──よく知った、力強い腕だ。

「しっかりしろ！　オフィーリア！」

　鋭い青紫色の瞳が、すぐ近くにある。

　耳じ朶だの傍で聞こえるアレクの低くてよく通る声が、かすかに震えているような気がした。

　オフィを支える腕にも力が入り、起きろとばかりに揺さぶられる。

（……声、出せないや……）

　力をほとんど使いきってしまったオフィにはもう、唇を動かすこともできない。

　ゆっくりと、瞼が下がっていく。周りにいくつかおぼろげな気配がするので、セラフィーネたちも駆け寄ってきたのだろう。

（眼まな裏うらに映った最後が、あなたの綺麗な青紫色の瞳なら……そう悪くないかな）

　あなたに出逢えてよかった──本当の気持ちで、だけど一番言いたいことじゃない。

　ただ──

　どんな未来が定まっているかわからないから。

　もしも伝えて、わたしがいなくなったら……優しいあなたは生きている間、きっとわたしの影に囚とらわれてしまうもの。

（もしもまた会えたら……今度はちゃんと、好きって伝えたい、な……）

　愛いとしい者が自分を呼ぶ声をどこか遠くで聞きながら、オフィはそっと瞳を閉じた。
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　エメラルドの瞳ひとみにまず飛び込んできたのは、ふわふわした白い何かだった。

　一いつ瞬しゆん、オフィにはそれが空に浮うかぶ雲のようなものに思え、やはり自分は神の治める天上の国にやって来たのかと諦あきらめた。

　────が。

（……動い、た？）

　風に流れるのではなく、息をしているかのごとく小刻みに。

　雲ではないのかと、オフィはおもむろに白い何かに手をやる。──軽い手て触ざわりに、既き視し感かんを覚えた。

『お嬢じよう！』

　耳元で幼い少年のように高い声が響ひびく。

　小さな羽音と共に、そよそよとした風を肌はだに感じた。

「……ネー……ジュ？」

　まさか後を追ってきたのかとオフィは焦あせったが、自分の状態を確かく認にんして違ちがうと気づく。

　朱しゆ色いろの絹地に、金の刺し繡しゆうを飾かざった天てん蓋がいのある寝しん台だいは、オフィが毎朝目にしていたもの。天上の国ではなくここは、レーヌグランの自分が寝ね起おきする離り宮きゆう、ガリカ宮の私室だ。

『お嬢！　お嬢！　よかった目ぇ覚めたのか！』

「元に、戻もどったのねネージュ。よかった」

『オイラのことより自分の心配しろよ！　お嬢、一カ月も眠ねむったままで……このまま目ぇ覚まさなかったら、オイラどうしようって』

（一カ月も経たってたんだ……）

　慣れた寝台から、オフィはゆっくりと上体を起こした。ずっと横になっていたせいで眩暈めまいがしたものの、しばらくじっとしていたら収まってきた。

　手足もぎこちないながら動かせるので、末まつ端たんまで神経がちゃんと繫つながっているようだ。

（……なんとか、この世に踏ふみとどまることができたみたい）

「心配かけてごめんね。傍そばについててくれてありがとうネージュ」

『謝あやまるのはオイラの方だ。オイラのせいでお嬢が……こんな目に遭あわせてごめん』

「違うでしょネージュ。ありがとう、よ」

　元に戻って、また会えたんだからとオフィが暗に言えば、ネージュはこくこくと首を縦に振ふる。

「ところで今って朝なの？」

　カーテンの開かれた室内には清すが々すがしい陽光が入ってきている。目にきつくないそれだけでも、レーヌグランに戻ってきたことを実感させてくれるようだ。

「おぅ。そろそろ来る頃ころだぜぃ」

「何が？」

　訊たずねたちょうどそのとき、コンコンと扉とびらを叩たたく音がして、誰だれかが入ってきた。

「ちまいの、ぶつぶつと一人で何を喋しやべっている」

　──────噓うそ。

　誰かは、アレクその人だった。

　起おき抜ぬけに会えるなど想像もしていなかったオフィは、どうしていいのかわからず固まってしまう。アレクも驚おどろいたように目を瞬まばたかせた。

「……お前、意識が……？」

『さっき目覚めたんだ！　銀ぎん髪ぱつ、オイラみんなに知らせてくるな！』

　窓から勢いよくネージュが飛び去っていく。

　すると無言のまま、アレクが大おお股またで寝台に寄ってきた。オフィが言葉をかけるより早く腕うでを摑つかまれ、腰こしを抱だかれる。

　数拍はく後、頰ほおに当たる硬かたい感かん触しよくと、そこから聞こえてくる自分のものではない心音で、オフィは彼かれに抱きしめられているのだと理解した。

「ちょっ、隊長!?」

「──この阿あ呆ほうが」

　振ふり絞しぼるような声を出したアレクが、更さらにオフィを強くかき抱いだく。

　羞しゆう恥ちと困こん惑わくでどうしたらいいのか逡しゆん巡じゆんしたのは瞬きをする間。オフィは宙に浮いていた両手をおずおずと広い背中に添そえる。

（聞かなきゃいけないこととか、色々あるのに）

　何も、喉のどの奥おくから出てこない。

　囲む腕の強さと、服越ごしに伝わる体温が、オフィの心にじんわりと沁しみ込こんできて。

　心と身体からだの強こわ張ばりがほどけ、安あん堵どで目め頭がしらが熱くなった。

　──生きてる。隊長が、傍にいるんだ。

　そうまざまざと感じれば、言葉にならないほどの喜びで、胸がちぎれそうになる。

「身体に、つらいところはないのか？」

「だるいですけど、平気です。あの、隊長がどうしてここに？」

「断っておくが、不法侵しん入にゆうしたわけじゃないからな」

「それについてはこれっぽっちも疑ってませんけど……」

　短く嘆たん息そくしたアレクは腕の拘こう束そくを解き、寝台の脇わきにある椅い子すへ腰かけた。

　オフィも寝台の上で身体ごと横を向き、アレクと向かい合うようにして座すわる。

「ソラール帝てい国こくでお前が意識不明になってからの一カ月、俺おれは殿でん下かの許可を得て、毎朝様子を見に来ていた」

　心配だったからな。さらりと口にするアレクに、恋こいする乙おと女めの心の臓は跳はね上あがる。

（あーもーどうしよう、……すっごく好き）

　せっかく会えたからには、正直な気持ちを伝えたい。

　それなのにいざとなると、二の足を踏んでしまう。誰かに恋をしたことのないオフィには、告白の経験がなく……とどのつまりどうしたらいいのかわからない。

（そもそも隊長がわたしをどう思ってるのかわからないし！）

　今しがたの再会の抱ほう擁ようといい、嫌きらわれてはいないはず。

　アレクはオフィを気にかけて大事にしてくれているとは思うが──それは手のかかる妹や、部下としてではないか。何せ世話焼き体質の良いい人なので。

（ってまず前提として、王女に告白なんかされたら断れないんじゃ!?）

　不敬罪とか反逆罪の適用を心配するかも!?

　告白という未知の領域に、オフィの思考はどんどんとっちらかっていく。

（こ、ここは世間話でもして、いったん落ち着こう。そうしよう）

　勇気の目減り防止のための苦肉の策──先延ばしとも言う──をオフィは捻ひねり出だす。

　人間、死ぬ気になればなんでもできるというが、いざ復活したとて無敵の心は易やす々やすと手に入らないと知った。次に会えたら～の覚かく悟ごはどうしたとつっこまれようと、乙女心はそれほど複雑なのだ。

「隊長、建国記念式典はどうなったんですか？　エリーアスは？」

「お前のおかげでエリーアス皇子は無事だ」

　アレク曰いわく、エリーアスとネージュはオフィに浄じよう化かされたあと、一時間程ほどで目を覚ましたそうだ。オフィは知らなかったが、フェルディナントもそうだったらしい。

「その皇子が寝ねずに色々と動いたおかげで、建国記念式典は予定どおり執とり行おこなわれた。最後の歌を贈る会場は聖堂ではなく、宮きゆう殿でん内の礼拝室に変へん更こうされたが」

「色々って？」

「後始末だな。百パーセント向こうに責任があるから気にしてやらなくていい」

　アレクの声がいつもの三割増しで低い。眉み間けんの皺しわも深かった。

「……隊長、何か怒おこってます？」

「ああ。エリーアス皇子だけでなく、お前にな」

「ええ!?　わたし怒らせるようなことしましふぁっふぇ」

　途と中ちゆうでアレクがほっぺたをつねったので、語ご尾びが間の抜けた発音になる。

　アレクはつねるのをすぐにやめてくれたが、彼はオフィに青あお紫むらさきの目を注ぐ。

「一人で抱かかえるなと言ったのに無茶して……人生で一番肝きもを潰つぶしたぞ」

　耳に入る声こわ色いろは優やさしく、それでいて悲しい響きを含ふくんでいた。

　どれだけ心配させたのか痛いほどわかってしまって、オフィは涙なみだぐむ。

「……心配かけてごめんなさい」

「かけたのがわかったなら二度とやるなよ。──それから、これを返しておく」

　渡わたされたのは、わざと落としておいた金のネックレスだ。外れていた細い鎖くさりも綺き麗れいに直っている。

「ありがとうございます。……これは記章とは別に、わたしにとって《セント・クロワ》の騎き士しの証あかしなんです」

　心に定めた、セラフィーネを守るという誓ちかい。

　実現させるために《セント・クロワ》に入団したオフィに、お祝いとしてセラフィーネがくれた。

　妹の身を心配し、その身を守るようにと願いを込めて。

（王女として生きることを望んでいたお姉様の意に背そむき、わたしは騎士の道を選んだ）

「心配を押おし殺ころして、笑って送り出してくれたお姉様のためにも、立派な騎士になりたかった。そのために名前も身分も変えて入団したことを後こう悔かいしてはいないんですけど……」

　ふとした瞬間、罪悪感のようなものを覚えることがあった。

　見てくれではなく自分自身を受け入れてくれた、アレクや騎士団の仲間たちに、『フローラ・アシュレイ』と偽ぎ名めいで呼ばれることが。

「受け入れてくれた人たちにとって、わたしは『フローラ』で。でもフローラなんて、本当はどこにもいなくて」

《セント・クロワ》の騎士になるために、己おのれの意思で身分を隠かくしてきたのに。

　いざ入団したら、心を砕くだいてくれる仲間たちに、自らを偽いつわっている後ろめたさを少しずつ積み重ねている。

「……全部自分が決めたことなのに。わたしはほんとに、騎士としても王女としても半はん端ぱですね……」

「本当に半端な奴やつは、自分が半端だと思うことさえしない」

　いやにはっきりとしたアレクの言に驚き、オフィは目を丸くしてしまう。

「誰もが尊ぶ本来の身分を隠すことで、その身が理り不ふ尽じんな目に遭ってもなお折れない心の気高さも。殿下を守ると誓い、《セント・クロワ》となった志も本物だ。──お前は立派な王女で騎士だよ」

（……だめだ）

　以前に自分自身を認めてくれた際には、幻げん滅めつされないよう込み上がる涙を必死に堪こらえた。でも存在自体を認めてくれている今のアレクの前では、何も隠さなくていい。

　潤うるむ瞳から雫しずくが流れ落ちるのを、オフィは止めなかった。

「隊長にそう言ってもらえて、嬉うれしいです」

「──オフィーリア」

　万ばん感かんの想おもいを込めるように、本当の名前を呼ばれる。

「俺は、お前が好きだ」

（………………今、なんて？）

　自分に都合の良い空耳？　それとも夢でも見ているの？

　口を開けたままの間ま抜ぬけ面づらで真正面を見れば、アレクがいくばくか目め尻じりを下げた。

　見つめてくる瞳にひたむきな色が込められていて、息が止まりそうになる。

「好きな女の寝顔をあんな気持ちで拝むのは、金輪際ご免めんだからな」

「……隊長、これ現実？」

「なんならもう一回つねるか？」

　お願いしますと言えば、アレクが弄もてあそぶように頰を数回つねって放す。

「……わたしが、隊長を、好き？」

「言葉の順番がおかしいぞ。正しくは俺が、お前を、好きだ」

　ほっぺに、つねられた感触が残ってる。本当の本当に夢じゃない。

「──好き、です」

　自分が気づかぬうちから膨ふくれ上あがっていた想いが、涙と一いつ緒しよに溢あふれ出でる。

「隊長だけなんです、わたしがこんなにどきどきするのは。離はなれ離ばなれになったとき、声が聞きたくて、会いたくて仕方がなくて」

　一度堰せきを切った気持ちはオフィ自身にも止められない。

　これだけ泣けば顔はひどい有り様だろうが、前も見られているし今更かと諦めた。

「初めて男性を好きになったから、何もわからないけど……隊長の傍にいたい」

　素す直なおな自分の気持ちを吐と露ろすると、身を乗り出したアレクが強ごう引いんに唇くちびるを重ねてきた。

　額でも頰でもない唇への口づけに、オフィの頭は真っ白になる。訳がわからなくて身を捩よじっても、頭の後ろを摑まれてしまって逃にげられない。

「た、たいちょ、まっ──」

　言葉を続けようにも、角度を変えた深い口づけによって何もかもを奪うばわれる。
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　自分のものではない熱い吐と息いきに、頭と身体が沸ふつ騰とうしてしまいそう。呼吸の仕方さえ忘れてしまって、息ができない。

　心臓が爆ばく発はつする限界すれすれのところで、ようやくアレクが唇を離はなしてくれた。

「た、たたた、隊長っ、何をっ……」

「悪い。無む性しようにしたくなった」

「し、したくなったってなんですか!?」

「言葉のままで他意はないが？」

　……あっけらかんとのたまわれても、反応に困る。

　これが七歳さい上の成人男性の余よ裕ゆうなのかと、オフィがなんとなく敗北感を味わっていれば、アレクにまた抱き込まれた。

「俺は慎つつましやかな女が好みだったはずなのに、なぜよりによって無む駄だに綺麗なじゃじゃ馬に惚ほれたのか……」

「しみじみと言い出したかと思えば愚ぐ痴ちですか!?」

「天敵面とまさかこうなるとは思わなかったからな。人生は何が起こるかわからん」

　それが醍だい醐ご味みかもしれんがな、とアレクは付け加える。

「なんにせよ山があろうと谷があろうと、俺はお前の隣となりにいてやる。お前はただお前らしくひたむきであればいい」

　────あ。

　笑った。今までに見たことがないほど優しそうに。

　この至近距きよ離りで爆弾の投下は反則だろうとオフィは内心で喚わめく。胸の中にあるときめきの鐘かねがけたたましく鳴って、耳が壊こわれそうだ。

　恥はじらいで上気した頰を隠そうと、オフィがアレクの胸に顔をうずめたときだった。

「オフィ！　……あら」

「オフィーリア大だい丈じよう夫ぶか！　あ～……」

「姫ひめ様！　……これはこれは」

　声を揃そろえて部屋に入ってきたのはセラフィーネとハロルド、イヴの三人だった。

　それぞれにんまりしたり、バツが悪そうだったり、今日も今日とて無表情だったり、三人三様の顔である。

『なんかオイラたち、来るタイミング間ま違ちがえたっぽいなぁ』

　セラフィーネの肩かたにのり、ぼやいたのはネージュだ。

　羽を交差させて見ていないことを強調しているが──羽と羽の間から、つぶらな目がこっちを覗のぞいてるの、見えてるから！

「えっと、こ、これはその」

　抱き合っている状態をがっつり見られて慌あわてふためくオフィをよそに、アレクはいっそ堂々と三人と一羽わに告げる。

「もう少し堪たん能のうしたいので、今しばらくお待ちいただけますか」

「清々しささえ感じる開き直りっぷりだこと。その様子だと、無事オフィに想いを伝えられたようね」

　自分の知らないところで、なんか公こう認にん扱あつかいになってる!?

「あなたの気持ちはわからなくもないし、わたくしたちは別室で待つわ。気が済んだら呼んでちょうだい」

「お姉様!?」

「ほんじゃ、いったん退散ってことで。アレク、無事に自覚おめでと～」

「ハロルドも!?」

「お邪じや魔まをして申し訳ありませんでした」

「イヴまで!?」

『いっちゃこらいっちゃこらぁー♪』

　とどめはネージュの変な歌!?　各おの々おのが生なま温ぬるい目で好きに感想を述べて、回れ右をして去っていく。置き去りにされた心ここ地ちになるのは、どうしてだろう。

「あっ、そうそう」

　途中、何かを思い出したようにセラフィーネがくるりと振り返る。

　ぽかんとして見送るオフィに、セラフィーネはとても素す敵てきな笑え顔がおを浮かべた。

　──嫌いやな予感しかしない。

「オフィ、近々あなたに会わせたい人がいるのだけれど、その前にわたくしとお母様から話があるからそのつもりでね」

　心臓を、鋭するどく削けずった氷柱つららで射い抜ぬかれるような冷たい衝しよう撃げきがオフィに走る。

　姉と母が二人揃って話……内容は説教しか考えられない。オフィの顔がさーっと青ざめる。

（考えただけで……だめ、恐こわすぎて頭が考えるのを拒きよ否ひしてる）

　心配しなくても今日はやめておいてあげるわ。去っていく姉の背を呆ぼう然ぜんと眺ながめるオフィは、心の中で早くも白旗をなびかせた。
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　目覚めてから一週間が経った。

　もう剣けんを振っても問題ないほどにオフィは回復している。そういうわけでオフィはアレクと一緒に、とある場所に向かっていた。

　宮殿の敷しき地ち内のため、誰かの目に触ふれても問題ないよう、白い制服に身を包んだオフィは、らしくもなくうつむき加減で歩く。ただ今絶賛意気消しよう沈ちん中なのだ。

「どうやらこっぴどく叱しかられたみたいだな」

「……もう、お説教はこりごりです……」

　昨日のことだが、オフィは母と姉から今回の件について、アレクの言うようにこっぴどく叱られた。

　それも騎士団式の怒ど号ごうを伴ともなう折せつ檻かんとは違い、滝たきのごとき静かな圧力と、耳につらい正言で……。思い出したら泣きたくなってきた。

「ひとまず叱られただけで済んでありがたいと思え。陛下と殿下の心中をお察しすると、一生豪ごう華かな幽ゆう閉へい生活になったとしても文句は言えないぞ」

「入団を承しよう諾だくしてくださったお礼に伺うかがってから、三カ月ぶりにお会いしたお母様から開口一番、似たような脅おどしをかけられました……恐かったです」

　最愛の夫や実じつ弟ていを次々に亡なくした精神的ショックと、長年の心労によって体調を崩くずして以来、母は表おもて舞ぶ台たいにはあまり出てこない。

　それでも母は、約二十年前に起こったソラール帝国との戦争で、数による劣れつ勢せいを覆くつがえして勝利し、停戦条約を締てい結けつさせた女じよ傑けつである。

　重ねてきた経験値は他の追つい随ずいを許さず、迫はく力りよくの度合いはセラフィーネをも遥はるかにしのぐものだった。

「陛下がお前をきつく諌いさめるのは道理だな」

「親より先に逝ゆくなんて、何よりの親不孝よと言われてしまって。……かなり胸に刺ささりましたね」

「戦場で年少者を弔とむらった経験は俺にもある。あのやるせなさは形容できないからな。それが家族、亡なき最愛の御ご夫君との間に授さずかった愛まな娘むすめともなれば、最悪の事態を想像するのは耐たえがたい苦痛だったと思うぞ」

『秘密の姫君』は死んだことにして縁えん戚せきに養子入りすることを提案したときでさえ、母は「縁えん起ぎでもない」と取り合わなかった。

　娘むすめが潑はつ剌らつと生きることを切に望んでいるからこそ──今回のオフィの選択に対して、母は真しん剣けんに怒ってくれたのだ。

「お前の生はお前だけのものじゃない。周りの人間が関わっていることを忘れるな」

「はい……ごめんなさい」

　しゅんとしおれるオフィの頭を、アレクがやわらかに撫なでる。

「それだけ皆みな、お前の無事を本気で祈いのっていたってことだ」

「……隊長も？」

　挑ちよう発はつするような言い方でオフィはアレクに挑いどむ。

　これは目覚めた折に好き勝手してくれたことへの、ちょっとした意い趣しゆ返がえしのつもりだったのだが──

「俺は惚れた女の無事を祈らないような冷血漢ではないからな」

「っ!!」

　甘あまかった。七歳上の成人男性を舐なめていた。

　率そつ直ちよくな好意を事もなげに返されてしまい、オフィは白い肌を耳まで赤くする。

　反はん撃げきしたくて口をぱくぱく動かすも、男をあしらってきた割には恋れん愛あい経験に乏とぼしいオフィには、空気を吐はくことしかできない。

（……なんか悔くやしい）

　自分ばっかり好きみたいだ。少しくらいまごついたり、焦ってくれてもいいのに。

「隊長って、そんな殺し文句をさらっと言える人だったんですね」

「俺も男で大人なんでな。惚れた女に愛の言葉の一つや二つ贈おくる甲か斐い性しようはある」

　精一杯の皮肉を投とう擲てきしてみたが、いとも簡単に投げ返された。それも威い力りよくを三倍にして。

「うぅぅ……」

「何を呻うめいてる？　顔も赤いしまだどこか具合でも悪いのか？」

　あなたのせいです！　この天然たらし！

「歩けるか？　無理なら俺が抱えてやる、離宮に戻るぞ」

「だ、大丈夫ですから！　抱えようとしなくていいですし、むしろわたしは元気です！」

「それならいいが……」

　安心したようにアレクは愁しゆう眉びを開く。……こういうところが、掛かけ値ねなしに厄やつ介かいな人だ。恋愛初心者の心臓に、余計な負担をかけるのは勘かん弁べんしてもらいたい。

　歩きながらとりとめのないやりとりを交かわしていると、目的の場所が見えてくる。

　アレクがすっと、任務にあたる顔になった。

「大丈夫か？」

　オフィの心境を慮おもんぱかってくれるアレクに、オフィは「はい」と口を動かす。

「彼とは、話をしないといけませんから」

　目的の場所──迎げい賓ひん館かんには今、ソラール帝国第一皇子エリーアスが滞たい在ざいしている。




　迎賓館でセラフィーネ、ハロルドと合流してから、四人一緒に応接室に入る。

　中にはすでに、窓の外を眺めながらたたずむエリーアスがいた。

　彼がゆるりと振り向くと、オフィの心臓が一つ大きく跳ねた。

（エリーアス……）

『浄化の力』で清めることができたとわかっているのに。

　エリーアスに向けられた憎ぞう悪おを身体が覚えているので、反射的に構えてしまう。落ち着けとオフィは自分を宥なだめた。

「お待たせしてしまったかしら？」

「いいえセラフィーネ姫、私もつい先ほど来たばかりです」

　まずお座りになってと促したセラフィーネとオフィが並んで座し、テーブルを挟はさんだ向かいにエリーアスが座った。アレクとハロルドは護衛のため、壁かべ際ぎわに控ひかえる。

「お茶を飲みながらする話でもないでしょうから、このまま始めさせてもらうわ」

「かまいません。──オフィーリア姫」

　オフィを注目するエリーアスのまなざしに狂きよう気きはなく、静やかそのものだった。

「このたびは誠まことに申し訳ありませんでした。姫に数々の非道を働いたにもかかわらず、この厚顔を晒さらします無礼、何なに卒とぞお許しください」

「何があったか、全部覚えているの？」

「はい。本来でしたら私はあなたを拉ら致ち監かん禁きんした罪人。ですがセラフィーネ姫のご意向もあり、協定を結ばせていただきました。今回の訪問は謝罪とその報告のためのものです」

　──外交問題にしてしまうと、おのずとオフィのことを公表せざるを得なくなる。

　そのためエリーアスがすべての事実を黙もくすことと、事の後始末と隠いん蔽ぺいをする代わりに、この一件を表おもて沙ざ汰たにはせず罪には問わないとセラフィーネは決定したのだ。

「ですがセラフィーネ姫、本当によろしかったのですか。私の罪に対して、沙さ汰たがあまりにも軽いような気がしてなりません」

「本来は万ばん死しに値あたいするわ。だけどオフィが己を顧かえりみず救った命を、むざむざと奪うわけにいかない。理由はそれだけよ」

　この子が目覚めなかったら命はなかったけれどね。とろけるような艶えん然ぜんとした笑えみで無む慈じ悲ひな台詞せりふを吐くセラフィーネが恐すぎる。

（エリーアスが秘ひ密みつ裏りに行動していたのが、功を奏した形ね……）

『浄化の力』により、牙きばを剝むくことはもうないとわかっている、ある意味絶対の信しん頼らいがあるからこそ可能となった温情だろう。でなければ両国は血を見ていたかもしれない。

「私の国の者で今回の件に関わった者には、他言無用と命じました。漏もらす者があれば、関係者全員とその一族が地上より消えると釘くぎを刺しましたので、ご安心ください」

「連帯責任のえげつない使い方のお手本ね。ちなみにわたしの正体については？」

「──こちらにいらっしゃる皆みな様さまは、あなたの正体をすべてご存じなのでしょうか？」

　秘された第二王女で、シギスマンドの生まれ変わりであることをここで話してよいかと言外に訊ねるエリーアスに、オフィは「全部知ってるわ」と言う。

「あなたの前世がシギスマンドの敵だったってことも、簡単には話してあるから」

「そうですか。では先ほどの質問に戻りますが、私は攫さらった騎士がレーヌグランの第二王女であることを臣下には話していませんでした」

「知っていたら全員の首を落としてもらうところだったから、よかったわ」

　お姉様、さっきから台詞が真っ黒なんですけど！

「首しゆ謀ぼう者であった私は、首を十回撥はねられても足りぬ罪を犯おかしました。──私はシギスマンドの魂たましいを持つあなたを、彼かの騎士の血を引く者を、本気で殺そうとしていたのです」

　罪を悔くいるように、エリーアスがきつく瞼まぶたを伏ふせる。

「妃きさきと生まれてくる子を一度に亡なくした私は、この世の終しゆう焉えんのように絶望しました」

「それがきっかけで、あなたはシギスマンドに敗れた、前世でダビドだったときの記き憶おくと力を取り戻したのよね」

「そのとおりです」

「わたしが目にしていたあなたの凶きよう悪あくな一面は、そのダビドのもの？」

　エリーアスはいいえ、と首を左右に振る。

「私の穢けがれにおかされた者は、憎悪や悲ひ愴そうなどの負の感情が高まるにつれて徐じよ々じよに心を蝕むしばまれる。それは力を所有する私自身も例外ではありませんでした。あれは穢れによって内なる闇やみが増長された、私の中の一面です」

「……フェルディナントは、あなたみたいに豹ひよう変へんしていなかったけど？」

　オフィの頭の中に、二度目に力を使ったときの光景が浮かび上がる。

　敬愛する父親の仇かたきに対する憎悪を明るみにしたときでさえ、フェルディナントの瞳に澱よどみはなかった。

　セラフィーネに刃やいばをあてがった彼は苦しげで、悲痛な面おも持もちだったのだ。

「おそらくですが、彼もシギスマンドの血を引いています。生まれ変わりであるあなたほどではないので穢れた魂に憑ひよう依いされましたが、常人よりは穢れへの耐たい性せいがあったのかと」

　なるほど、とオフィは咀そ嚼しやくする。

　エリーアスの仮説を裏づける証しよう拠こはないが、当たらずといえども遠からずだろう。

「──私の記憶にあるダビドは愛あい妾しようの子として、皇子でありながら冷れい遇ぐうされ、父親から見向きもされず、異母兄姉たちからもいないものとして扱われていました。彼は家族に認めてもらいたい、受け入れられたいがために、自分に何ができるか考えたのです」

　──己には非ひ凡ぼんな魔ま術じゆつの才がある。

　この力を使って一国を手に入れれば、父たちも自分を認めてくれるとダビドは思い至り、竜りゆうを使し役えきして、暴れさせたのだとエリーアスは語る。

「間違いを犯しているときは、往々にして間違いに気づかないもの。ダビドの暴走を止めたシギスマンドに正義はあるとわかってはいました」

　わかってはいたのですが。エリーアスは視線を下へ落とした。

「家族に認められたい、愛されたい。その宿望を叶かなえるために事を起こしたダビドに、私は強く共感しました。家族を愛し、愛された自分には、彼の気持ちが理解できましたので」

（愛する家族を、永遠に失ってしまったエリーアスだから……）

　焦こがれてやまないその想い、奪った者への憎にくしみ。

　きっとエリーアスにはそれらが我わが事のように感じられ、別人だとはとても割り切れなかったのだろう。

「──同情の余地はあっても、わたしはあなたに穢されかけた」

「…………あら？」

「…………ほう？」

「…………へぇ？」

　黙もく聴ちようしていた三人から一いつ斉せいに、重く短い一言がすべり出る。

　一気に緊きん迫ぱくした場の空気から、オフィは自分の発言が怪あやしいものだったことに気づき、誤解している三人に違う違うと慌てて弁明した。

「彼はあらゆるものを穢して、意のままに従える力を持っているんです！　変な意味じゃありませんから！」

「……そうか、ならば血祭りに上げる必要はないんだな」

（隊長、目が据すわってるんですけど──!?）

　今にも抜ばつ刀とうして斬きりかかりかねない雰ふん囲い気きが、アレクの全身からにじみ出ている。

　セラフィーネたちもいざとなればそれを止める気はなさそうに見えるので、オフィは恐きよう々きようとしてしまう。言葉には細心の注意を払はらわないと。

「そ、そうだわ。疑問だったんだけど、あなたの言っていた『今はまだ力が足りない』ってどういう意味？」

　殺さつ伐ばつとした空気をなんとかしようと、オフィはエリーアスに話を振る。

「私の能力は、新月の夜にのみ全力で解放できたのですよ」

「建国記念式典の前夜は新月だったわね、そういえば……」

「なあ、皇子さんにちょっと聞いていい～？」

　壁に寄りかかっているハロルドが、エリーアスに声をかける。

　その能天気な口ぶりが、今この場ではちょっとした救いだ。

「かまいませんよクロフォード卿きよう」

「棟とうとか聖堂にいた奴らも、その穢れの力？　で操あやつってたわけ？　三十人はいたけど」

「力は使いましたが、あくまで多少──私の意に疑念を抱かず、粛しゆく々しゆくと行動する程度に抑おさえました。竜のように傀かい儡らい状態まで穢すと、周囲に訝いぶかられますからね」

（大人数を自在に操れるのね……）

　ここまでくると、嫌いや味みを通り越してすごいとオフィは感心するしかない。

　浄化に成功したのは、運が良かったとしか言いようがなさそうだ。

「ですが、彼らは私の支配から解放されました。……ご覧ください」

　エリーアスが、手て袋ぶくろをはめていない己の左手を見せる。

　──紋もん様ようがない。

　黒十字を丸で囲んであった、ダビドの転生者の証。

　それがエリーアスの左の掌てのひらから跡あと形かたもなく消えていたのだ。

「オフィーリア姫の清せい浄じような光に当てられたのちに目を覚ますと、消えていました」

「……力が、失われたの？」

「はい──あなたのおかげで、私の魂もまた闇から解放されたのです」

　力を消失したことを話すエリーアスに、嘆なげく様子は見受けられない。

　むしろ、憑つき物ものが落ちたような顔をしていた。

「シギスマンドが私を救うために、千年の刻ときを経て転生したと聞いたとき、信じられなかった。けれどあなたがおためごかしを言っているようには思えませんでした。救いたいという気持ちの通かよった心からの言葉、私の胸にたしかに届きましたよ」

「だからあなたは、最後になんの抵てい抗こうもしなかったの？」

　オフィが『浄化の力』を行使したとき、相反する力を有するエリーアスなら抵抗しようと思えばできたはずだ。

　しかし彼は自ら施ほどこしを受け入れるかのように、じっとしていただけだった。

「そうかもしれません。絶望した私はかつての憎しみに縋すがり、そしてあなたの救済にも縋った」

　自分本位すぎて、この世から消えたくなりました。自じ嘲ちよう気ぎ味みに喋るエリーアスだが、醸かもし出だす空気からいくらかの本気を感じ取ったオフィは思わず彼を宥めてしまう。

「妃ひ殿でん下かも御お子こも、あなたと早々に再会しても喜ばないわ」

「オフィーリア姫は本当にお優しい方ですね。……自ら命を捨てるような愚ぐは犯しません。それこそ救ってくださったあなたに申し訳が立たない」

　よかったと胸を撫で下ろすオフィに、エリーアスが言う。

「私は皇位法定相続人の立場を弟に譲ゆずります」

「──エリーアス皇子、つまりあなたは次期皇こう帝ていの座を自ら降りるのね？」

　話題が政まつりごとに移ったことで、黙だまっていたセラフィーネが口を挟む。その語気は少しばかり強い。

　同じ立場のセラフィーネは、エリーアスが決断を下した理由を知りたいのかもしれない。そうオフィは思った。

　いつだって王であろうとする姉は、自ら王の称しよう号ごうを捨てる真ま似ねはしないから。

「陛下とトリスタンに話はつけてあります、罪に問われないとはいえ、今の私には帝国を導く力も資格もありません。できるのは妃たちの冥めい福ふくと帝国の繁はん栄えいを祈ることだけです」

「教会に身を置くおつもり？」

「身辺整理を終えたのちに。ですから第一皇子であるうちに、罪つみ滅ほろぼしができればと」

　すでに悟さとりを開いたような表情で、エリーアスはオフィに問いかける。

「私はあなたに報むくいねばなりません。できることがあればおっしゃってください」

「──なら一つ要求するわ。レーヌグランで来年行われる戴たい冠かん式に出席すること」

　そこでわたしは……。オフィは誰にも気づかれないよう、小さく拳こぶしを握にぎりしめる。

「第二王女としてわたしは戴冠式に出る。あなたはそれを見届けてから教会に入って」

　突とつ然ぜんの正体公表宣言に、この場にいる全員が啞あ然ぜんとした。

　騎士であることを一いち途ずに望み、そのために『秘密の姫君』を貫いてきたオフィがなぜ。

　皆の顔には、そうありありと書いてある。

「──わたしは、はじめはただ力が欲ほしかった」

　自分を誇こ示じするためでも、自分の不安を埋うめるためでもない。

　大切な人を守るための力が。

　記憶にないが幼少期に『浄化の力』を無意識に使い、類たぐい稀まれな虚きよ弱じやく体質になった自分。

　父の死に目にも会えず、無力な自分を嘆く中で──己がシギスマンドの生まれ変わりという秘密を知り、姉の王としての決意を目まの当あたりにした。

　セラフィーネを守りたいと、自分の中で、何かがどうしようもなく猛たけったのだ。

「でも、心のどこかでわかっていたの。オースティンみたいな強い人が守っているなら、お姉様はとっくに安全なんじゃないかって」

　それでも《セント・クロワ》の騎士であることを諦めなかったのは、ただの意地？　心に定めた「セラフィーネを守る」誓いを果たすという、己の矜きよう持じ？　──違う。

「わたしは──どんなときでも裏切らない存在として、お姉様の心を守りたかった」

　横にいるセラフィーネを一いち瞥べつすると、コバルトブルーの瞳がかすかに揺ゆれ動うごく。

「危険から身を守ってくれる人はたくさんいても、傷つく心を助けてくれる人はそういないもの」

「オフィ……」

「わたしはその背を、何より心を傍で守りたくて、《セント・クロワ》の騎士になりました。それができるのは、自分だけだと思っていたから」

　でもそうじゃなかったと、オフィはかぶりを振る。

「お姉様にはもう後ろを任せられる、たとえ死地にあっても身体も心も守り抜いてくれる人たちが傍にいる」

　視線を後ろに投げると、言葉を嚙かみしめるように双そう眸ぼうを閉じたアレクとハロルドの姿。

　そしてここにはいないオースティンも、守ってくれる人たちに含まれている。

「だからわたしも、いつまでも偽りを良しとしないで、向き合わないと」

　人の上に立ち、より良い未来へ導く王として。

　剣を握り、先せん陣じん切って危険を阻はばむ騎士として。

　──憧どう憬けいする人たちの前で胸を張れるよう、背負う責任から、わたしも逃げない。

　アレクは言ってくれた。オフィは立派な王女で騎士だと。

　だったらどちらかだけではなく、どちらも自分は手に入れる。

「一度は死んだと諦めたんだもの。こうなったら恐いものなんてないわ。きちんと表舞台に出て、今度はオフィーリアとして正々堂々と《セント・クロワ》に入れるよう努力する。軽口を叩き合える人たちに、偽りではなく本当の名前で呼んでもらえるように」

　山があろうと谷があろうと、隣にアレクがいてくれる。一人じゃないオフィには、きっとできないことなんてないはずだ。

「そしていつか『秘密の姫君』を、『じゃじゃ馬姫』と呼ばれるようにしてみせるわ」

　決意を固めた瞳で宣するオフィに、セラフィーネは「あなたの有言実行はわたくし以上だから」と苦く笑しようする。

　アレクからは「お前が決めたことなら」と応おう援えんを、ハロルドからは「お前もしかして被ひ虐ぎやく趣しゆ味み～？」と心外なことを言われた。

　かすかな笑いのこぼれる朗ほがらかな雰囲気に、エリーアスも生来のやわらかい表情で笑む。

「及およばずながら祈ります。あなたの往く先が、明るいものであるように」

　オフィの前ぜん途とを言こと祝ほいだエリーアスが、眩まぶしそうに外の空を見上げた。
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　用を済ませ帰国の途とについたエリーアスを見送ったのちに。

　オフィはセラフィーネ、アレク、ハロルドの三人に、一つ相談を持ちかけた。

「──あなたがかまわなければ、わたくしはいいと思うわ」

「俺も殿下と同意見だ」

「オレも～」

　相談の内容を聞いた皆が賛成してくれたおかげで、オフィは行動を起こすことに決める。

　詰つめ所しよに戻るアレクに、オフィは伝言を頼たのんだ。

「わかった。必ず伝える」

「お願いします」

　オフィは道草を食わずガリカ宮に戻ったが、制服を着き替がえはしなかった。

　このあと訪ねてくるであろう、彼と話をするために。

「姫様、お客様がお見えになりました」

　伝言を頼んだアレクと別れてからあまり時間を置かずに、来訪が告げられる。

　オフィは客人を通してある応接用の部屋に早足で歩いて行き、中に入った。

「これは姫様、お元気になられたようで何よりです」

　長椅子にゆったり腰かけているオースティンが、皺の刻まれた藍あい色いろの目をすがめる。

　オフィは久しぶりねと声をかけた。

「わざわざ来てもらってごめんなさい。本当はわたしが伺うべきなんだけど、ずっと不在だったわたしが詰所をうろつくわけにもいかなくて……」

「お気になさらず。儂わしは久々に姫様と二人で会えて嬉しいですからのう」

　社交辞令ではなく、本心から言っているようで、オースティンは相好を崩す。

　つられて、オフィも笑ってしまった。

「ありがとうオースティン。あなたには色々と、話したいことがあるの。お茶一いつ杯ぱいでは済まないと思うけど聞いてくれる？」

「孫の話を聞くのはジジイの楽しみの一つですからな、ぜひ」

　蓄たくわえられた灰色の顎あご鬚ひげを上下にしごくオースティンに、オフィはいつかアレクにも語ったことを話した。

　神話が実話であることや、自分がシギスマンドの生まれ変わりで、彼の騎士が神より賜たまわった聖なる『浄化の力』を使えることまで、洗いざらい。

（きっとオースティンは、わたしが何も言わなければ、自分からは聞かない）

　今回の一件で現場に居合わせたオースティンは、オフィが常人ではないと察したはずだ。でも彼は今まで何も語らず、そっと胸にしまっておいてくれた。

　──オースティンにも、力のことを話そうと思う。

　オフィの相談を聞いて、セラフィーネたちは誰一人として反対しなかった。オースティンがむやみやたらと吹ふい聴ちようするような人物ではないと、認めているからだ。

　彼らの後押しもあり、オフィは包み隠さず打ち明けようと決めたのである。

「……そういうわけで、わたしがエリーアスに使ったのが、その『浄化の力』なの。とても信じてはもらえないと思うけど……」

「なるほど、そういうことでしたか」

　打ち明けたオフィの方が拍ひよう子し抜ぬけするほど、オースティンはいともあっさり頷うなずいてくれた。

「え、と。信じてくれるの……？」

「信じますとも。姫様は人を弄んだり貶おとしめたりするために、噓をつくような人間ではありませんからな」

　信用しかないオースティンの弁に、オフィは制服のスカートを握りしめる。

　オフィが彼を信じるのと同じかそれ以上に、彼がオフィを信じてくれていたのが、素直に嬉しい。

「しかしながら、王家の最大とも言える秘密を儂に話してよろしかったのですかな？」

「いいの。きっともうシギスマンドの生まれ変わりは現れないから」

　オフィには、なんとなくだが確信があった。

　心の上に刻まれた、金十字の紋様が反応したもの。それはダビドの転生者であるエリーアスに穢された状態だったネージュの魂が憑依していたフェルディナントと、エリーアス本人だけだ。

（ダビドを救うために、シギスマンドはこの力を受うけ継つがせた）

　ならばこれから先、オフィの左胸に刻まれた転生者の証が反応することもないはずだ。

「目的を果たしたんだもの。言い伝えを次の世代に引き継ぐ必要はない。シギスマンドの神話はただの神話として、これからも後世の子供たちの寝物語として伝わればいいわ」

「ならばこの秘密は、墓の中まで持って行くと約束致いたしましょう」

「ありがとう、オースティン」

「まあ仮に儂が話したところで、ジジイのほら話で終わるだけですがな」

　アレクたちが信じたのは、オフィの『浄化の力』を自分の目で見たことや、当事者であるオフィやセラフィーネから説明を聞いたことによるものが大きい。

　そうでなければオースティンの言うようにほら話として終わるか、新たな創作小説の一つに加わるだけだろう。

「あと……隊長やハロルドは、わたしが王女だと知っていたの」

「ソラール帝国で、セラフィーネ王女殿下より聞き及んでおりました」

「二人を罰ばつしないであげてね。前に色々あって王女だとバレたときに、お姉様の取り計らいで目をつぶってくれただけだから」

「無論ですじゃ。あの二人ならば姫様の正体を口外せんでしょう。姫様は安心して……」

「オースティン」

　遮さえぎるように、オフィは彼の名を呼ぶ。

「わたしを《セント・クロワ》から退団させて欲しいの」

「姫様……？」

　呆あつ気けにとられたようなオースティンに、オフィは深く頭を下げた。

「わたしのわがままで入団させてもらったのに、勝手ばかりでごめんなさい。……わたしは来年の戴冠式に、第二王女として立つことに決めたの」

「それは大変喜ばしいことですが……姫様はそれでよろしいので？」

「うん、もう決めたから。『フローラ』としてじゃなく、今度はちゃんと『オフィーリア』として、《セント・クロワ》の門を叩くって」

「──左様ですか」

　オフィの決意に、オースティンはそれ以上の意思確認をしない。

　一度言い出すときかないオフィの頑がん固こな性格を、幼い頃から鍛きたえてくれたオースティンも当然知っている。

「だからこれはお返しします」

　白い制服の左胸につけていた《セント・クロワ》の記章をオフィは外す。

　白馬にまたがり、十じゆう字じ架かの剣で竜を退治するシギスマンドの彫ほり込こまれた鉄色フエールのそれは、四カ月前にアレクから授じゆ与よされた、オフィが《セント・クロワ》の従騎士となった証だ。

「退団の折には自隊の隊長に記章を返へん却きやくし、記章と退団届が隊長から総隊長に渡される。規則違い反はんになるけど、わたしはどうしても自分の手で返したかったの」

「……ではお預かりしておきましょう」

（預かっておく？）

　引っかかりを覚えたオフィは首を傾かしげる。

　記章を受け取ったオースティンは、向かいから藍色の瞳を優しく据えて、オフィを見守っていた。

「姫様が《セント・クロワ》に戻られるそのときまで。オフィーリア・リズ・レーヌグランの入団を、儂は心待ちにしておりますぞ」

「ありがとう。……もしオースティンが嫌じゃなければ、これからもたまには稽けい古こをつけてくれる？」

「儂のようなヨボヨボジジイでよろしいのですかな？」

「……まだヨボヨボの意味を調べ直してなかったようね」

　肩を小さく竦すくめてから、オフィはオースティンに告げた。

「わたしの師し匠しようは今までもこれからも、オースティン・ウィクリフだけだから」

　以前アレクに教えられた。オースティンが弟で子しと呼ぶのはオフィだけだと。

　騎士学院でしごいた優ゆう秀しゆうな金の卵たちではなく、凡ぼん庸よう以下だったオフィを弟子と認めてくれたことは、オフィにとって何にも代えがたい誇ほこりだ。

　だから自分にとっても師匠はオースティンだけだと、オフィは正面切って伝える。

「我が弟子の頼みとあらば、この老骨はいつでも胸をお貸ししましょう」

　今度はスパルタですぞ。孫を愛めでる祖父とは別の、厳しさを浮き立たせた師匠に、弟子は「よろしくお願いします」と敬礼した。
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　時は流れ──レーヌグラン王国、新王の戴たい冠かん式。

　麗うるわしい薔ば薇らたちが姸けんを競きそう春の良き日、天は抜ぬけるような青色に覆おおわれていた。

　宮きゆう殿でんの王室教会で執とり行おこなわれる戴冠式は、まず初めに大司祭が神に祈いのりを捧ささげる。そののちに新王が、存命中の先王から王おう冠かんと王おう笏しやくを戴いただき、列席の大貴族から祝辞を受け、新たな王の誕生が宣明されるのだ。

　儀ぎ式しきが終わると、舞ぶ台たいは宮殿のバルコニーへと移る。正門から宮殿へと続く長い直線路は王都から集まった国民で埋うめ尽つくされ、城外にも人波は溢あふれていた。

　──逸はやる気持ちを堪こらえて国民は待つ。戴冠した新王と、初披ひ露ろ目めの『秘密の姫ひめ君ぎみ』を。

　興奮と熱気を帯びた空気の中、侍じ従じゆうが待ち人の到とう来らいを声こわ高だかに告げる。

「セラフィーネ・ライザ・レーヌグラン陛下、ご入場──」

　降り注ぐ春光により、更さらに輝かがやきを増した金糸の結ゆい髪がみの上に、黄金と宝石で飾かざりつけられた王冠を受けたセラフィーネが、バルコニーに悠ゆう然ぜんと立つ。

　目にも鮮あざやかなロイヤルブルーの光こう沢たくのあるドレスと、戴冠用のマントという煌きらびやかな装よそおい。それに負けない、セラフィーネの若さ溢れる美しい容よう貌ぼうに、誰だれもが息を止めた。

　その静けさが切れぬうちに、侍従がもう一人の名を示す。

　どよめくことすら忘れた国民は、固かた唾ずを吞のんでバルコニーを見守った。




「オフィーリア・リズ・レーヌグラン殿でん下か、ご入場──」

　呼ばれたオフィは、きゅっと顎あごを引く。

（……さすがに、緊きん張ちようするわ）

　ただバルコニーに立つ。ただ微笑ほほえむ。

　それだけのことが、完全武装したオースティンを素す手でで倒たおせと言われるくらい、オフィには途と方ほうもない難題に思えた。

　──きっとこれが、王族として認められることへの重圧。

　緊張して当然、でもそれを表情には絶対出さないようにする。

　気合いを入れるオフィの頰ほおに、白い羽がぱたぱた触ふれた。

「お嬢じよう、どっから見ても立派な姫ひめさんだ。がんばれよ」

「ネージュ様のおっしゃるとおり、これ以上ないほど完かん璧ぺきです姫様」

　ドレスの裾すそを綺き麗れいに広げるイヴが、珍めずらしく感かん極きわまったような瞳ひとみで見上げてくる。

「二人ともありがとう。行ってくるね」

　励はげましてくれるネージュとイヴに礼を言い、オフィはまっすぐ背を伸のばす。ぐっと足に力を込め、最初の一歩を強く踏ふみ出だした。

　バルコニーへと敷しかれた真しん紅くの絨じゆう毯たんの両側には、《セント・クロワ》の隊長たちが整列している。

　退団の折に、けじめとして全隊長並びに副隊長には、身分を明かしオフィーリアとして挨あい拶さつしたので、見知った顔ばかり。

　皆みなの視線は、これから初公務を果たすオフィを応おう援えんするかのように、温かい。

　途と中ちゆうでアレクとも目が合い──大だい丈じよう夫ぶだ、と彼かれの唇くちびるが動いたのがわかった。

（隊長……ありがとう）

　包み込むような応援のおかげで、少しだけ緊張がほぐれる。

　オフィは国民から見えるがセラフィーネの前に出ない、やや斜ななめ後ろの位置を取った。

　二人が出で揃そろった瞬しゆん間かん、圧あつ倒とうされるほどの歓かん声せいが上がり、痛いくらいの視線を浴びる。

（国民の目に、わたしはどう映っているのかしら……）

　オフィはしっかりとした桃もも色いろの紅をひき、顔色がより明るく見える化け粧しようをしている。もう健康に問題はありませんよと、言外に示すためだ。

　首元から肩かた、手首まで総レースのクラシカルな意い匠しようの淡あわいクリーム色のドレス。高く結い上あげたストロベリーブロンドにさした、ドレスと同じ色の大輪の薔薇の生花。

　新王より主張せず、それでいて清せい楚そで上品な印象を与あたえる組み合わせは、少しでも王女にふさわしいと思ってもらうため。そう思ってくれていることを願うばかりだ。

（長い間、隠かくれていてごめんなさい……）

　今までの謝罪の気持ちを含ふくめて、オフィは頭を下げる。

　それから、新たな王を戴く喜びを共に分かち合おうという想おもいを込めて、ゆるやかに微笑む。笑えみにつられるように、熱に浮うかされていた空気がやわらいだような気がした。

　前にいるセラフィーネが軽く右手を上げると、ざわめきは波が引くように消える。

「晴れやかなる春、苛か烈れつなる夏、穏おだやかなる秋、静せい寂じやくなる冬。季節がうつろうように、生きとし生ける者には喜びだけでなく、試練が訪おとずれることもあるでしょう」

　優やさしくも凜りんとした声。その一言一句に、皆が聞き入った。

「たとえば先の見えない暗くら闇やみの中にあるとき、どうか、目を開けることをやめないでください。明けない夜はないように、必ずや陽は昇のぼり、愛する者と迎むかえる明日はやってくるのです」

　政治や人の裏切り──様々な状じよう況きようの中で絶望に直面し、そのたびに乗のり越こえてきたセラフィーネだから、綺麗ごとを言っているのではないと受け入れられる。

　言葉が胸に、全身に沁しみていく。

　セラフィーネはすべてを掬すくい取とるかのように、両りよう腕うでを前へと掲かかげた。

「わたくし、セラフィーネ・ライザ・レーヌグランは、天におわします神と、我わが腕かいなに抱いだく皆に誓ちかいます。愛する者に「また明日」と約束できる、平へい穏おんなる世であるために力を尽つくすことを。──レーヌグラン王国に栄光を、我らが民たみに幸いあれ」

　──『レーヌグラン王国万ばん歳ざい！』

　──『女王陛下万歳！』

　新たな女王の気高い宣せん誓せいは、どこまでも広い青空と国民の胸に響ひびき渡わたる。

　大地が揺ゆれるほどの歓声と空が割れんばかりの拍はく手しゆは、しばらく鳴りやまなかったのだった。
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　宣誓ののち、セラフィーネは用意していた控ひかえ室しつへと戻もどった。

　が、休んでいる暇ひまはない。夜の舞ぶ踏とう会までひたすら催もよおしは続くのだ。

　このあとのパレード用に装いを変えたセラフィーネは、開始時刻までの少しの間、侍じ女じよを下がらせた。

　一人になって耳を澄すませると、窓の外からはまだ歓声と拍手が聞こえた。

（どうやら、すべり出しは失敗せずに済んだようね……）

　ひとまずセラフィーネは己おのれに及きゆう第だい点をつける。

　オフィの初披露目も無事に終わった。巷ちまたに流れる第二王女の根も葉もない噂うわさは、じきに払ふつ拭しよくされるだろう。それほど今日のオフィは瑞みず々みずしく、美しい王女だった。

　ふっと肩の力が抜けたところで、室内に風を感じた。……以前にも、同じようなことがあったと思い出す。今日は呼び出していないけれど。

「……だから窓からではなく、扉とびらから堂々と入ってくればいいでしょう？」

　いつかと同じように窓の外から現れたのは、やはりハロルドだった。

「扉から堂々と入って、あらぬ誤解を招いては大変ですから」

「窓から忍しのんだあなたと、部屋に二人きりの状況を目もく撃げきされる方が誤解されるわ」

「それは大変失礼致いたしました」

　窓の外にいるということを除けば、完璧な臣下の礼を取るハロルドがひょいっと室内に入ってくる。

　椅い子すに掛かけるようすすめたが、ハロルドはすぐおいとましますからと辞退した。

「陛下、戴冠おめでとうございます。ご立りつ派ぱなお姿と、心に響くお言葉でした」

「……君主となったわたくしへ態度を自主的に改めてくれるのはいいけれど、二人のときはこれまでどおりでいいわ。思わずどちら様と聞きたくなるもの」

「じゃ、お言葉に甘あまえてそうするわ。あー今の一いつ瞬しゆんで肩こった～」

　ハロルドの言こと葉ば遣づかいと態度が瞬またたく間まにくだける。堂に入った姿は幻まぼろしだったのかと疑いたくなる変わり身の早さだ。これはこれで、ある種の特とく殊しゆ技能かもしれない。

「それで、何かわたくしに用でも？」

「ああ、そうそう。オレさ、ガキの頃ころからずっとお前が好きなんだ」

　──────え？

　ご機き嫌げんようと挨拶でもするような気軽さでハロルドが口にしたのは、愛の告白で。

　奇き襲しゆうをかけられようが、地面から雨が降ろうが動じない自信のあるセラフィーネも、この、ある意味天変地異以上の珍ちん事じ態たいは、瞬時に理解しかねた。

「……あなたが、わたくしを？　そんな素そ振ぶり一度もなかったじゃない」

「オレの絶対最大の秘密だもんよ。ほんとは一生秘密にしとくつもりだったけど、どうしてもお前に伝えておきたいと思ってさ」

　真しん摯しな瞳でセラフィーネを臨のぞみながら、ハロルドは言い続ける。

「損とか得とか関係ない、忠誠を誓ったからでもない。オレはセラフィーネに惚ほれてるから、この先お前に何があっても、オレは絶対にお前を裏切らない」

　……胸が、熱くて……なぜだか痛い。

　誰かの言葉で泣きたくなるなんて、今までにあっただろうか。

　どう言い表せばいいのかわからない気持ちにセラフィーネは戸と惑まどうが、不思議なことに嫌いやではない。

　嫌などころか……嬉うれしいとさえ感じてしまっていることに、セラフィーネは自分で自分に驚おどろく。

「だからってお前に応えてもらおうとか、大それたこと望んでるわけじゃねえから」

　王族公こう爵しやく令息でもオレ次男だし？　副隊長だと伯はく爵しやく同等位だしな～。そう嘆たん息そくして腕を組むハロルド。

　ハロルドは次男で、それこそ本人が言うように、《セント・クロワ》の副隊長に授じゆ与よされる伯爵同等位しか所持していない。

　しかし君主の伴はん侶りよには、爵しやく位い以上に血統が重んじられる。

　その傍かたわらにふさわしい称しよう号ごうを授さずけることはできても、まごうかたなき尊い血は与えられないからだ。

（先王の甥おいでまぎれもない王家の人間。その上、王位継けい承しよう権を放ほう棄きしているとなれば……）

　政治的懸け念ねんなどの観点から考えても、悪くない。

　軍属しているので、立場としては軍部寄りになるだろうが、王の女によう房ぼう役である宰さい相しようが代々文官を輩はい出しゆつする家系だ。釣つり合あいは取れる。

（……この人は、そんなこと欠片かけらも考えはしないでしょうけど……）

　自らの血筋と名めい誉よにほとほと関心がない、天てん真しん爛らん漫まんなハロルドのことだ。自分が女王の婚こん約やく者候補として、なんら見み劣おとりしないことを自覚していないはず。

　もったいないが、それがハロルドの良いいところでもある。

「オレは今までどおり、セラフィーネを勝手に好きでいる。全力でお前と国のためにできることをやるから。じゃ、そういうことなんで！」

　底抜けに明るく笑ったハロルドは大きく手を振ふり、颯さつ爽そうと窓から出ていった。

「ハロルドが、ねえ……あら？」

　彼が飛び下りた格こう子し窓の下枠わく部分に、見慣れない小さな箱が置かれていた。先ほどまで、そんなものはなかったはず。つまり置いたのはハロルドだ。

　箱の中の台座に収まっていたのは、一対ついのイヤリング。

　金装そう飾しよくに、今日のレーヌグランの空を写し取ったかのような色の宝石は、上質なターコイズだ。色を活いかしたこのモチーフは勿忘草わすれなぐさだろう。

『がんばるのはいいけど、無理すんなよ』

　手紙なんて立派なものではなく、紙切れに走り書きしたメッセージ。それも小箱の中に入れるために小さく折りたたまれているのでしわくちゃだ。情じよう緒ちよの欠片もない。

　なのに、どんな飾り立てられた文章より、このたった一行が心に沁みる。

「ターコイズの石言葉はたしか、『繁はん栄えい』と『成功の保証』」

　女王となったセラフィーネに、これほど贈おくられて嬉しい言葉はない。

　ハロルドが石言葉を承知の上で、この宝石を選んだとは思えないが。ターコイズは出世の石として、古代から権力者たちがこぞって愛用してきた。何より災わざわいや邪じや気きを退けてくれる力は、宝石の中でも強い。

（そのあたりは知っていたでしょうから、お守りのつもりだったのかしらね）

　自分がかつてオフィに贈ったように。打算も何もなく、ただ無事を祈って。

（親愛ではなく、恋れん情じようだったことに気づかないなんて、わたくしもまだまだね。……応えてもらうつもりがないのに好きでいるなんて、ずいぶん一いち途ずだこと）

　西大陸一の美び貌ぼうと謳うたわれる、セラフィーネへの縁えん談だんは年中絶えない。

　現在のところは、「わたくしに見劣りしない顔と頭脳と家いえ柄がらの殿との方がたがいれば会ってもいい」と、竜りゆうの牙きばを引き抜いてこい並みの無茶な条件で、事実上縁談を断っている状態だ。

（生まれたときから、わたくしは王となる運命だった。好いて好かれて……そういう普ふ通つうの、人として当たり前の営みを諦あきらめてしまっていたから）

　セラフィーネにとって結婚は政略的な意味しかなく、そこに感情は存在しなかった。

　ゆえに自分はオフィやアレクシオとは違ちがい、見ている側がくすぐったくなるような、眩まぶしいと感じるような『恋こい』は、終生わからないのかもしれない。

　しかし大切に想うことは──相手が他ならぬハロルドなら、できると確信が持てる。

　これまでこの身と心を守ろうと、明るく勇気づけてくれたセラフィーネの騎士ナイト。

　積年の想いと熱量に、報むくいることができるか定さだかでないが、近づけるよう努力したい。

（あなたを選ぶと言ったら……どんな顔をするかしらね）

　おそらく仰ぎよう天てんしたあと、あの太陽のように明るい笑え顔がおをなおのこと輝かせるに違いない。

　そのときはセラフィーネ自身も、きっと自然に笑っているのだろう。

（でも、ひとまずは新米君主として、己の治世を盤ばん石じやくなものにすることが優先）

　だから温度を持ったこの想いは、心の中にある箱に鍵かぎをかけてしまっておく。

　──まだもう少し、待たせてしまうけれど。

　そう遠くないうちに伝えるから。鍵を開けて、必ずやあなたに。
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　戴冠式当日の夜、宮殿では大規模な舞踏会が催された。

　今こ宵よいは直接警備を担になう六番隊以外の、《セント・クロワ》隊長全員が出席している。

　大広間には他に、多た彩さいな花のごときドレスを召めした淑しゆく女じよや、社交界の花たちの邪じや魔まをするまいと、落ち着いた出いで立たちを選んだ紳しん士したちが集つどう。

「めでたい日に吞む酒は格別じゃのう。うますぎて喉のどをぐいぐいすすむわい」

「総隊長の酒がすすむのは、いつものことです」

「つっこみ入れてないで、アレクシオも吞みなよ。今夜は僕ぼくらも出席者なんだから」

「俺おれは結構です。ノエル隊長も吞むのはいいですがほどほどに」

「あはは、アレクシオは良い子だねー。おじさんがお小こ遣づかいあげよっか」

　アレクをかまう二番隊長は、実年ねん齢れいが四十間近でも、外見は十代半ばにしか見えない。

「いたいけな少年からかつあげする絵え面づらになるので遠えん慮りよします」

（……違ってた、か）

　オースティンや他の隊長たちと会話しつつ、アレクは頭の片かた隅すみで考える。

　──美び女じよ嫌ぎらいだった自分がオフィは平気になり、あまつさえ恋仲になった。

　そこで思ったのだ。オフィのおかげで耐たい性せいがつき、美女嫌いが治ったのではと。

　それを確かめるのに、舞踏会はまさにおあつらえむきだ。会場入りしたのち、アレクは面識のある、高位官職の麗しい奥おく方がた何人かと挨拶を交かわした。

　結果、鳥とり肌はだときどき胸のむかつき──美女嫌いは健在だったのである。

（こうなると、もう一生治らないかもな……）

　残念がられる性質も、アレク的には大勢に影えい響きようはないが。

　仕事中は集中力と気力でどうにかできる術を身につけているし、恋をする相手はオフィが最初で最後がいい。

（…………惚気のろけか）

　自分で自分につっこんだところで、セラフィーネとオフィが揃って姿を現す。

　上座へ歩いていくオフィと目が合うと、彼かの女じよはさも嬉しそうにアレクに笑いかけてくれた。

（なんだ、これは……）

　──心臓が、握にぎり潰つぶされるみたいに苦しい。

　バルコニーで、楚そ々そとした姿の彼女を目にしたときもそうだった。

　舞踏会でのオフィは泡あわ立だつ波のようなレースが美しい、薔薇色のドレスを着ていた。ゆるやかに巻かれ、華はなやかさを増したストロベリーブロンドは上半分だけを編み込み、金の花細工に真しん珠じゆを散りばめた髪飾りをさしてあった。

　曲がりなりにもアレクは伯爵令息だ。軍に身を置いているとはいえ、着き飾かざった女性を見た回数は両手に余るが……

　──自分が特別に想う相手が、特別な装いをする。

　それがこれほど衝しよう撃げきをもたらすものだとは。気持ちに対して自覚ありか無自覚かで、天と地ほども差があることをアレクは痛感する。

（……さて、これを渡すタイミングは果たしてあるのか）

　胸むな元もとの内ポケットに潜ひそませた、小さな箱。

　戴冠式に合わせてアレを発表するとセラフィーネより聞きき及およんでから、腕の良い職人に依い頼らいして密ひそかに準備していたものだ。

　しかしながら、二輪の花には早くも大群の蝶ちようが群がっている。

　挨拶から解放されるまでに、日付をまたぐのは決定事じ項こうだろう。

　それに────

「舞踏会に先立ちまして、ご列席の皆みな様さまにご報告申し上げます」

　普ふ段だんよりも高い声こわ色いろのセラフィーネが、一度オフィと視線を交えてから言明した。

「レーヌグラン王国第二王女、オフィーリア。そして《セント・クロワ》五番隊隊長、アレクシオ、この両名が婚約と相成りました」

　初披露目を果たしたばかりの第二王女の婚約発表。

　思いもよらぬ慶けい事じに会場からは喝かつ采さいが沸わき起おこり、あっと言う間に姉し妹まいは人ひと垣がきで隠れてしまった。

　と、アレクの肩を、皺しわが寄っているのにすこぶる力が強い手が摑つかむ。

「アレクシオよ、ちょいと顔を貸してくれんかの」

　──どうやらこちらも、日付をまたぐのを覚かく悟ごしなければならないようだ。
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「オフィーリア殿下、ご壮そう健けんな麗れい姿しを拝はい謁えつできますこと恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。このたびはご婚約、誠まことにおめでとうございます」

「ありがとうございます」

　オフィの元には、セラフィーネに挨拶を済ませた出席者が殺さつ到とう中だ。

　婚約を祝うという建前の彼らの本音が、『秘密の姫君』と言葉をどうにか交わしたい、というものであることは明白だった。

　中には、《セント・クロワ》の従じゆう騎き士し『フローラ』だったときのオフィを目にしたことがある者もいて、一様にえっ？　という表情を浮かべていたが、オフィは「はじめまして」と知らぬ存ぜぬの態ていを通し、疑問の声が出る前に完璧な笑顔で封ふうじた。

（……この挨拶と握あく手しゆ、いつまで続くの……？）

　数時間ずっと口角は上がりっぱなしで、そろそろ顔の筋肉がつりそうだ。手も握手のしすぎで感覚がなくなってきている。

　ちらりとセラフィーネを盗ぬすみ見みる。

　オフィの軽く倍の人数を相手にしているであろう彼女は一いつ切さいの疲つかれを見せず、まさしく花のように微笑んでいた。

（お姉様……なんだか嬉しそう……）

　なんとなく、としか言いようがないが。

　戴冠式が終わってから、セラフィーネは少し浮かれているようだ。誰も気づかないほど微び々びたる変化ではあるが、妹のオフィにはわかる。

　さすがの姉も、戴冠式の成功はよほど嬉しかったのだろう。

「はじめましてオフィーリア姫。ご機嫌麗しく存じます」

　初対面の挨拶をしてきたのは、招待されていたエリーアスだった。

　ゆったりとした、深みのある青色のアンサンブルを身に纏まとい、白のスカーフは衣い裳しようと同じ青のサファイアでとめている。

　清潔感のある高貴な盛せい装そうが、知性と気品漂ただよう彼の美貌によく似合う。

「エリーアス皇子」

　オフィはドレスの裾をつまんで優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをする。

「お初にお目にかかります。お会いできて光栄ですわ」

　同じように初対面の態で挨拶するオフィに、エリーアスは満ち足りたように微笑んで、「お幸せに」と述べるとすぐに離はなれていく。

　帰国したらエリーアスは正式に皇位法定相続人の立場を返上し、教会に入る。

　このあとは生しよう涯がい、祈りを捧げる日々を送ると決めたまっすぐに伸びたその背中に、オフィも心の中で「どうかあなたも」と幸せを願う言葉を返した。

（そういえば隊長は、どこにいるのかしら……？）

　婚約が発表される直前に、一度目が合ったきりだ。

　会場をきょろきょろと見回してみたが、アレクの姿はない。

　──オースティンあたりに折せつ檻かんされてたりしないわよね？

　まさかとは思うが、羊に群がる狼おおかみ避よけとして選んだ人物が、狼になってしまったのだ。

　孫を搔かっ攫さらわれた祖父の心情を考えると、ひょっとすればひょっとして──

（……さ、捜さがしに行った方がいいかも!?）

　一いち抹まつの不安に駆かられたオフィは、人の列が途と切ぎれたのを見計らい、さり気なく中座する。

　大広間を出ようと出口へ向かっていたら、いきなり腕を摑まれた。

「どこに行くんだ？」

「た、隊長！　姿が見えないから、捜しに行くところだったんですよ」

「悪い、総隊長たちにいつからそんなことにと根掘ほり葉掘り聞かれて、身動きが取れなくてな」

　どこも怪け我がした様子はないし、本当に捕つかまっていただけのようだ。

　せがまれた内容が照れるけれど、杞き憂ゆうに終わったようで一安心。

「このままだと、俺もお前もすぐ新手に囲まれるな。……抜けるか」

　オフィの手をしっかりと握ると、

　そのままアレクはすたすたと歩き出した。

「えっ、隊長、どこに？」

「そこの赤の庭園だ。今夜は月が綺麗に見える、少し付き合え」
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　大広間からすぐの、花の色が赤で統一された赤の庭園上には、冴さえた光を放つ月が宿っていた。

　ここの四あず阿まやは古代神しん殿でんを彷ほう彿ふつとさせる円えん筒とう形で、透とう明めい度どの高い池のほとりに建てられている。

　水面が鏡のように月を映し取り、二つの月が見える風景は幻げん想そう的てきで美しい。

「本当に綺麗な月夜ですね……疲れがちょっと癒いやされました」

「初公務お疲れだったな」

　隣となりに座すわって労ねぎらうアレクの手が、オフィの頭をふわりと包む。髪かみ型がたが崩くずれないように気を遣つかったのか、手はすぐに離れてしまった。

（残念……なんて、恥はずかしくて言えないけど）

　照れる頭で考えてみれば、こうしてアレクと二人きりになるのは久しぶりだ。

　戴冠式での初披露目に向けてオフィは忙せわしなくしていたし、《セント・クロワ》の隊長であるアレクも、任務と並へい行こうして戴冠式に万ばん全ぜんの態勢で臨むための準備に追われていた。

　退団してからはそもそも、オフィがアレクを離り宮きゆうに招いたり、お忍びで城下に行くときしか、一いつ緒しよにはいられない。

「前は、毎日朝から晩まで、一緒だったのになあ……」

「──そうか、お前は俺と一緒にいられなくて寂さびしいのか」

「寂しいに決まって──」

　そこでオフィは固まった。

「…………わたし、声に出してました？」

「おかげで可愛かわいらしい本音が聞けたな」

　ぼぼぼっとオフィは顔を真っ赤にする。いやーっ、恥ずかしい心の声全部聞かれた！

「すみません忘れてください、でないとわたしは恥ずかしさで死にます」

「阿あ呆ほう。お前は自分だけが寂しいとでも思っているのか」

　なんだって？　ばっとアレクを見ると、彼は頰ほお杖づえをついて波のない池を睨にらんでいる。

　月明かりに浮かぶ彼の耳が、心なしか赤い。

　──照れてるんだ。

　同じ気持ちだったことが嬉しくて、オフィは甘えるようにアレクの肩にしなだれかかる。誰もいないし、少しくらい甘えてもいいよね？

「わたしは離宮から宮殿に移ったし、婚約もしましたし。これで一緒にいられる時間が少しは増えますよね」

「ああ、ようやく人目を忍ばずお前のところへ通える」

「台詞せりふが愛人っぽいですよ隊長」

「……お前は、いつまでそれを続けるつもりだ？」

「えっ何、──がっ!?」

　隣のアレクの顔がものすごく近い。鼻と鼻があとほんのわずかでぶつかりそうだ。

「あ、あの隊長、近いんですけど……！」

「『隊長』ではなく『アレクシオ』だ」

　あ！　オフィはアレクが言わんとしていることを理解し、思わず口元を手で隠した。

「他の男を呼び捨てにしておきながら、婚約者である俺を役職呼びとは、いい加減納なつ得とくいかない」

　だから呼べと、アレクは目で催さい促そくしてくる。

　想いが通じてからわかったことだが、アレクは冷れい淡たんな見た目によらず独どく占せん欲が強い。あとそれとなく強ごう引いんだ。

　でも、彼の秘めたる情熱が自分にだけ注がれていることを嬉しいと感じてしまうあたり、オフィの恋の病やまいはかなり重じゆう症しようかもしれない。

（牧羊犬に包囲される羊の気持ちが、ちょっとわかったかも……）

　などと、牧歌的な草原へ考えを逃とう避ひさせたところで、独占欲の強い番犬から逃にげる道など見つかるはずもない。

　たっぷりの時間を費ついやしたオフィは、おずおずと唇を開いた。

「…………ア、アレクシオ……」

　呼んだ瞬間、猛もう烈れつに恥ずかしくなり、頰の熱がますます上がる。

　しかも自分でもわかるくらい、たどたどしい呼び方になってしまった。

「顔を洗って出直します……！」

「捨て台詞を吐はいて去ろうとするな。合格だ合格」

「いえっ、枕まくらか人形を相手に特訓して、もっとレベルを上げないとっ」

「特訓するなら俺でしろ。──それはそうと、お前に渡したいものがある」

　混乱気味のオフィを宥なだめるアレクが、おもむろに懐ふところからビロードの小さな箱を取り出す。

　蓋ふたが開けられ、そこに収まっていたのは──

「指輪……？」

　細めのアームは白金プラチナで、中央にはオフィの瞳と同じ、新緑のように鮮やかなエメラルド。その左右に小さなダイヤモンドがあしらわれており、繊せん細さいでいてエレガントだ。

「左手を出せ」

「うあ、はいっ!?」

　呆ほうけたオフィの左手薬指に、アレクが指輪をはめる。その手を壊こわれ物ものに触れるかのような丁てい寧ねいな手つきで取ったかと思えば、アレクは跪ひざまずいた。

　その姿は、守るべき姫に忠誠を誓う騎士そのもの。

「オフィーリア姫、どうか俺と結けつ婚こんしてください」
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　月光を受け硬こう質しつな輝きを帯びる銀ぎん髪ぱつ。オフィを捕とらえて放さない青あお紫むらさき色いろの瞳。──世界に、アレクしか映らなくなってしまう。

　その人となりを表すように、まっすぐな求きゆう婚こんの言葉をオフィは胸の中で反はん芻すうする。

　甘く、痺しびれるような喜びが、淡い雪が降り積もるようにして満ちていく。

「ど……して……」

「流れのままここまで来たからな。きちんと俺の言葉と態度で伝えておきたかった」

「っ、アレクシオ！」

　感極まったオフィは、アレクの首にあらん限りの力で縋すがりついた。

　いきなりの衝撃にもアレクはよろめくことなくオフィを受け止め、重さを感じないかのように軽々と抱きかかえる。

「ありがとう。がんばるから……あなたの隣で、後ろで、胸を張れる人間であるように」

「なら俺はその手を取れるよう隣で、この背中を追ってこられるよう前にいる」

　オフィの瞳からは涙なみだが溢れて止まらない。

　でも、止めなくていい──この涙は、苦しいくらいの嬉しさのせいだから。

　この人がいい、そう思える人に出で逢あえた。

　その愛いとしい人に、選んでもらえた。

　幸福というものがあるのなら、今、きっとオフィはそれを実感している。

「オフィーリア、オレはお前を手放さない。覚悟しておけよ」

「こちらこそ、望むところです！」

　天上の明るんだ月が、笑い合うオフィとアレクを優しく照らしていた。

　未来へと共に歩み出した恋人たちを、祝福するかのように。
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　──戴冠式から二年後。

　国民に慕したわれ、賢けん王おうと呼び声高きセラフィーネ女王は、幼少のみぎりより傍そばに在り、心身を守り続けた騎士、ハロルド・クロフォードを夫に迎えた。

　その頃には王女として初の《セント・クロワ》入りを果たしており、かつての二つ名『秘密の姫君』が『じゃじゃ馬姫』に改められていたオフィーリア姫も、婚約者兼けん直属の上官である、アレクシオ・ローウェルとの成せい婚こんを果たす。




　秘密だった姫君と白銀の騎士。絶世の美貌の女王と明めい朗ろうな騎士。彼らの話は、のちの世まで語かたり継つがれることになる。

　生涯ただ一度の運命の恋を実らせた、幸せな恋物語として。








ＥＮＤ
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　お久しぶりです。もしくははじめまして、かわせ秋あきと申します。

　この度は『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき　～千年越しのチェックメイト！～』をお手にとっていただき、ありがとうございます！　おかげさまで、二巻を出していただくことができました。




　自分の力量不足をひしひしと感じながらも、再びオフィやアレクたちのお話を綴つづることができたのは、本当に嬉しかったです。頭の中に年中お花が咲きっぱなしのため、隙すきあらばいちゃいちゃさせようと指が動くのが困りものでしたが……。

　楽しいことも難しいこともありましたが、こうして物語を結ぶことができて、今はほっとしています。

　かよわさとは真逆のじゃじゃ馬姫と、根は優しいけれど愛あい想そ皆かい無むの騎き士しという甘あま舌したコンビの物語は、本作で完結となります。が、この先もきっと、オフィは無自覚なアレクに振り回されるんだろうなぁと思います。

　何せアレクは好きなものへの執しゆう着ちやくが半はん端ぱなく、意外と肉食系なので、これからますますオフィへの愛情を深めるはず。オフィよ、がんばって心臓を鍛きたえてね！

　なんにせよ、二人がバカップル街道をひた走るのは間違いないかと思われます。セラフィーネとハロルドはその様子を生なま温ぬるい目で見守りつつ、自分たちも互いに想いを育はぐくんでいくかと。

　彼らの幸せな今後を、あれこれ想像していただければ嬉しいです。




　次に、本作を刊行するにあたって、お世話になった方々にお礼を申し上げます。

　ご多忙の中、前作に続いてイラストを担当くださった種たね村むら有あり菜な先生。ずっと憧あこがれだった先生にイラストを描いていただけたことが、いまだに夢ではないかと思うときがあります。そのたびに本の表紙とイラストを眺ながめて、「これ現実だ！」と実感し、一人でときめいてにやつく……公共の場だと、確実に白い目で見られる私の不ふ審しんな挙きよ動どうはさておき。『秘密の姫君はじゃじゃ馬につき』という物語を、この上なく素敵に華やかに彩いろどっていただき、本当にありがとうございました。

　今回も丁てい寧ねいかつ細かくチェックしていただいた校正様。純日本人のはずなのですが、母国語である日本語をきちんと理解できておらず、申し訳ありません。国語辞典もろもろが、電子辞書のように脳内にインプットできたら！　と本気で思いましたが、来世でも難しいですので地道に精しよう進じんいたします。このたびも大変勉強になりました。ありがとうございます。

　担当様。私がスーパーネガティブ状態のときに、菩ぼ薩さつのごとき優しさと、海のように広い心でお話を聞いていただきまして、ありがとうございました。その明るさにどれほど励はげまされたかわかりません。本作にエンドマークを付けられたのも、ひとえに担当様のおかげです。多大なるご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。そして、的確なご指導をいただいたことに感謝を申し上げます。

　編集部の皆様や、デザイナー様など本作品に関わってくださった多くの皆様、協力的に支えてくれた家族など、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　それから、お手紙などで応援のお言葉をいただきました読者様、本当にありがとうございました。とっても嬉しくて、執しつ筆ぴつ中ちゆうのちょっとした息抜きの他、何もないときにも繰り返し読ませていただいております。

　そして最後に。この作品をお手にとって、こんなところまで読んでくださった皆様に、最大限の感謝を！　読んでくださる方々がいらっしゃるからこそ、物語の続きを生み出すことができました。

　成長・糖分・ラヴの三本柱＋笑いを軸じくにしましたオフィの物語は、いかがだったでしょうか？　少しでも、楽しんでいただけましたら幸いです。

　願わくば、また次の作品でお目にかかれますように。

　本当に、ありがとうございました。








かわせ　秋









[image: ]




　戴たい冠かん式しきから季節は移ろい──秋。

　晴れて第二王女としての初はつ披ひ露ろ目めを果たしたオフィは、優ゆう雅がを嗜たしなむ日々を送って──いますけれども、騎き士しとしての鍛たん錬れんも当然欠かしてはおらず。彼女はその日も来訪者を待つまでの間、剣けんをぶんぶんと上下に振ふっていた。ドレス姿で。

（早く来ないかしら……）

　逸はやる気持ちを抑おさえるために、オフィは剣を振るう速さをぐんと上げる。

　そのとき、誰だれかが部屋に入ってきた。

　あらかじめ侍じ女じよのイヴには、その者は取り次ぎなしで通してかまわないと伝えてある。

「……見た目は華はなやかな王女が真しん剣けんで素す振ぶりをしている姿は、違い和わ感かんがすごいな」

「アレクシオ！」

　アレクは制服姿だ。ここ一週間ほど他隊との合同任務の関係で彼は王都を離はなれ、今日の午前中に帰き還かん予定となっていた。

　今は午後なので、報告などを済ませたその足でオフィを訪ねてくれたのだろう。

「おかえりなさいっ、任務お疲つかれ様さまでした！」

　鞘さやに剣を戻もどしたオフィは、アレクに突とつ進しんするような勢いで飛びついた。彼は寸分たりともぐらつくことなく、オフィを腕うでに囲う。

「絶対無事だってわかってたけど、ちゃんと無事に帰って来てくれて嬉うれしいです！」

「ああ、ただいま。お前はこの一週間、何か変わったことはなかったか？」

「わたしは特にありませんでしたよ」

「そうか。ならよかった」

　ぽんと頭にアレクの手がのる。撫なでつつも、たまに指で優しく髪かみを梳すかれるのが少しくすぐったくて心ここ地ちいい。髪をおろしたままにしておいて正解だった。

「オフィーリア」

　耳じ朶だの近くで、名前を呼ばれる。

　頤おとがいを摑つかまれた直後に、──唇くちびるが重なった。

　口移しに伝わる熱とやわい感かん触しよくが生々しい。反射的に逃にげ腰ごしになっても、かまわずまた塞ふさがれる。もう何度もこうしているが、オフィから恥はじらいは抜けない。それでもオフィはどうにか、ぎこちなくも彼に応える。

「────んぅ」

　か細い吐と息いきを漏もらすと、背中を支えているアレクの腕に力がこもった。まだ逃にがさない、とでも言うかのように。

（……も、息が……）

　降参と、オフィはアレクの背をぱしぱしと叩たたく。

　数拍はくの間を置いてから、やっとアレクは唇をオフィのソレから離してくれた。

「っ、あの、……長いです……」

「この一週間分のお前が足りていない」

　赤面して肩かたで息をするオフィとは対照的に、アレクは標準装備の仏ぶつ頂ちよう面づらのままだ。

　──素の状態で、殺し文句を臆おく面めんもなく言ってしまう。

　甘あまいものといい、好きなものにはとことん一直線なこの人は、実にタチが悪い。

「……って、アレクシオ!?　何をしようとしてるんですか!?」

「同じことをもう一回しようとしているだけだが？」

　あっけらかんと言うな──っ!!

　これが七歳さい年上の大人の余よ裕ゆうというやつなのか、はたまたアレクの隠かくれた技量スキルなのか。いずれにしても、彼の一挙手一投足にあたふたしてばかりで、口く惜やしい。

「ちょっと待ってください！　えーと、そうっ！　お菓か子しを用意していますから、いったん座りましょう！　ね？」

「…………わかった」

　不承不承気味ながら、アレクはオフィの意向を受け入れてくれた。

　正直なところ、大好きな人に求められるのは照れくさくもあるが幸せだし、オフィだってアレクに触ふれるのは好きだ。けれども、あんな口づけを立て続けに繰くり返かえされたら、色いろ恋こいに免めん疫えきのない心臓は爆ばく発はつしてしまう。

　深い呼吸で、オフィは猛もう烈れつに速い鼓こ動どうをどうにか落ち着かせる。

　甘ったるい空気を散らして、長なが椅い子すに二人横並びに座った。用意したティーカップにお茶を淹いれると、次にオフィはテーブルの上に置いてあった四角い木箱の蓋ふたを外す。中にはアーモンドクリームと林りん檎ごをふんだんに使ったタルトがまるまる一個。

　形を崩くずさないよう、オフィは神経を両手に集めて、慎しん重ちように中身を取り出す。

（よし、崩れなかったわ）

「上う手まくできてるといいんですけど……」

「ということは、お前が作ったのか？」

「はい。あ、もしかして昼食後でお腹なかいっぱいだったりします？　だったらお土産みやげとして渡わたしますよ」

「いや、せっかくだから今もらう」

「じゃあ切り分けますね」

　林檎を潰つぶさないよう手早くナイフを入れる。生き地じのサクッとした音が小気味よい。

　タルトを一切れ皿に移してアレクに渡すと、目で楽しむのもそこそこに、彼は砂糖の牙城を崩しにかかる。

「どうですか……？」

「満点だ。全部食うから丸ごとくれ」

「よかったー……えっ、一回で食べきるんですか!?」

「うまいからな」

　言いつつアレクはタルトを次々口に運ぶ。

（さすが鋼鉄の胃い袋ぶくろを持つ仏頂面スイーツ将軍だわ……だけど）

《セント・クロワ》に入ってから自覚したことだが、オフィの舌は、甘あま味みへの耐たい性せいが強い。

　料理やお菓子を作ると、『砂糖の凶きよう器き』と酷こく評ひようされるほど甘くなってしまうのだ。

　口にした人間はほぼ一口目で音を上げるが、超ちようの付く甘あま党とうのアレクだけは完食した上に、おかわりしてくれる。

　これだけの良い食べっぷりは見ていて気持ちがいいし、作り手として本ほん望もうだ。あと大好きな人がご満まん悦えつの様子で平らげてくれるのは純じゆん粋すいに嬉しかった。

「ところでお前、前より頻ひん繁ぱんに総隊長と稽けい古こをしているって？　今日の報告の折に、その総隊長が嬉き々きとして話していたぞ」

「そうなんです。来年の推すい薦せん入団試験に絶対合格したいので！」

「総隊長の遠とお縁えん設定のときは、試験を受けていないんだったな？」

「密約ありきの裏口入団でしたからね」

　四年制の王立騎士学院に通わず入団する正規の方法は、副隊長格以上から推薦を受ける推薦入団しかない。

　これには歴史や語学、算術といった筆記試験と、推薦人の他、既き存ぞんの隊長格二名の立ち合いのもと行われる実技試験に通らねばならない狭せまき門なのだ。

「一つ懸け念ねん事じ項こうを確かく認にんするが、母君と陛下は納なつ得とくしているのか？」

「お母様とお姉様からは、自力で許可をもぎ取りました」

　二人にはもともと、表おもて舞ぶ台たいに立ったのちに《セント・クロワ》に入ると宣言してあった。

　試験を受ける旨むねを聞いた姉は、「やっぱりか」という表情。隠いん居きよして以降、直ちよつ轄かつ地ちで過ごす母には手紙で報しらせたところ、

『反対したところであなたは聞かないでしょうから、無茶をしない程度におやりなさい。ただし王女として折々の行事には参加するように』

　という、説得するのを諦あきらめた気配が色いろ濃こい返事が戻ってきたのである。

「オフィーリアとして《セント・クロワ》の門を叩くからには、正々堂々試験を突とつ破ぱして入団したい。それならばと、オースティンが推薦人を引き受けてくれたんです」

「心意気は感心するんだが、類たぐい稀まれな虚きよ弱じやく体質と言われていた第二王女を、《セント・クロワ》の総隊長が推薦するというのは、いくらなんでも突とつ拍ぴよう子しもない話だと思うぞ。それこそ便べん宜ぎをはかられたと思われかねない」

「その辺りは心配無用です」

　お茶で喉のどを潤うるおして、オフィは続ける。

「わたしが今、招待される夜会やお茶会に片っぱしから出席しているのは、なにも顔を売るだけが目的じゃないんです。行く先々で、『戴冠式に出席するにあたり、数年前から体力造りと護身のためオースティンに師事し、今も続行中である』と言い広めるためでもあって。剣を扱あつかうのは楽しいって、それはもう満面の笑え顔がおで口にしまくっていますから」

「それはまた、ずいぶんとあからさまな情報開示だな」

「オースティンとの繫つながりを露ろ骨こつにしておけば、あとはなんとでもなりますもの」

　だってわたしはもう秘密じゃない王女、疑念や疑問の声は権力で黙だまらせられます。鼻を高くするオフィに、アレクはタルトの最後の一切れに取りかかりつつ半眼を向ける。

「公然と権力を行使できるようになったら、ここぞとばかりに使う気だなお前は」

「むやみやたらに振りかざしたりはしませんよ？　時と場合によって、利用できるものは利用するってだけなので」

「…………お前と陛下が実の姉し妹まいだと、たまにすごく実感する」

　若じやつ干かんげんなりした口ぶりからして、これはたぶん褒ほめていない。

「もちろん社交界だけじゃなく、城下に繰くり出だすときも地道な吹ふい聴ちようは欠かしません」

「はっ!?　お前、城下に行くときは声をかけろってあれほど」

　しまった。口がすべった。

　恋こい仲なかになってからというもの、アレクから仮にも王女が城の外を一人で出歩くなと言われているのだ。理由は一つ。アレクが心配性しようだからである。

「たまには一人で出かけたいんです。アレクシオが一いつ緒しよだと、いざというときわたしが相手を倒たおす前に、あなたがぶちのめしちゃうでしょう？」

「一人で出かける動機がおかしいことに今すぐ気づけ！」

　アレクのつっこみをさらりと無視して、オフィは主張を続ける。

「『秘密の姫ひめ君ぎみ』の、風が吹ふけば手た折おれるイメージを払ふつ拭しよくして、『じゃじゃ馬姫』に移行させるには、わたし自身が立ち回るのが一番効果的じゃないですか」

「理り屈くつはわからなくもないが、年とし頃ごろの娘むすめとして何かが激しく間ま違ちがっている気がする。──まあそれはいったん横に置くとして、お前の実力なら筆記も実技も通るだろう」

「えへへ、がんばりますね」

「言うまでもないが俺は試験に立ち合わない。たとえ不合格でも、口を挟はさまないからな」

「もちろんわかっています」

『フローラ』のときのオフィを見ていて、思うところがある騎士団関係者の口を噤つぐませることは、今のオフィならば可能だ。

　それでもやはり、ちゃんと実力で認められたい。そのためには、推薦人であるオースティンを除く立ち合い人は、第三者の立場の人間でなくてはならないのだ。

「公平性を期すとなれば、おそらく立ち合うのは二番隊長と三番隊長だ。二番隊長は、見た目はああでも古参の一人で総隊長にも意見できるし、三番隊長は相手が誰だろうと物もの怖おじしない性格だからな」

「そうなんですか!?　じゃああわよくば、三番隊長とお話しできるかも……！」

　三番隊隊長は、《セント・クロワ》の紅一点。レーヌグラン人の父と、異い邦ほう人じんの母を持ち『褐かつ色しよくの戦せん姫き』と呼ばれており、女だてらに隊長を拝命するほどの女じよ傑けつだ。

　戴冠式などで会ってはいるが、直接言葉を交かわしたことはない。

　女の身空で屈くつ強きような騎士を従えているその人は、オフィにとっては憧あこがれの対象である。

「格好悪いところは見せられませんね。これはますます気合いを入れないと！」

「気合いを入れるのはかまわないが、勇み足を踏ふまないようにしろよ」

「はい！　──というか気になっていたんですけど、もしもわたしが《セント・クロワ》に入団したら、どの隊に配属になるんでしょう？　アレクシオとは婚約関係だから、五番隊が難しいとなれば……今度こそ女隊長が率いる三番隊？」

「『世の女性すべてが心の恋人』とのたまうスケコマシのいる隊には預けられん」

　そういえば、三番隊の副隊長は自他共に認めるスーパー女好きと、前にハロルドが言っていたような。

「お前は五番隊うちに配属させるつもりだ。もし他隊の隊長から反対意見が出ても、俺が説得する」

「それが可能なら、わたしは願ったり叶かなったりですけど……皆は、怒おこりませんかね？」

《セント・クロワ》を退団する際、各隊の隊長や副隊長にはオフィーリアとして挨あい拶さつしたが、初披露目の前ということもあり、五番隊の隊員には打ち明けられずじまいだったのだ。

（戴冠式で、『フローラ』が『オフィーリア』だと、噓うそをつかれていたことを知ったんだもの）

　唇を嚙かみしめるオフィの頭を、アレクが静かにかいぐった。

「うちの奴やつらは気にしていない。共に過ごした時間の中で、お前自身がどういう人間かわかっているからな。ただ、戻ったら散々いじられることは覚かく悟ごしておけよ」

「……はい。噓をついていたことを謝あやまって、改めてよろしくお願いしますって言いたいです」

「じゃじゃ馬の復帰、きっと歓かん迎げいすると思うぞ」

　なんだか、胸に留まっていた不安の結けつ晶しようがゆっくりと溶とけていくかのようだ。心が弛し緩かんしたせいか涙なみだがこぼれそうになる。

　──だがそのこぼれそうだった涙は、続くアレクの台詞せりふで一気に引っ込んだ。

「何よりも、俺が自分の女を他の人間に任せたくはないからな」

　自分の女!!

　わかりやすい独どく占せん欲よくを示されて、たまらずオフィは長椅子にうつ伏ぶせになって身み悶もだえる。

「？　どうした、気分でも悪いのか？」

「や……きゅっと胸が苦しいだけで元気です」

「元気なのかそれは？」

　こうなっているのは主にあなたのせいだから！

　湯あたりしたように、オフィの体中が火ほ照てっている。鼻から赤い雫しずくが出そうだ。

　しかし想おもい人びとに涙以外の液体は見せたくない。そこは王女として、恋する乙女おとめとしての譲ゆずれない見み栄えだ。オフィは根こん性じようを鼻に集める。

（でもほんと、強きよう烈れつな不意打ちは勘かん弁べんして……）

　朴ぼく念ねん仁じん、ときどき天然たらし恐るべし。などと考えていると──

　顔をうずめていた長椅子が、ぎしっと音を立てて沈しずんだような気がした。

（…………？）

　おもむろに顔を上向かせたところ、目線の先にアレクの整った怜れい悧りな面おもてがあって、オフィは心の中で悲鳴をほとばしらせた。彼の両りよう腕うではいつの間にかオフィの顔の横に置かれている。沈んだ感じがしたのはこのせいだろう。

　オフィに覆おおいかぶさるようにして、斜ななめ上から見下げているアレク。

　なんというかこれは、誰が見ても完かん璧ぺきに誤解する体勢ではなかろうか。

「あのっ、なん、なんでしょう……」

「……俺にもわからん。ただ突つっ伏ぷしているお前を見ていたら、無む性しように追おい詰つめたくなった」

　──卒そつ倒とうするかと思った。

　そうだこの人、淡たん白ぱくそうなくせして実は肉食系なんだった！

「だが心配するな。正式に夫ふう婦ふとなるまで手は出さない。というわけで、さっきの補充の続きをするがいいよな？」

「『というわけで』のあとの台詞が、前半の台詞と全然つながってませんけど!?」

「俺も健全な男だからな。惚ほれた女への多少の手出しは大目に見ろ」

　ものすごい殺し文句を断続的に飛ばすのは、本当の本当に勘弁して。

　愚ぐ痴ちめいた声は上げる前に、アレクの唇に奪うばわれてしまう。

　──じゃじゃ馬姫の手た綱づなをしっかりと握にぎっているこの人には、たぶん一生かなわない。

　たくましくも、自分を大事にしてくれる腕の中。

　少し悔くやしい、でもそれ以上に甘やかな思いがオフィの頭をよぎったのだった。

















電子書籍特典　書き下ろし短編「眠れる姫君に誓いのキスを」









　オフィが《セント・クロワ》を退団してから、早数カ月。

　駆け足でやってきた秋が終わり、冬の到来を告げる霧がかかろうかという時分のこと。

　その日、アレクはオフィの住まうガリカ宮を訪れ──ものすごく珍しいものを見た。

「っ……隊長……」

　微かにかすれた、アレクを呼ぶ声。

　うるうるとしたエメラルドの瞳。

　荒い吐息に、火照った肢体。

　しどけない寝間着姿で、寝台に横たわるオフィは──

「このように、姫様は風邪を召されてしまいました」

　ずばっと解説するのはイヴだ。仏頂面のアレクが言えた義理ではないが、いつ見ても無表情である。

「健康優良児であるこいつが風邪を引くとは、珍しいな」

「姫様は鍛錬のおかげもあり、ここ数年風邪とは縁がなかったのですが……」

『お嬢昨日の夜、なかなか寝つけなかったみたいでよ。湯上がりに薄い寝間着姿で、窓を開けて星を眺めているうちにそのまま寝落ちしちまったみたいなんだぜぃ』

　話に割り込んだのは、雪のように真っ白で丸っこい小鳥（その中身は竜）のネージュである。今朝、オフィの体調不良をアレクに報せに来てからここに至るまで、ネージュは我が物顔で銀髪──アレクの頭の上を占領中だ。

　頭にのるなと再三注意しているのだが、特等席とか抜かして改めない。

　手で振り払う手段を取ったところで無駄なので、アレクは半ば諦めて放置している。

「日によっては夜、暖炉に火を入れる必要があるこの時季に何をやっているんだ」

『お嬢、今日の銀髪との遠乗りを楽しみにしてたからなぁ』

「はい。姫様は、それはもう目に見えて浮かれていらっしゃいました」

　二人（？）が口を揃えて述べる。

　理由が理由だけにアレクとしては怒れず、銀髪をぐしゃぐしゃと搔きむしった。

（そんなに楽しみにしていたのか……）

　ここのところアレクは任務でばたついており、まともな休みが取れていなかった。

　仕事終わりの夜に、間男よろしく窓から彼女の顔を見に立ち寄ることはあったが、滞在時間はごくわずか。

　その忙しさもようやく落ち着き、休みと呼べる休みを取れた今日、アレクはオフィを遠乗りに誘っていたのだ。

「……ネージュ、イヴ。よりによって隊長にバラさないで……」

　消え入りそうな声を発したオフィが、上掛けを引っ張り上げて頭まで覆った。隠れてしまっているので確認できないが、おそらくその顔は照れて赤くなっているだろう。

「──イヴ、俺がちゃんと見ておくから下がってもらえるか」

「かしこまりました」

『そんじゃまあ、オイラも行こうっと』

　ネージュはアレクの頭からイヴの肩に移る。ごゆっくりとばかりに、両者はいそいそと部屋の外に消えていった。

「いい加減、みのむしみたいに上掛けにくるまっていないで顔を出せ。息が苦しくなるぞ」

　上掛けの上から頭とおぼしきところを軽く叩いてやると、オフィが躊躇いがちに顔を覗かせる。彼女の頰は思ったとおり、より一層赤くなっていた。

　オフィの汗ばんだ額に、アレクはそっと掌を当てる。

「──熱いな」

「ごめんなさい……久しぶりに隊長と二人で出掛けられるのに、やらかしちゃいました」

「元気になったらまた連れて行ってやる。今は早く治すことを考えろ」

「はい……。あの、風邪がうつるといけないので、隊長はもう帰った方が……」

「俺は真冬の朝に水をかぶって、そのまま夕方までぶっ通しで訓練しても風邪をひかなかったから大丈夫だ」

「何気に過酷な経験談ですね……じゃあ、ここにいてくれるんですか？」

「ああ」

　アレクはサイドテーブルに用意されていた、水の張った陶器製の容器に布を浸す。それをしっかりと絞り、オフィの額に滲んだ汗を拭いてやる。

「ありがとうございます……冷たくて、気持ちいい……」

「それだけお前の熱が高いってことだ。薬はもう飲んだのか？」

「飲みました。久々に飲んで改めて思いましたけど、どうして薬って、ああも苦いんでしょうね。もっとおいしければいいのに」

「うまい薬ってのも、逆に怪しい気がするけどな」

「……たしかにそうかも」

　くすくすと笑うオフィはストロベリーブロンドを下ろしたままで、化粧をしていないにもかかわらず、その美しさは翳らない。むしろ余計なものをそぎ落としたことにより、彼女の地の美しさが露わになっていた。

「……お前、十六だよな？」

「……？　はい、もうすぐ十七歳になりますけど……」

（末恐ろしいな……）

　少女と呼べる今でこれだ。あと二、三年もすればどうなることやら。

　アレクはオフィの将来に一抹の不安を覚えた。

「えへへ」

「なんだその笑い？」

「隊長に看病してもらえて、嬉しいなって」

　はにかみながら、やたら可愛い表情を浮かべるオフィ。間近で不意打ちを食らってしまったアレクの心臓が跳ねた。

　猛烈に抱きしめたい衝動に駆られるも、アレクは理性でねじ伏せる。相手は病人だ。

　────と。

「……ふぁ」

　あくびを嚙み殺すように、オフィは口元に手を当てた。熱のせいで、うつらうつらしているようだ。

「眠いなら寝てかまわないぞ」

「……寝たら隊長が、帰っちゃうもの……」

　眠たそうな目で懸命にアレクを見上げてくるオフィは、惚れた欲目を抜きにしても、馬鹿みたいに可憐だ。

　──自分の中で、何かが切れたような気がした。

　しかしそれが切れるとまずいと本能的に悟ったアレクは軽く瞑目する。瞼を上げると同時に、オフィの乱れた前髪を直してやりながら言う。

「お前の目が覚めるまでいてやるから、気にせず寝ろ」

「……本当に？」

「本当だ」

「約束ですよ……破ったら、……一曲歌ってもらいますからね……」

　……なぜ歌なんだ？

　よくわからないが、アレクは「わかった」と応じる。するとオフィは安心したのか、そのまますぐに眠ってしまった。

　熱のせいで少し苦しそうなものの、規則的な寝息にアレクは安堵する。

（ん？　髪が……）

　口端についたストロベリーブロンドを、オフィは嚙んでしまっている。

　アレクは手を伸ばしてそれを外す。拍子に、指先が彼女の小さな唇に触れた。

　──もっと触れたい。

　そのやわらかさと、触れたときの心地よさをすでに知っているだけに、今度こそ身体を傾けそうになり──

（……だめだ。寝込みを襲うのは、騎士として以前に男の風上におけん）

　なめらかな唇から動かずにいた己の手を、無理やりひっぺがした。

　息を吐きつつアレクはその手を、上掛けから出ていたオフィの左手に運ぶ。

（細いな）

　白い、しなやかなオフィの指先──薬指の指周りの長さを、しっかりと覚える。

　セラフィーネの戴冠、オフィの初披露目という慶事に合わせて、アレクたちの婚約も発表される予定だ。

　当日、アレクはオフィに、彼女の瞳と同じエメラルドの指輪を贈ると決めている。

　職人との打ち合わせを済ませ、意匠は決まった。あとはサイズさえ伝えれば、指輪製作に着手できる段階だ。

（喜んでくれるといいが。……いや、こいつはまず泣くかもしれないな）

　強気で勝気なオフィは存外涙もろい。

　そのくせ苦しいことやつらいことになると、涙腺が頑なに堅くなってしまうのが困りものだ。

（こいつが泣きたいときに、安心して泣かせてやる）

　それがこれからを共に歩むアレクの役目であり、特権だ。死んでも他の誰かに譲らない。

「──俺のすべてを懸けて、必ず幸せにする」

　まどろむオフィからの反応は、当然ながらない。

　想い人の左手を静かに取ったアレクは、甲ではなく薬指についばむような口づけを落とした。




　──アレクのプロポーズにオフィが涙するまで、あと半年足らず。
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